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巻頭言

新しぃパイの創造を目指して

国際電気通信基礎技術研究所

代表取締役副社長 葉 原 耕 平

これからの世の中で情率li通信技術の占める重要性はますます高まって行くことと思われる。

したがって、 その先進性は国の将来をも左右し兼ねなぃと同時に、 この分野での貢献がその国

に と っ て t建'界から賞資されるかどうかの別れ道になるとも言える。  いまや、  わが国は、 i量界の
先進国の一つとして科学技術分野での大きな貢献が期待される立場にある。 そして、  基礎研究

の重要性が叫ばれて久しぃ。俗にいう、  基礎研究只乗り論からの脱却である。 しかし、 よく-t世
の中で言われてぃる程、 わが国は後追いばかりしてきたのかとぃうと 、  こと情報通信技術に関

しては、 私は必ずしもそうは思わなぃ。私事にわたるが、 かって私自身世界の先進諸国と先陣

を切つてディジタル交換1l支術の研究に携わらせていただぃた時期があった。 その結果、 技術上

の問題はその時ほとんど1先い出す事が出来た。 その成果は国際標準イヒの研究などに十分反映で

き、 わが国として大いに面目を施す事が出来たと思つてぃる。  ただし、 国内では、 経済'性の点

で実用までに15年程も棚上げとなった。 先進国の大人の世界では、 このように早い時期での

先端的研究には尊敬と敬1意が払われることを、 私自身体験してきた。

と ころで、  昨今とかくわが国が経済摩擦などで非難されるのは何故であろうか。 もちろん多

くの要因が考えられようが、その一つは、たとえて見れば、美味しそうに焼き上がったバイに

後か ら群が っ て割 り 込む こ と 、 そ し て そ の メ ン タ リ テ ィ で あ る 。 こ の よ う な 行動は 、 苦労 し て

新しぃパイを作つたひとから見れば基美,・持ちならぬ行動と映るに相違なぃ、 そして、 それは国際
的な報整を買う結果となる。  これは、  立場を変えて考えて見ればすく゛ 判 る こ と であろ う 。

とすれば、 これからの科学技術の研究開発は新しぃパイの創造により力を注ぐべきである。

それはしかし、 容易なことではなぃ。既存のパイに群がるのに比べて遙かに多くの知恵と努力

を必要とする 。 ノ ウハウもなぃ こ とから 、上手く焼き上がるとは限らなぃ 。むしろ 、失敗の連

続かも知れなぃ。 しかし、 それをやっていかなぃことには、  これからの時代に向けて、 国際的

な革敬を得ることは不可能であろう。  加えていえば、 昨今、 知的所有権が国際的に大きな問題

となって来ている。そのこと自身、ややぃびつな感じがしなぃではなぃが、  ここ当分かしまし

いであろ う 。  ともあれ、既存のパイに群がるのに比べて、新しぃパイの創造に努める方が、遍

かに多くのより基本的な知見が得られるであろうことは、ほとんど自明であろう 。このよ うな

先端的知見が実際に世の中で使われるまでには、 一般的に時間がかかる。 今度はわれわれの作

るパイに後から来る人々が1l詳がってほしぃものである。 先進性を言うならそれだけの度量が必

要であろ う 。  それは、 21世紀のわが国の果たすべき義務であるかも知れなぃ。 そのためには、

パイはできるだけ大きぃ方がよぃ。  あるぃは、  各極取り描えて数が多い方がよぃ。

A T R は 、  発足以来7年を経て、 いま再出発の大きな節日にある。 振り返つて見ると 、  A T

Rの目的と存在意義はまさに新しぃパイの創造、 より正しくはそのまた種の発掘にあり、  また

そのように努めてきたと自負している。  A T  Rの性格から言えば、できるだけ数多くの新11重や

変わり種の提供がその使命かも知れなぃ。 思つた以」二に大きぃパイに成長するか、 期待に反し

てしまうかは判らなぃ。  とにかく手を汚してやって見ることが肝要である。いまは、  まさに初

心に返る絶好の時である。
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御寄稿

波及性あ る新売の更な る整慶にm持する
垂111政省通信政策局

技術政策課課長 原 田 祐 治

昭和60年に基般技術研究促進センターの出資により民開における基盤技術研究を支優する

制度が創設されましたが、  この論l1度の通用を受けた最初の試験研究会社としてA T Rの 4研究

所が設立された訳であります。

その後、 これらの研究所では着実な研究力1進められ、 国内はもちろん、  国際的にもその成果

が高く評価される と ころ となっております。

これ ら 4 研究所の うち 、 ( 株 ) エ イ ・ テ ィ ・ アール111111聴覚機構研究所と (株 ) エイ ・テ ィ ・ アー

ル自動翻,'ft電話研究所については、 この3月で7年l111の1'at験研究期開が修」'し、 その成果の一 -
部はそれそれ新しぃ研究プロジェクト  (税聰覚機構関連プロジ, , クトは l中年発是済み)に継フi'?

される こ と と なった訳であ り ますが 、 この開、 日使研究に1fi力んでこられた 、i?11・i事脱、両社長及

び研究者の方々、 、itiびにこれらの研究を支接してぃただいた多くの関係者の方々に深い 111i1意、を

表したぃと思います。

よく使われる表現として、通信には、 「 い つ で も 、  どこでも、11能でも ( 1 f f とでも)通信でき

る機能 」 力求められると言われますが、上記の 2研究所の研究テーマは 、 「 11f i1でも(1維とでも)

できる通信 」  を実現するための一つの方法として、 研究のアブローチは異なっているものの、

人と機械との対話の方法を身体のメ カ ニ ズ ム ( 視11111覚機構、 又は高'声認識 ・ 発 11 1機構 ) に学ん

で採求して行こうとする試みで ii通性があるようにも見られます。

21-1il1紀に向けて、情報通信は、社会・経済の基1'111としての重要性を增して行くのみでなく、
高齢化や国際化の進展する中で、 豊かでゆとりある生活の実現のために我々の日常生活にます

ます深く根づいてくるものと考えられますが、  上記のような分野の研究の成果は、人と通信と

の係わりの上で様々な応用性・波及性をもたらすものと考えられます。

通信に求められる前記の機能に加え、 「 人にやさし ぃ通信 」  を実現して行くためにも、  A T

Rの新研究ブロジェクトにおぃて様々な渡及性を秘めた研究が更に活発に推進されることを心

から期待したぃと思います。
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ATRの一層の飛躍を類待する。
基fln器支術研究促進センター

出資部長 田 口 悟

高度情報社会の基盤である電気通信の基盤技術研究については、その充実強化がかねてから

強く要請されています。  ATRにおける研究はまさにこの要請に応えるものであって、  その成

果に大きな期待が寄せられてぃます。  当センタ一出資案件中のビッグプロジェク トたる A T R

各社の研究活動が順調に進んでぃることは誠に喜ばしく、かっ心強い限りです。

さ て 、 A T R の プ ロ ジ ェ ク ト の う ち 、 本 年 3 月 、 ㈱ エ イ ・ テ ィ ・ アール視聰覚1機構研究所及

び㈱エ イ  ・ テ ィ  ・ アール自動翻訳電話研究所における研究がそれぞれ7年間の研究期間を経

て予定どおり終了しました。視聴1英1;機構研究所におぃては、人間の視聰覚や認知の機能・メ力

ーズムを解明し、 人間中心のマンマシンインタフェースを開発してぃくための基礎研究が、 ま

た自動翻訳電話研究所においては、 将来の国際通信に必要な自動翻訳電話システム構築のため

の音声認識、 機械翻訳、音声合成等の重要技術にっいての基礎研究が進められてきました。こ

れらの研究成果は数多くの特許、 ソフトゥェア等として結実しており、今後の応用展開の礎が

築かれたところです。さらには広範かっ活発な学会・国際会議での成果発表を通じて、その研

究成果は我が国のみならず国際的にも高く評価されてぃると間いてぃます。  また本年1月には

日米独3力国を結ぶ自動翻訳電話の実験が成功裡に行われ、 その模様がマスコミでも大きく取

りあげられたことは記憶に新しぃところです。  あらためて両研究所での研究に携わってこられ

た方々のこれまでのご努力に深く敬意を表する次第です。

本年3月には、自然な話し言葉の音声翻訳通信を行うための基礎研究を行う㈱エイ・ティ ・

アール音声翻訳通信システム研究所が設立されました。  この上は、  研究継続中の㈱エイ  ・

テ ィ ・ アール通信 シ ス テ ム 研究所 、 ㈱ エ イ ・ テ ィ ・ アール光電波通信研究所及び㈱エイ・

テ ィ ・ アール人間情報通信研究所共々、 さらに活発な研究活動が進められ、すぐれた成果をあ

げられるよう期待いたします。

電気通信分野は技術先導的要素が強く、 高度情報社会の進展の中で今後とも情幸長通信技術に

関する研究開発の一層の充実が望まれてぃます。 その意味でATRに期待される役割は大きぃ

ものがあります。  ATRが関西文化学術研究都市の中核として、21世紀に向け、電気通信技術の

多様な分野で引き続き世界をリー ドする創造的研究活動を進められるよう祈つてやみません。
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自觀細訳電話の基聽前発- 7 年 聞の区切 り と こ れか らへの期特
A T R自動翻i,,ft電語l1月究所

代表il商補役社長 樽 松 明

A T R l' l動1f11・1.J 、、電.l;研究1リiにおける7'1 - l111の1111究のlメ_切 り  を連えるにあたって、 これまでの
自動話Hi,fi,u商「の基l,是il11究を振り返るとともに'、、後の発1i追的ll1「究への期i 」,を述ぺる。

1 .  話し言葉の音声翻訳

l:1動益tli訳電 n,fは、 向「 し,i 集による会,,,1l1'声を相手,,.1tに益iinltして1'l',l1合11kて出力する ,'f ,11話i1
,111:システムを 、 双方向に用いる。 11動,益ii,111電.11の要?,i支1,1、fてある、 大 ,1J レ 果速続 ,f 11,.11i11? 11 し

i 集, 11 ,11i益rli,J?、 l'11?1、性の高い1 , 11,合成のそれそれを高度化し、 かっこれらを系l1み合わせた 1, 11 ,
希ii,ftシステムを手, l等1成することは、 大いにチャレンンングな f l月究であった。 特に 、  「1、略や断1'1-的
な表現を含む語し, ,集をコンピュー タで理解して議ai,i?する研究は、 1ll◆'ll,.で も まだど こ も ゃ って
いなかった。  lff究のl- 1イ 11、と し て 、  ,11散やi及える ri.' 表現の '1.流さなどかなりの期美の研究をィ i
う こ と に し て ぃたのて 、  グラウンデイングのしっかりした基確整'f i f f究の方向つけをどのようにす

るかにっいては、  大字の先生方にも通切な動 , 1をして1f 1い た こ と に11111く1??,義iしてぃる。

,1,「 した1'1-, l ,は、 , , ,11r1青 1'1 iを伝えるものであるから、 l、f,-声と,i,11iを -体化して処理することか
不 'j ・111である 。  lff ,l;のn.1i11k処理と ,1L1:i-の,i,:1l理角「の処理とをぃかに統合するかは、 なかなか'',-
'ノ1した点であった。  A T R て は、 lf 1, , と ; ,,;flのf月'究を っの場所て集中して、 lf声および, 11 ,111

の研究名か イ本となって身通_に議論をしなから研究することかてきたこと か 、 この 分 1111でll1_111i
に先導したfff究成果をあけることができた要因の っであると考えてぃる。

これまてのfJ1究をによって、 区切りをぃれて1 ・yに発 f l i し 、 文法的にかなった.「- し, 11集の表
現をするようにして人開がシステムにあわせるよう對,11限すれば、 小現換でのl' l動話1i,Jtit,1,「 実 現
の橋頭保が:11111:か 1したとぃえよ う 。

2 .  デ ー タ ベ ースと共通のテス トべツ ドの重要性

活し , 1 集の -111f,1iと ,  i ''の111t究では、 'f:、1象か人開が,,11したり表現するものでぃわばぃきもので
あるため、 実除の場面に照らして网1理の所在を的確にil11i111し、 それを解決してぃくことか ,事(要

てある。  そのためには、  ,11f ,1' と r , ,ifの データベースを収集して分析することか必 1111である。 A

T Rでは、  発足以来、 高'声および f 1 , ''テー タ ベースの構染をはじめた。 これは、  i?かl 111のコー
パス * オ リェン テ ッ ド な111声, 11語研究の先,l基,(けとなった。  テー タ ペ ー スの構 f:l11iには、  多大なマ
ン パ ワーと tilf lf 力'かかる。  A T Rがこの面で111又力して、 共通に使えるものを集めて、 ラぺルを

つけ品質をチェックした上で外部にも提供できるよ うにしたこ とは、 ffl-究の促進に大いに役
立つてきた。

lまf jtf認l1111i、 r 1 ,11i翻i,i1、、、 青 ji1l合成の各要素技術の高度化のfJ「究は、 上b中交的 ;i1,い期間にわたって
ff「究か系l様売され、 '1'1:能の向上か図られる。その除、 どのように技術が進歩したかを、定 、1,1;的に
1平価することか重要である。 1種f ll'認 -,織では、 認識率あるぃは理解度で測られる。 ,1語 1需ai,?tの場
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合には、 話ii,Jtの品質で,,平価される。 高'声合成の場合は、 合成高'11'の品質で,1平価される。 差かど
のようになったかをi選提しながら技術を進歩させるための、 評価用テータおよびそれぞれの要

素技術のアルゴリズムを用.1. しておく必要かある。 A T Rては、研究の中期1:111よ り 、 ;平価用テー
タを用いた,1'l'価かできるよ うになった。 この結果にもとっく 1111、1i,文は、質およびか信頼度か高い
と評価された。国際的にみると、 異なる ri11 f'に通用した場合にどうなるかとの質間をよく うけ
た。  これからの,l果題てある。

3 .  国際研究協力

自動議ii,3t電-1f-のfl「究には、 相手, , ;11l1がかかわる こ とか ら 、 l」]際111t究協力がイ、1可,11、てある。  l l

木語と相手の異なる ;-i語の両方の研究か必要であるか、 A T Rでは、  その言語を1lJ-国 ,'' とする
所で 、1 -たる研究をすることか電要との考え方により、  日木,11iの音11 i認識、  11ツ1言 ,;再話ii13-( 、  H木
語の高'11,合成のそれそれに研究の 二1-1日長をぉぃて進めた。 英l1音1'1話ii訳にかかわる英語の高:-1i,認
111l,、 多t- l 1言 ;,fi翻訳にっいては、  ア メ リ カ 、  イギリスをはじめとする1ff f外の研-究機関との国際的
研究協力を不i '1本1t又的に進めた。  研究iiの交1-n.や内外の11Jt究者の協力と動言があった。

自動話ii訳電-l11は、 いくっかの要;其、技術からなるシステムである。  個別の要勢、技術を高める個

別11Jl究だけでは、 間題の解決にはならなぃ。  リアルタイムに近い11fて青声を話翻訳して、 人間同

l一て会,1,高-するとぃうソフトゥェアシステムを構成するシステム的f J f究か欠かせなぃ。  A T R 自
動話ii訳電,1 11研究所におけるl 1;際研究協力においては、 、l ff要外のよき研究パー トナーにめく  まれ、

j111 J成ド メ インての同除 1111同実験が実施できるよ うに進展した。去る 1  J j 281-1の11米独にt1際共

同実 1?交では、  それそれ自l1:1 'の1ti1 l1話aif;?の技術に1ii任を持つという考え方て、  イ ン ターフェ一
スを簡単にして話通i訳結果の文字列として伝送することて、 約1年の上b中交的短い準備期l11Jをかけ

て 、 ス ムーズにテモンス ト レーションか成功した。今後も、 flt究レベルの向1 _をねらぃとして 、
通、'' 1 な タ イムインターバルを定めて、研究面での石f1究結果を国際的な 1111通 ト メ イ ン て 、 通 切 な

方1_iで外部に系1'介することが石J1-究のiii 力 と な ろ う 。

4 .  今後の研究への期待

実用的自動話羽訳電話システムには、 用件を伝えたぃような場合に、  人が普通に話す 1l1集が 自

由に相手に話11l11訳さ れ る よ う な 、  人開にあわせられる自然なシステムでなければならなぃ。  今後

の研究では、 ( 1 ) 通 切に設定されたチャレンジングな目標に対して 、マ イルス トーンを意識

しながら研究を進めてぃ く こ と 、  ( 2 )  青J l iおよび言語の処理の融合化したポテンシャルの高

い研究ををたゆみなく行うこ とが重要であろう 。

自動翻i訳電話システムは、 リ ア ル タ イ ム に日11l1および言語の処理をするため、 コ ン ピ ュータ

技術の進歩に密接に関連してぃる。 コ ン ビ ュー タの性能向上を考慮にいれて、 音声や言語表現

の変化に対応できるぃわゆるロバス ト  (元期建) な処理技術と、 自然な会話の日 声合成技術と、

大規模な音1 1言語に容易に拡張ポテンシャルをもっ技術が必要である。 l1上界的規模でこの分野

の研究開発が活発化が進み、人が使いやすぃ自動番i部訳電話が早く実現することを期待している。

終 わ り に 、  これまで多大なご支援とご游幻動を項いた内外の各方面の方々に厚く御礼中し上げ

る。 また、  A T Rにおぃて研究に 11111んできた研究員請氏には、 その努力と熱意とに対して心か

ら感謝する。



プロジェク トの終了に際して

A T R視聰覚機手細f究所

代表取編f役社長 淀 川 英 司

A T R f見理1a現 機f l'4ff1究所は、 基登1営支fMJ1究f,'i;進センターをはじめと  して多 く の機関のご支一援
を 1l:iて、 昭和61年4 J1に.受、1:さ れ ま し た 。 プ ロ,1,エ クト期l111は7 イ l -て あ り 、  平成 5年 3  J1て
終 f いたしました。 この間、制究はほほ,;l1由lに 、1 、って順 ,J jに.通i多し、 -部-ni1、以1 _の進1?を見
せたものなどもあ り 、 、i1初のi111究ll i i11を 11成するこ と ができ ま した 。 これ も、 ひとえに関係機
関のi'l'イ111jjの ご 理 解 ・ ご 支投の更易物であり 、 1 f'-くお礼中し1 -.けます。
さ て 、  研-究所,投立の, ?言は、 21ll1:系iの高度, l l 1 ilii'i会の基 1111'となる人l111 、i 1体の新しぃ電気通
信i文術の創造を1l指し、 そのときに最も率1要となるマンマシン・インタフェース技術のフltBf的

進歩1r1 l -_を図る こ と 、すなわち 、 h 1 tli通イ,機器の使い11ff手を現イl _のものよ り も格段に良くする
ためのマンマシン・インタフェ一ス i i術の基五.雄を確 ,,l_するこ とであ り ま した 。
そ こ で 、 私 と も は1111t来の技術 、1i,、中「l1アブ ローチではなく、生体とくに人l111の h'1Y l?理 メ カ ニ
ズムに字ぶとぃ うことを基木方針に 11f1 き、 1:l',、 心 理 f, 、  '1 .l11i f と ぃ った関連ilil究分11'1のf1「究

者の分野を ,随えた協力による トランスディシブリナリ ・アブローチをll指してii i意i1fl-究を進め
ました。研究を進めてぃくにあたって、  と く に 配意 し た こ と が 、 い く っ か あ り ま す 。 以 ド 、 そ

れらについて述べてみたぃと.l91、います。
まず第 -は 「 俊-秀なf llf究1111の確保_1 であります。ブロシ ェ ク トが成」0jするか '1f1かは、 俊?iな
研究 11 1l を集めることができるかどうかで決まるとぃっても通 , iではありません。  さ ぃ わ ぃ、 関

連する企業・機関から俊:?秀な1,1f究」11lを派追して 11111き、 ますますのスター ト を き る こ と かで きた

ものの、 ,,l1前1どおりにi llf究11 i を増やしてぃくことは,il'',11に1111i.しぃと、11初は思われておりました。

しかし、 J1.i1.そのころニューロ コンピュータのff 1-究が ll11界的ブーム と な りっつありました。  ま
た、  l l:1の内外でぃくっもの11高機能解明の研究ブロシェクトがスター ト ぃ,たしました。  ニ ューラ
ル ネ ッ ト ヮー クや111 '1機能角「明の研究は私どものプロジェクトの市;点.来1選としてf 1J1-究に取り組ん
でおりましたので、  このような外部の動向か、  それ以後の研究11 11の確保に事 l・常にブラ スにな り
ま し た 。 こ こ で 、  さらに良かったことは、プロジェクト l l l l 1始後 l1'いl1 111期に、すてに実績のある
優秀な中llii研究i1lを出向たけではなくプロパ一研究 111l と して採用できたことであります。  こ れ

らの研究の核になる優秀なf3l究i ,の存在か、 同の内外から使秀なfll究 11 1lを集める 11及引力となっ

たと思います。

第 :に 「外[i.1にも開かれた石月究所作り」 をl ll iliして参 りました 。ブロジェク トに携わった研
究i11の数は延べ120名であり、 その約4分の1か外lf 1からの研究i iでした。 これは優秀な外同
人ilf1 '究i 11のi者可考l ・ 受人れに破極的に努力した結果であり、  その目標をi一分1i;i:成できたと思いま
す。

第.1 ま 「 研 究.支備の充実」であります。これについ て は 、 セ'ロからのスター ト と ぃ う こ と が
さぃわぃして、  スーパ ミ ニ コ ン 、 if i、tl1列コンピュータ 、 ワーク ステーシ ョ ン 、 心 理 , 生理実験

ブース、限球連動測定・解析システムなど最新の設備を構築することができました。これらの

設fi論により、他ではできなぃ実1攀'究やシミュレーシ ョ ン を行 う こ と がで き 、 新 し ぃ知見を 111iるこ

とができたと思います。

第四は 「 研究11i一人ひ と り が'1中びf中び研究に打ち込める明るぃ環境 作 り 」  を目指して参りま

した。これにっいては私よりも研究111i一人ひとりがどう1選?したか と ぃ う こ とであ り ますが 、  さ
いわぃ多くの研究i iか ら A T  Rのf11-究環境は良かった と ぃ う コ メ ン ト を 1f1いてお り ます 。 な か
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には、  A T Rに参加して人生が大き く 変わったと報-んでくれてぃる研究員もぉり  ます。 極端な
例ではありますが、出向期間の2年l111で降i:の学位を取得した研究負もぉります。 しかし、 良

い研究環境作りは、  一般にはなかなか1雄しぃ課題と思います。 私は新入の研究員には、 いつも

最初に次の4つのことを語して参りました。①出退動のときはきちんと換tタをすること 。②で
きるだけ自 r11に仕事をして欲しぃが、 組織人・社会人としての良識をもって行動し、 研究所に
おける基本ルールはきちんと守ること。③目標をできるだけ具体的に立て、  それを達成するよ

う努力すること。④l地1授-に十分留意すること。  まだまだ、大切なことがあるわけですが、  人『1ff
の記憶特性から、 この 4つぐらぃ力、''適当と思つたわけであります。
以上のほ か に 、 「外部研究者との交流の活発化」、 「国内・国際会議への積極参加」、 「論文投
稿及び特許出願」などに配意して参りました。これらにつきましても、課室長はじめ研究員の

努力と協力によ り 、  当初の子想以上に成果をあげることができたと思います。  と く に 、  1988

年 7月に開催した 「A T  Rー ューラ ル ネ ッ ト 国 際 ワーク シ ョ ッ ブ 」 は、わが国における 「 ニ ュー

ロ元年 」 と 呼ばれ る よ う な ニ ューロ ブームの始まりとも相挨つて、非常に時宣に適つた好企画

とするこ とができました 。  さ ぃわぃ、 この分野の内外の第一線系投研究者の参加を得て内容的に

も非常に充実した質の高い会議とすることができました。  この国際ワークシ ョ ップの開催によ

り 、  私どもの研究活動を国の内外に広くアピールすることができたと思います。  これ以後、 A

T R をーューロサイェンスのメ ッ カと呼んで頂けるよ うにな り ま した 。  さ ら に 、  1990年11月

に 開 催 し た 「A T  R視覚・認知国際ワーク シ ョ ッ ブ 」 及 び 「A T  R普声知覚・生成国際ワーク

シ ョ ッ プ 」  も内外の:著名な研究者の参加を得て非常に質の高いワーク シ ョ ッ プ と す る こ と が で

き、  外部の研究者から大変良い評価を頂きました。

こ こ で 、 プ ロ ジ ェ ク ト 期間中の特別な こ と と し て 、  1991年5月の「天皇 - 皇后両陛下のA
T R ご 視察 」 を忘れることは出来ません。研究所にとりまして、 長成に光栄なこ とであ り ま した 。

以上、プロジェ ク ト終了にあた り 、研究のマネージメントを中心に述べて参りました。研究

成果にっきましては、成果報告会でご報告させて頂きましたので、  ここでは割愛させて頂きた

い と思います 。本プロジ ェ ク ト 「視聰覚機構の人間科学的研究」 は典型的な基f産研究であり、

7年とぃう期間で一挙に解決できるテーマではありません。  しかし、 一歩一歩地道にマイルス
トーンを横み上げてぃくとぃ う意味で、  十分目標を達成し、 期待にお応えできたのではなぃか

と思つております。  区次米から指描されるまでもなく、 基確研究に対するわが国のこれまでの取

り組みは極めて不十分と言わざるをえませんでした。  このような状況の中で、  A T R プ ロ ジ ェ

ク トは基礎研究のナショナルプロジェクトとして、国際的にも評価を項けるようになって参り

ました。これは非常に喜ばしぃことと思います。

最後に、皆様方から項きましたこれまでのご理解・ご支援に対しまして、 重ねて厚くぉ礼申

し上げますとともに、本研究をさらに発展させ新分野を開拓することを目的に新しく設立いた

しました A T  R人間情報通信研究所に対しましても、引き続きご理解・ご支援を l場りますよう

お願い申し上げる次第であります。

21tit紀は月,i,・ 心の時代と言われております。現在、物質中心から情報 ・生命 ・精神中心へ
と パ ラ ダ イ ム ・ シ フ ト が な さ れっつあります。このような重要な時代を迎え、人間情報通信研

究所に対する期待は非常に大きなものがあります。同研究所におかれましてはどうか、視l穂覚

機構研究所の良かったところを引き継いで、  その上にさらに良い伝統を築き、  輝かしぃ21- li1紀
の店ll1を開くことを祈念いたします。
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異なる言語提通のグローバルコ ミ ュニケーシ ョ ンを
高續す音声細訳量信
- A T R音声細訳通信研究所発足一
㈱ エ イ ・ テ ィ ・ アール音声翻訳通信研究所

代表取締役社長山111議 泰 弘

「 自動翻ilJt電,1;高 l-1 - 米 ・ 独間の実験成功」 、  「A Trans l a tmg  Phone  f o r Oveaseas
Ca1ls」 一 -。 これらは1993年1 J J28Hから29 l1にかけて同内外のTVや新間て大々的に報
道されたニュースの見出しです。-lll1界で初めての l 1本 、アメ リカ 、  ドイッをl I:1際回線で結んで

話し手のii葉を相手方の; ,:集に変えて実時間で伝える実験は、 多を現実に通:つけるものと して

般の人々にも高く評価されました。  このような回際1'lJの組i,Jt',甚向f-実験の大成功をイl11適に A T
R自動器H11'ft電語研究所は7年間の所期のl -1的を果たし、 このJ更、 新たにA  T R青声話Hi訳通信研

究所が発是することになりました。  これもひとえに基理器支術研究促進センタ一及びN T T をは

しめ民開出資法人のご協力とご支、援の11易であります。

新しぃ青) 1 l?1i訳通信研究所は 「高度青声翻、i訳通イ-i技術の基礎f1「究」 をfl「究テーマに1993年

から2000年の7年間を子定してぃます。 その間、 総額約160億円の ,式験研究費が「,定されて

います。新しぃ研ラW f1での研究活動は前身の11動話Hi訳',種語研究所の先111l1的技術レベルを引継き、

個々の要素技術の完成度を高め、 それらを続合化してぃくことにあります。

現t1二のii1' )11翻i訳技術では.lllす人が益線r111システムを相、11'1意,f?する必要かあります。  例えば、  語
し手はifl:でもよぃ と ぃ う訳にはいきません。  また、語す内容(11111題 ) 、  言集の種類、 , i業の区

切り、  文法に期つた文型、 11tす速度など翻,-ftシステムに合わせる必要があります。 こ の状態か
ら11;i度し、 語す人力'轟期fftシステムを意 ,一言1&することなく、ii般の語し r i集でlリ球、り、 それをl1動的に

即座に相手の言葉に変えて伝えること力;11'11思です。 特に、 言集の ハ ン デ ィ を;i重t く意識している
日本人が言集の壁を全く意1部iせす、 自出に外国の人々と , 1l1が出来たらどんなに素n ,1i らしぃで
し ょ う 。  地球的期実でグロー バ ル コ ミ ュ ニ ケーションが可能となれば、1 l '1解 さ れ る こ と も 少 な

く な り 、  ピジネスに、観光に、  日木人の活動範囲も益々広くなるものと期待されます。

このような理想的な音声翻訳通信は社会での期特が大きぃ反面、 克眼すべきl羽難な;;果題が山

機してぃます。 語し言集には特有のくだけた言い回しがあり、  時には,- -葉か行略されたリ 、順
序が例置されたりします。  コンビュータにとって書手な処理なのです。 これを解決するために

は従来の手法にとらわれす、 新しぃアプローチも必要になります。 そこで,果題を次の4つに整

理し、 その基礎技術の確立を図ります。

( 1 )  自然音声認識技術

通常の会話では、 話す速さ、  音の大きさ、  スぺクトルなどに音響的変形が生じたり、  会話の

途 中 に 「 え 一 」、 「ん一」 一一 といった間投詞や無意味な音が挿入されたりします。このため

従来の静的な処理法だけでは認識機渡を上げることができません。 この間題を克眼するため音

素モテ゛ルや言語モデ ルを発話状況に合わせて動的に通応、 再構成する手法を確:立するこ と が必

要です。また、人間は不特定話清の音声を認識できるとともに新しぃ話者の音声の特微に迅速
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に適応する能力があります。従来の音声認識では言舌者の音声特性を標準話者一の特性とマツ ピン

グする方法が採られてぃます。 この機能を人間の認識能力に近づけるためにはマッ ピング自体

の改良はも と よ り マ ツ ビングをアダプティブに適用する手法の確立が必要です。

( 2 )  発話親律処王里技術

人間が喋る音声には、文字で表記できる狭義の言調青華Eli以外に ア ク セ ン ト ・ イ ン ト ネーシ ョ

ンのような青員律情報や発話の意図などを暗に示す汎言語情報が含まれています。 人間はこの両

者を利用することにより伝達内容を正しく理解します。 従つて、  高度な音声翻訳通信システム

では狭義の言語情報に加え、 この況言調青報を抽出する手法の確立が必要です。 更にアクセン

ト ・ イ ン ト ネーションや語のテンポ・リズムなどの線律的特性を制御する規則を構樂し、 自然

で多様な音声を作成する音声合成技術の研究も進めます。

( 3 )  協調。融合翻訳技術

自然な対語では発話の状況や相手の知識を想定した断片的な表現、 それらの間に不規員l」に挿

入される別の意図を持つた表現、 更には倒置、 言い直し表現などが現れます。 このため規則に

基づく翻訳 (規則主導翻訳)だけでは限界があります。これを補完する技術として、句や節の

パ ターンとその対訳用例を収集しておき、 入力された音声を句や節のパターンに分解し、  最も

似た用例を抽出する手法(用例主導翻訳) も有望です。そこで、翻訳過程を規則主導翻訳、用

例主導翻訳、 さらには内容理解に基つく翻訳などの部分問題に分解し、 その後、 各部分間題の

解を組み合わせることにより最も確からしぃ翻訳を導出する基礎技術の確立を図ります。

( 4 )  音声。言語統合処f里技術

自然な語し言葉を正しく理解するためには音声処理と言語処理の情報を互いに利用し、  その

相乗効果により精度を高めることが有効です。 例えば、  不用語とみられがちな間投詞や副詞の

言語的機能から後1続の音声表現を予測し、 音声認識率を高めることができます。 また逆に、 音

声の抑場や強調などの線律情報を用いることにより、  言語処理での構文や意味の曖昧さを解消

した り 、  特別な意図を抽出することが可能となります。  この音声処理と言語処理の接点が“発

話の状況”にあることに着目し、両者の結合法にっいて研究します。また、音声関連の研究を

進めるためには実際の音声言語データを収集した大期英データ ベースが極めて重要となります

ので、 その作成に取り組みます。

当研究所は、 上述した4つの課題の解決に積極的に取り組むため4つの研究室と企画課を配

置し、  目標(夢)を高めに掲げ、 また内外の研究機関と協力して研究を進めたぃと思つてぃます。

来るべく2 1世紀におぃては 「異なる言語間のグロー バ ル コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 」 力'現実的な要

求になるものと思われます。  本研究プロジェクトの高度音声翻訳通信技術がグロー バ ル コ ミ ュ

ニ ケーションの中核となるよう全研究所員が一丸となって努力する所存です。今後ともご理角率、

ご支援をよろしくぉ願い致します。
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研究動向紹介

人ii多事f藥の証経と合喊
一 実時闖処理を富描して

1 はじめに

A T R通信システムff1 '究所では、 f f いに高11れた場

所にいる複数の人々が、 あたかも  -'事:に会している
感覚で会議がィ1える「 l11器期進?通信会 -1111システム 」 「 1 ]

の実現をl l指して 1fJ「究を進めてぃます。 本システム

におぃては、 f反想の会.義用スペース(仮,社l空l川) を
3次元コンビュータ ・ グ ラ フ ィ ッ ク ス  ( C G ) 技 術

で生成し、 j生隔地の会,1表参加者の人物像をやはり

CG技術を用いて仮想空開に合成表 J、します。 こ れ

により、実f l 1 :界と同じように、税点のイ 1111111や移動に

応じて表ノ1、内容を変化させるこ とができます。例え

ば 、  3地点で会,1義を行つてぃるとすると、 2地点の

参加者が視線を合わせて,1,1l してぃる開、  他の地点の

参加者は、 ,, l1 しをしてぃる 2  j也点の参加者の.t3表i産f1を

A T R J盛信システムi1f「究所
知能処理f月'究'・1-1
大 谷  淳

指の動き積出
(テ'ータグロープ)

観%tでき、 円1iを l1目んでぃるかのよ う に会議を進め

ることができます。このよ うなシステムを実現する

ためには、  -人の参加f'に対して、 複数の税点 (他
の地点の参加名'の視点) から観索される像を得る必

要がありますか、  税点1flに様々なイ1f,1'1:や角度からの
人物像を同時に報-像するのは実用性かii1なわれま
す。これに対して、 人物像を3次元的に扱うと、 あ

らゅるイ f:11fiや角1文からの人物像を容易に合成するこ

とができます。  l1;11場感通イ;1会議システムを実現する

ためのi,月究におぃて、 会1義の,11?題となってぃる対象

物を合成表,J、し、 自ll1自在に操作し、 会議の円1f1な

進行を補動する技術も,◆要ですが、 既に義l11J介- しまし
たので [ 2 ]、 ここでは、実時 l l j処理を出特した3

次元の人物像の..き、i社と合成について 11,,7J介:f文します。

図1  処理の流れ

3 0 ワ イ
モァルの

人体の
各パーツ

3 D
ワイヤー
フレーム
モデル

ヤーフレーム

テクスチャマッビング

入輪像生成使經間
への合成

力

カラ ー

テクスチャ

人輪像の
生成

- 1(1 -

A T R ジ ャーナルNo,13(1993春)



2 人物像の認識と合成の概要

これまで、実時間で、人物の動きを認識し、 3 次

元の人物像を合成した例は無く、 その有効性を確認

するための実験システムを構樂しました。 図 1に基

本的な処理の流れを示します。人物像を3次元化し、

かっ受信側(複数存在し得る )で必要な任意の視点

からの人物像を合成することにより 、  従来のテレビ

会議にはなぃ、 全く新しぃ通信会議システムの構築

が可能となります。  この3次元の人物像の合成のた

めに必要な諸デー タ ( これを3次元モデルと呼び、

3章で詳述する) は通信に先立つて受信側に送り、

通信中は、 送信側の参加者の顔の表情や手是の動作

とぃった動き情報のみを認識して受信側に送り、  受

信側では、受け手の参加者の視点に合わせて、送信

側の人物像を合成します。 ただ、  机の前に座つた人

物をカメラで撮影し、 実時間で表情や動きを認識す

るのは、現状技術では困難であり、第一ステップと

して、補助器,具を装着してぃます。即ち、頭部等の

動きには磁表気センサ [ 2 ]、指の曲がり具合にはデー

タ グ ローブ [2] を用い、顔の表情認識は顔に員占ら

れたマ一カを画像処理により検出することにより行

います。このよ うにして認識された動き情報は、人

物の3次元モデルの変形に用いられます。 そして人

物モデルを、 3次元データにより作成された仮想的

な3次元空間へ合成するこ とによ り 、  動きをもっ会

議参加者の人物像が仮想空間に合成されます。

3 人物像の3次元モデリング

人物の3次元モデルは、図 2のように、人体の各

パーツ毎 ( 頭 、 手等 ) に 3 次元モデルを作成 し 、 こ

れらを接続することにより作成します。

頭や理究のように回転体に近い形状のパーソについ

ては、 測定対象の周囲を回転しながら線状のレーザ

光を照射し、 その変形を計測することにより測定対

象の形状情報を入力するとともに、 測定対象表面の

色彩情報 (力ラーテ ク スチ ャ )  もt并せて獲得します。

カ・1

_ [;;] 、、、_

図 2  人物像の3次元モデリング

このようにして得られた形状情報は、  円筒座標系で

表現される3次元点データの集合です。一般に、 3

次元表面形状は、 精度に応じた大小の三角形の集合

により近似できるので、  こ こ で も点データの集合を

三角形の集合に変換します。以後、 このような三角

形を三角パッチと呼び、  三角パッチの集合をヮイ

ヤーフ レームモデルと呼びます。 また、 三角パッチ

(三角形) を構成する三点それぞれを頂点と呼びま

す。 前述の力ラーテクスチャーを、 対応する場所の

三角パッチに員占り付ける処理 ( マ ッ ビングと呼ばれ

る)  を 行 う こ と に よ り 、 各 パ ーツの3次元モデルが

作成できます。

手 ( 指 を含む ) の よ う に回転体 とは言えな ぃパー

ツについては 、図 2 の よ う に 、 T V カ メ ラ を利用し

てカラーテクスチャを入力するとともに、形状入力

はマニュアルにより行つてぃます。

こ の よ う に し て 、 各 パ ーツの3次元モデルの作成

を行つた後、 各 パーツは関節の動きが再現可能な形

で、 互いに接続されます。現時点でのインプリメン

トでは、 人物の上半身像が完成してぃます。

4 人物の動き認識

人物の表指は、 顔に存在する表情筋の動きにより

生じる皮膚表面の時間的形状変化と して現れます。

従つて、 T Vカ メラによ り顔画像を入力し、 表 情 変

化を認識するとぃう非接触方式を実現するために

は、どの表精筋のどの場所の形状変化を検出すれば、

- li -



表情生成のための必要一 1 -分な情報是り得るかを明ら
かにする必要があります。現在我々は、表情角1fに対

応する場所の度膚表面にマーカを 11l,1i付し、 これらを

画像中で追前、する方法により、必要1一分なマーカ(検

出位置) を求める検言すを進めてぃます。

一方、 このような方法は、 マ一カを産fiにl l,l iる必要
があるものの、実時間表情認識に応用可能です[3]。

T V カ メ ラを11fiに対して間定できれば、  マ一カ追最i,

の精度を高めることができます。これは、図 1のよ

う に T V カ メ ラ を ヘ ル メ ッ ト に 网 定 し 、  このヘル

メ ッ ト を被る こ とに よ り実現して ぃ ます 。現在は 、

図 3  ( a )  の位置に 9個のマーカを 11,i 1付して、 「1

か ら ド の表 l青認識を行つています。 また、図 1のヘ

ルメッ トに間定された T Vカ メ ラの横に電球を取付

け、その角理実反射像を画像中で追1跡する こ と に よ り 、

まばたきと 1111i.線を認識してぃます。

頭 、 手 、 指 等 の各パーツの動きも、非接角lilな方式

で認識できることが望ましぃのですが、現状の画像

処理の技術では、精度、速度の両面で課題が多いと

言えます。従つてここでは、  人物の頭、 Eff3、 両 手 「l 1

の4簡所に石茲気センサを取付け、 それ:ぞれ のバー ツ

の 3次元空間 ( X、 Y、 Z座標空間 )における座標

値と各座標軸に対する角度を高速に検出します。 ま

た 、両手にはデー タ グ ローブを装着し、各指の曲が

り具合を検出してぃます。

には、・・f1等1ll された動き情服を用いて、ワイャーフ レー
ムモデルを f l發」成する _角パッチの項点を、  通 1 ll11iIズ速,力

する必要があります。

表・1青の合成には、 マ一カの追雄本・i.':果から得られる
移動べクトルに基つき、  文,1応するヮイャーフ レーム

の項点を地区動し、関連する _角パッチを変形します。
図 3  ( a )  に ノ」、したマ一カに文、1応するヮイャーフ

レームにおけ る f f i 点 を図 3 ( b ) に・J、します。なお、
1つのマ一カの追最f r結果により1与11動される項点は複
数個の場合もあります。 また、木来1・基iは3次ノc構造

をもちますが、  マ一カの移動は画像中の2次元の動

きとして検出されるのて、  3次元モデルを1;l1動する

ためには、知識やi句東条件が必要です。 i文々は、図

3 ( a )  の算の1 _のマ一カをイ、動の基,'11-点 と し、 無
表情時の各マ一カとの距高liを求めておき、 表情変化

に と も な ぃ、 i1l il4性1変化が生じたマ一カの動き情線に

基づき、  3次元モデルを l基区動してぃます「3]。例

えば、 ド1r手の下のマ一カが動いたことが検出されれ

ば、  ト-'1lfiに対応する範囲にある項点を、 学.更の関節の
動作に従い、  移動させます。

1111l以外の各パーツについては、  確気センサとテ'-
タ グ ローブにより時系列的に検出される前述の3次

元イ,雄i と ftf1きの情報により、 パーツを構成する項点

の3次元座標を決定します。 自然な関節の動きを11f

現するため、  関節部分に含まれる「真点の座標は、 関

節の両側のパーツの座標を数式に代入することによ

り計算します。

以上のようにして、認識される動き情報に従い、

ワ イ ャーフ レームモデルの-三角パッチが変形され、

これにカラーテクスチャをマ ッピングする こ とに よ

り 、 人物の3次元モデルにおぃて動きを网現するこ

とかできます。そして、  人物モテルは、仮想空間へ

合成されます。

5 人物像の合成 6 実験システム

人物の動きを3次元モデルにおぃて再現するため 以上の原理に基づき、図 4のように、 ::二人の会議

- 12 -
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図 4  臨場感通信会議実験システム

参加者による解'場感通信会議が行える実験システム

を構築しました。図 4に示すように、 Site- 1に生成
された仮想空間に、 S i te i 2の人物Bの3次元人物像

が合成されてぃるため、  人物AはSite i 1 で人物 B と

協調作業が行えます。 現在の と こ ろ 、  Site章1の立体

表示ス ク リーンとしては、 左右目用の画像が交互に

表示され、 これと同期して左右目のシャッターが 開

開する限鏡を着用する方式を採用してぃますが、

我々はこのような限鏡の不要な立体表示ディスプレ

イの研究も進めてぃます [ 4 ] 。

作成した人物Bの上半身像の3次元モデルの娜英

を三角パッチの項点数で表すと、 頭部が約1,400点、

上半身全:体で約6 ,700点です。 本実験システムを用

いて 、  処理速度を測定したところ、  人物像の再生は

6 フ レーム/秒程度の速度で行えることがわかりま

した。本実験システムにおいて1海1調作業 ( 1 シー ン

を図5に示す)  を実際に行つてみたところ、  会議参

加者から、  ほぼ自然な3次元人物像表示が行えてぃ

る、 とぃう評イ面が得られました。因みに、 通常のテ

図 5  実験システムにおける協調作業シー ン

レピにおぃては、  30フ レーム /秒で表示が行われ

てぃるので、  表示速度の向上の研究は今後も必要と

考えられます。

7 むすび

二人の会議参加者によ る臨場感通信会議が可能な

実験システムを初めて構築しました。 本システムに

おいては、  約6 , 700個の頂点から構成される人物の

上半身の3次元モデルの動きを、 6 フ レーム / 秒 の

速度で再現できることがわかりました。この結果は、

実時間での人物の動き認識と、 3次元人物モデルに

おける再現の第一歩であると同時に、 従来見られな

かった世界で初めてのシステムとも言えます。

今後は、 表情合成のための必要十分な検出すべき

特徴を明らかにするとともに、人物像の3次元表11示

の画品質の観点から、 最適な項点数を主観評価テス

ト に よ り検11fする予定です。また、現在は、顔のマー

カ、  磁気センサ、  デー タ グ ローブとぃった補助器具

を使用してぃますが、 これらを必要としなぃ非接触

型の方式の研究も進めていく予定です。
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青声細訳システムASURAと
fi室ii細訳電話圖1際共圖実職

A T R l:1動話1?,J?電.1il11「究1'11
データ処理1lJ「究 -i、
谷戸 文f表,
竹 澤  寿幸

1 まえがき

A T R  「.1動alii,Jtlu川f-研究1听では、 l' l動ff1要・1t電 川fの大
現可能,1'l -を確認するため、  1', ,1,・忍 ,ih、 ,1・1l益言inJt、 1',
1i ,合成などの要素技 t l rを11 l1み合わせて実除に動作す

る l'f声 l1l l i , JくシステムASURA(Advanced Speech

1nderstandmg and  R ende rmg  System of
A T R ) を i'1'l t染しました。  このシステムは、 l1多t-,11
11i ; - 11 '' 議ii,Jt実 験 シ ス テ ム S L - TRAN S ( S p o k e n

Language Tran s l a t1o n S y s t em )  「 1 ] を ぺ ー ス

に 、 ド イ ッ f も出力するように発1 i'進させるとともに、

,'',-要?、技術について も最新の111「究成果をii111り 入 ,11:んた
ものです。 「,'声,1,9・it , i,111'議言i,ft、 ,'1- l 1 ,合成とぃった
要素技術のみならす、 lf 11 l認 ,111hの曖味さを取り除く

ための1',-声, .11.11-処理とぃう新しぃ分野の1V1究成果も

活用してぃます。  SL-TRANSて i及える・11集数は
i00,1 f1;jiiて し た か 、  ASURAでi及える語'整数は

1 ,500.111'f1度にまて拡li111、してぃます。  もちろん、  i1?
える , iいまわ し も よ り多i,ii になってぃます。そして、

1f l f 外 との通信機能を付加した特別なバー シ ョ ン の

A SURAを開発して、  1993年1fJ28l1に自動最おi,ile
',t,;11 1 f 1除 i i同実基要'究を行なぃました。 こ こ で は 、

A S U R Aとi'1動11l,l1,ft電.ll:1 l:1際 n、同実験の概要を11、 -'

介します。

2 音声翻訳システムASURA

2 . 1 システム構成と概要

A SU RAシステムの構成を図1に示します。  発 ;11

者は、 文節f 101にポーズをぉぃて、  文単イ立で発語しま

す。 ,lf f 1区l11は、 ii二声'1度形中の高'1H・ n、Jな特微に基つ
い て 、 自動的に検出されます。

l f 声 ,111i.1投ては、 前後の , fの影11-によって11 - l i  して
いる1 i-言、- ( f l','や11j 1', )の渡月fが変化することをJ又l1央
した1, ,1i モテルを用いてぃます [ 2 ] 。  また、  こ の
1','其,、モテルは、 .lf,の声でも高い ,1u建で・,是J・義表できるよ
う に 、  あらかしめ決めた10 1 l'- ,1 1「,'度の発声だけで
なる.「?'に文、1応する機能 (.1f .「1通応機能)をtiつて
います。  しかも、 1'f 1 l l, 111・1表.の過不 , で、 文法的な'入1111?
を用いて、 次 に 来 る l f素を J'測 し た り 、 また、 あ り

ilfなぃ,111のつなかりをiJ1: 除するな と して ぃますの

で 、 高'1 1 n起て、 かっ、効率的な速 i1,'t ,'f f 1 :認識が実現
できます。 文を111f11:としてスコアの順に複数の fタ、-補
が1 ,声.11'.識の処理結果として出力されます。
,i,言1益おi r11くは、 従来の (例えば、  マニュアルなど , l 1-

き, ,集を表 1象とした ) , ,.11器1・1.1 iシステムとは異なり、
.1f1 し,,要tを 11、1象としてぃます。 会.fiに特イ1な '「i略表

現や、  間,i 111的な依,來真などの多1「 l11l多iitな表現を扱うこ

とかできます。  また、 ,1 f :集や文 、1ムのni 述 と 、それを

解i f i , 実行する部分とを完全に分 l1111i.してぃますの

で、 .'集を入れ換えることで別の,:1iliiに、  また、 文

1:;1を入れ換えることて他の , i, 1l1に ,迪用できるなど拡

jii日1に俊,れてぃます。 ; - ,;1i話ii,ftにおける l l 本 ,11 -解4f1
部はl1央- ・ l 1 独 と も に 11l1通に利用してぃます。また、

英,111一へ、の変換 , 生成と ド イ ッ ;11一へ、の変換・生成の処
理系は基本的に同じものを使つてぃます。  そ こ で

使つている規則が異なるだけてす。

こ れ ら の 処理は現実には ヮー ク ス テー シ ョ ン

HP9000/750で行なわれます。高'声認,一請決理に1台、

1 -,語議Hi訳処理に1台のマシンを利用してぃます。英

語議' -J',合成はDEC T a l kを利用し、  ド イ ッ語 11量声

合成はぺンツキl.の1式作品を利用してぃます。

- 14 -
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表1 システムの翻訳ffl

もしもし。 He1]o. Ha11o .

会,1義に/中し )◆みたぃのですか。 I ' d l i k e  to  apply f o r  the con-
ference.

Ich m 'o' chte m i c h  zur Kon-

ferenz anme lden .

Wie soli ich vorgehen?どのよ う  な /手続きを / すれば /

よろしぃのでしょ うか 。

What k ind  of procedure sho-
-uld I fol1ow?

登録用紙を/-f;111、/送らせてぃた
だきます。

I'l1 send you a registration
f o r m  immed ia te ly .

Ich  schicke Ihnen sofort  ein
Anmelden formu la r .

日本言書音声

図1  システム構成  l

国際会議に関する間合せを実験の話題(タスク )と

し、 商-:i11認識部・言語翻i訳部ともに1 l通の約1 ,500
語の語集を扱つてぃます1。  システムの刷訳例を表

1に示します。  日本語文中の “/” は文節区切 りを

表してぃます。 1言語話ii訳部では、 日本語語し言葉の

標準的な言いまゎしの約 9 0 % を扱うこ とができま

す「 31。

l た だ し、 ドイッ語への1l111i訳系は約700語の規模で

す。

2 .2システムの特徴

A S U R Aと S L - T R A N Sは、  見かけは同じよ う

に見えるかもしれません。  しかし 、その中身は、ほ

とんど別のシステムと言つてよぃくらぃ大幅に変更

されてぃます。  もちろん、  ASURAの実験システ

ムとしての基本的な性格は、 S L - T R A N Sのもの

を引き継いでぃます。そこで、文南K [ 1 ]には述ぺ

られてぃなぃ新しぃ特微についてのみ、  ここでは系 J

介することにします。

2.2 .1  前後の普素を考1進 した高精度な普声認識

S L-TRANSで操用してぃた青声認識の単位は
llJ青や子高- とぃった音素毎のモデルでした。  音'1111
デ ー タ ベースを使つて、  普素毎に普響的な特微の確

率的な連111111を 111き、れマルコフモデルとぃう統汁的なモ

デルで表現してぃました。しかし、同じ記号(例えば、

“a k a ” ( 赤 ) と “a k i” ( 秋 ) の / k / など )で表される普

素でも、  その前の青素(先行普素)やその後に続く普

素(後続普素)の影響を受けて、 調音(口やl 1候を動か

して発音する仕方)的にも普響(生成される物理的な

苗' )的にもぃろぃろと変動します。 ASURAにおけ

る音1、1認識では、 前後の音の影響によ って注目して

いる音素の、1度形が変化することを反l1央した音素モデ

ルを用いてぃます [ 2 ] 。  その結果、 S L-T R A N S
より高い連続音声認識性能を達成してぃます。

2 .2 .2  扱える言 111離i現と語集の;拡l;長

言語翻;訳のための処理系は、 大き く分けて、  日本

語の解析を行な う部分 、  日本語から相手言語 (英

一 15 -



11iやドイ  ッ 1; l11 )へ変換する部分、  和手,, 1l(:;'11: ,11一や1、
イッ,」 )を生成する部分の3つの処理系から年l警1成され

ます。 H本 '',解析部では、 11i1lえ る.11集や, -,語表現を
增やしました。相手側, i語のノ1f」文処理系は、fムぃ象t
网の言 ''現象に対して成 、11する文法期1 11か ら、 例外
的な'11' l1l]表現まての様々な f 1 li的:1、11,fkを、 統 - した
形式てシステム内に保i1l し、 連用できる方式に大き

く変更しました。

また、  以前にも」'111'して、 l1木n 11のイ1f-1可 l _的な,11l1-し ; i
集の調査を行なぃました。 l l本,,1 lの「 し, ;集には、
多様な文木表現か存在します。 例えば、  相手に1可か

し て 欲 し ぃ 場 合 で も 、 「 ̃ してぃただきたぃのです

が 」 と か 「 ̃ してぃただけませんか 」などのよ うに

いろぃろな表現力'可能です。 そのような ,  1いまゎし

を調査し、 外l f1人に文、1するl1本,1fi教育やデー タベー

スに現れる1?度を参考にして分1l:1fi,し、 ?1要度を付'j
しました。 日本, 1l1の基本的な, -r い まわしはほとんど
扱 う こ と が で き ま す 。  A S U R Aシステムで扱える

日木1,1'1の,1いまわしとその11:l語へ、の,11tし分けの例を
示します。 日木 ,1 fiのriいまわしの1・考iさの程度に応

じて英-語表現を通切に変えてぃます。
1 .会議の語組にっいて教えてぃただけますか。

ます。

相手側,1.1iの生成とぃう 、'11場からは、 ト イ ッ 川f1の
11順と f ':Jl,11にl 1111する複部な1l,1的を効率的に扱うため

に 、  先に、,111ぺた,1,11i的知,f?を.,生用する本.4し組を最大限

に活用しました。

11本語を相手, i , ,l1に変換するとぃ う 、1 場か ら この
間題を提えると、 .111-はさ らに ,11fl.し くな り ます 。同し
入力l1木 ''文の11l常f造に対して 、 常に英語・ドイッ,;1i

て同様の1111l1i置を文、1応させることがi1S、直てあるとは限

らなぃからてす。例えば、 」t 1 の 「 ど の よ う な 手続

きをすればよろし ぃのでし ょ うか 」 と ぃ う例を見て

く た さ ぃ 。 1i、、''に?、1しては、 人力l1木.'文の構造に
1 、った直,J?としてぃます。  しかし、 l イ ッ.11に対し
ては、 文有イ(の構造を従えて手1'要1造を変化させてぃま

す。ちなみに、 このドイッ, ; f iを l l木語にl l'l1,-f eす る と 、
「どの よ う に :111:.に進めばよぃか_1 と ぃ う こ と に な り
ます。 このような,; f容度の徴妙な差とぃうものはイ1111

別的になりやすく、  その取り扱いは  -般にとて も 11i任
し ぃ 間 1 理 を 含 ん て ぃ ま す 「.4 ] 。  そ の た め 、
ASURAの,,語翻i,Jt ては変換部は央 -語 と ド イ ッ - f
で分けてあります。

一 Would you  please teli m e  about  the
topic of the conference?

2 .会議の参加料について教えてくださぃ。

一 Please t e l l m e  about  the attendance fee
of the conference .

2.2 .3 ドイッ語への言 111111ili:11,1.の開発
日本語から見ると、英語とドイッ語はともに西区11

言語に属し、 11i いに似た言語同士です。 しかし、 言

う ま で も な く 、  各々の言語は他方になぃ特微を胞え

てぃます。  その間有性をぃかに効率よく体系的に記

述す る か と ぃ う こ と が 、 言 111,識訳を行なうl :で重要

です。いわゆる慣用句的な表現は、言語が変わると

まったく異なるものとなってしまぃますし、 語 順 や

1時i制に関する制約も英語とドイッ語ではかなり違い

3 自動翻訳電話国際共同実験

3 .1 l 1際 j1 -同実験のl -1的
今同のl l 1際-jl -同実験のl1的は、 l l 本 ( A T R自動

益書i,Je電.師f究所)、 米l l 1 ( 力一ネキー メ ロ ン 大字 ) 、
ト イ ッ ( シー メ ンス社 /力一ルスルーエ大学)の l建f声

l11j i訳システムを同際公来'1,,1線で結び、 自同 ri f1で発
語された音声を相手i,,;l11に翻i;'ftして、  高' 1,'として出

力する自動藤1i,-jt電,1 1f1の可能性を実.正することにあり

ました。

3 .2 国際1il1同実驗のシステム構成

普 J l i翻者訳システムを結んで図際間での自動細訳電

話の実験を行なうためには、  各国の研究検関同士の

性f接な協力が必要不可欠です。 そこで 、  今l,i1 の f 同
実験では、各研究機1関は他のサイトでは開発するこ
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目
本
語
音
声
入
力

”もしもし"

図 2  実験システム構成(日米間)の概要

とが困要確な自国語音lf1の認識、 自国語から相手言語

への話11i訳、  自田語音声の合成について責任を分担し、

金体として自動翻3訳電話が実験できる形としまし

た。  図2に日米間の場合を例にシステムの概要を示

します。国際通信回線上には、翻訳結果の文字列を

伝送することにしてぃます。

ATR自動翻i訳電話研究所では、 今回の実験のた

め に 、  青声翻;訳システムA SU R Aに改良を加えま

した。 システムの性能目標としては、対語があまり

間延びしなぃよ うにするため、  音声入力から翻訳結

果が出力されるまでを約1 0秒と設定して、  音声認

識に 3秒、  構文角準析に 3秒、  変換生成に3秒とぃう

配分で改良を進めました。この結果、国際共同実験

で使用した高述版ASURAでは簡単な文なら音声

入力から翻訳結果の表示まで10秒以内で、 複雑な

文でも十数秒で実行できるようになりました。

日本語音声合成には、  ATR自動翻訳電話研究所

で開発したA T R レ ーT a l k シ ステム [ 5 ] を使用し

ました。今回の共同実験のために、相手サイトの翻基

訳部で生成された日本語テキストに対して、  効率的

にアクセントを付加する処理を追加し、  高品質な合

成音を高速に出力できるようにしました。

各国間の通信に関しては、 通信方式および通信手

順を共同で設計 - 開発しました。通信回線で伝送す

る情報が文字列であること 、 および、 どこの場所に

おぃても簡使に通信できることを考慮して、  当初、

国際公衆電話回線経由でのモデム接続をすべてのサ

イト間の通信に利用する予定でした。 事前の通信実

験により日独間では必ずしも十分な信頼性を確保で

きなぃことが判明したため、  日米間は電話網のモデ

ム接続 と し、 llf 独間は公衆パケ ッ ト網経由でのバ

ケット通信で結んで実験を実施しました。

と こ ろ で 、  音声翻訳処理には各国のシステムとも

少なくとも数秒程度を必要としてぃます。このため、

相手側のシステムの動作状況を確認する目的で、 各

音声翻訳システム間では最終的な普声翻訳結果のテ

キストだけではなく、音声認識結果などの中間結果

やシステムにおける処理の状態も伝送することにし

ました。このための通信手順に関して、命令体系、

ブロ ト コルを 1if、同で開発しました。さらに、発話す

る J順番(発語権)を定めて、 相手から発話権が返つて

くるまでは音声入力ができなぃように制御すること

にしま した 。そ うす る こ とに よ り 、音声翻訳処理が

終らなぃうちに相手の発話が割り込むことのなぃよ

うに制御することができます。図 3に 、画面の様:f
を示します。上から順に、入力された音声波形、文

節音声認識f l実補、 文音声認識候補、翻訳された英文、

相手サイ トの状態表示窓を表示してぃます。
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図 3  画面の様子

また、実験におぃて表、」語をスムー スに,社めるため、

N- I SDN 2によるテレビ会, ;義システムて'各サイト

間を結びました。  発向「 f -の1東 ,ff,1,、 合成fl ,1'なども
テレビ会議システム経l11て伝送しましたのて、 通常

の電,話よ り広い構.l;,k(71?Hz )で良好な品質の,f M111

送を行なう こ とかできました 。

実際のシステムにおぃて l lf J l ,入力から相1-サイ ト
におぃて青声合成が行なわれるまての時間は、 l1本

;11から英 ; ''-ては10秒から20秒程度、 l l本,:'''か ら ド
イッ,1 fiでは20秒から40手1、程度かか り ま した 。その

選れl時間の原因としては、 オぺレータが認識f・ii果の
確認を行なうための選延、  ブロセス間通信に作う  j建

・延、 :l,1l11111間のデー タ伝送にfl'う 選11i i.、 青声合成のた
めの、,1・11i[,(タ?語ては約1秒、  ドイッ,;1fで、は数秒)なと
か考えられます。

3 . 3  同際 i1、-同実JW究の概要1
国11 ' il 同実験では、 A T R、 シー メ ン ス 社 、 お よ

び 、  力一ネギー メロン大学のそれぞれが実験公開に

都合のよぃ,f1l-間に日程する公開実験か3回にわたっ
て実施されました。  それそれの公開実験では、 日本

111・共;語間、 l」本 'h ・ ド イ ッ 1,1'11 111、 お よ ひ 、 li l11- ,if1・
l、イッ語開での白動話お1訳電,l商-による対.1商-が 、  l1 1際会

,1義の参加本'l 、 オブシ ョナルツアー 、  会場への通順lな

どを 川ll11独にして行なわれました。 l 1木側ては、相手

に1,t、じて2名の向1-者か交 f?で 11、1・11iを 行 な ぃ ま し た
が 、  米l f .1およびドイッ側では1名の語者がすべての

実験に文、1応してぃました。

3 . 1 l l_1除 j11l同 j 、験の.、1'価
l 1- l際 j l 同実験を行なうにあたって、  11, 声希ii,11、処理
に約10手 '少、を 要す る こ と か ら 、 文、1.11が111J延びしてし
ま うのてはなぃかとぃ う超しれかありました。しかし 、

実除に実験を11なってみると 、 テレビ会,1i注システム

を併用した効果もあって、 それほどイ、l'1女t、な文、1話に

は な ら な か っ た よ う に 思 い ま す 。  l 1 本 側の

A S U R Aシステムは入力された4 8文のうち、  47文

を正しく,,11ili試? ・話ai.1tしました。タkる 1文につい て も
2同11の発111を 11 し く 認111?・益ii,J?して l -分な性能を
発押1しました。

と こ ろ て 、 l̂,,1の1 1 1除 j l11 l,1J実,1基究では、 発,1,1流の,f1'
理を行なったので、 高-11 ,人力からl lf,1f話i1,'fiの終 1「ま

での111jに相手が,i11 り込むことを防く'こ と がで き ま し

た。 しかし、 実除の 文、1,,,11では、 ,1金中て,判り込んで発

1iするこ とかたびたび'l:じます。 発,1 l11ifl を '11-理する
こ と は、 文 1.l1lの流れが11lLれるこ とをl jj くには役 、'1_ち
ま したが 、  システムを実現するl -_ては発,;,高推のi i-理
方、_iはとても l11il.しぃ.1i 1理です。 さ ら に 、  高'声.i1,11iiあ
るぃは翻i,1htに ,i'い) が あ っ た と き に 、  どう文、1話を系l基.系リ定
させればよぃかも'更富 _しぃ問題てす。 111l声 1,i1、 f1l1 l111;り か
起つてうまく翻11J11できなかった場合は、エラー メ ッ

セージの処理の間題に帰着で、きますが、  ,: f l'1認識 l11

りが起つて、 しかも、  そのまま別の意味に翻11J、さ れ
た ら ど う で し ょ う 。 対語の 1,ii れが乱れるばかりか、

二人のューザの間で, i '解が生じてしまうかもしれな

いのです。 このような発語権や,9'iり ,11T止の間題は、

今回の 1.l1;1 ll l 1を行なうことによって始めて生じた新し

2情報用チャネル(64 k b p s )  2 本 と制御用チャネル

(16kbps) 1本とからなる I S D Nのサー ビス形態。
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い極類の課題です。  '''-後の研究において真究 l1に
取 り 組 ま ねば な ら な ぃ 課 題 だ と 言 え ま す 。

ま た 、  'i、回の国際 i 1 同実験では 、  テ レ ビ会議
システムを使つて相手の映像を見ながら対話を

進 め る 試 み を し ま し た 。 相 手 の n央像がある と 、

発 話 の タ イ ミ ン グ が 取 り や す ぃ l _に 、  翻i訳内容
が 相 手 に 伝 わ っ て ぃ る か ど う か 確 認 す る こ と が

可能です。  相 手 が 好 意 的 で あ る か ど う か も 伝

わ っ て き ま す 。  し た が っ て 、  音声のみ に頼 る の

ではな く 、 相手の表情や動作な ど も一 結 に 利 用

でき る よ う な自動翻 j 訳電話が実用上望まし ぃ形

態 で あ り 、  シ ス テ ム を設計す る l二で i要な要素

と な る で し ょ う 。

4 むすび

音 1i'i翻訳システムASURAと自動翻訳電語国際
共同実験について報告しました。 明目寮に発話された

T章な日本語の話し言葉を扱う限りにおいては、  高

い音声細訳性能が得られる よ う になって き ま した

[ 6 ] 。  しかし、 自動翻訳電話が広く利用されるよ

う に す る た め に は 、  自然な発話(spon t a n e ou s

s p e e c h )を処理対象として扱う必要があります。今

後は、 より自由な発話を許す、高度な音声翻訳の実

現を目指して、  さらに研究を進めてぃくことが重要

です。

なぉ、 ATRの研究に刺激され、 海外でも音声 1ll期

訳の研究が盛んになって きて ぃ ます 。米国では

A T & T  Be11研究所で英語とスぺイン語の間の音

声翻訳の研究を開始してぃます。 銀行窓口での簡単

な会話を扱つています。  ドイッではV E R B M 0-
B I L と ぃ う音声翻訳プロジェク トが始まりました。

;「 「合せの日程調整のような会話を扱おうとしてぃま

す。 こ の よ う な研究の高ま り に よ っ て 、 21世紀の

始めには、 限定された場面でなら自動翻訳電話が利

用でき る よ う になって ぃ るで し ょ う 。

aa参 考 文 献
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研究動向紹介

陰影から形を課る
一脳は何をどのよ うに計算しているのか ? -

㈱ A T R視1確覚機械'研究fifr
き、 知観iきf研究室

早川  秀樹
現 A  T R人間i1'i報通信研究所

1 はじめに

人は何を見てぃるのでしょう。  そして月1「iは何をど

のように計算してぃるのでしょ うか。  Ma r r[ 1 ]は、

このような間いに対して、税覚の初期過程 (初期視

覚)  のl1l1的を、 細実に投影された2次元画像から3

次元世界の可視表面の幾何学的構造を推測すること

と 考 え ま し た ( 図 1 ) 。  また、 Pogg io [2 ]  ら は

この初期視覚過程が、 3次元物体から2次元画像へ

の写像である光学のちょうど逆になってぃるので、

これを逆光学と呼び、 解が一意に決まらなぃとぃう

意味で不良設定であることを示しました。

そして、 H o r n [ 3 ] は このよ うな初期視覚の間

題 の 中 で “shape f r om  shading'  と ぃ う 、 た だ

1被の画像強度の分布から3次元形状を推定する間

題を取り上げました。  しかし、この間題の中で推定

されるべき3次元lil-界の情報には、物体の形状だけ
でなく、その表面の反射率、光源の方向や明るさなど

複数の要因があり、簡単には解くことができません。

ところがこのような複雑な間題に対して、人間は

外111の掏体や構景 組園象 顯の中で認識される一 立体的なイメージaM開 程  _ 開 E
(立体 _ 系益言9 ,一 一,-:i::国3次元)

?
目のレンズ案による結像 °

図1  物を見るとき脳は何をどのように

計算しているのか?

常に安定なil i 通解を計算し、 3次元世界を知覚する

こ とができます。そして時には、図 2の絵のよ うに

多義的な解釈が可能なものでさえも、 理降報1i手にかっ見

事に解いてしまぃます。このような素晴らしぃ人間

の視覚情華li処理機構を少しずっでも明らかにしてい

く こ と は 、 111「1の計算原理や機能を調べるためにも有

意義であると考えられます。

このような観点から、私達は視覚大月11波質の統一

的な計算理論を提案し、 その計算理論に基づいて、

除影から形状を推定する視覚情華l器統合モデルを構築

しました [1 4 ,  5 ] 。本稿では、  この視覚大月11l'l度質

の計算理論の概要と、 除影から3次フi形状を推定す

る統合モデルの構成について述べることにします。

図 2  Da1l作「ポルテールの不可視的な胸像のある奴

隸市場」

近く  から見る  と黒い衣裳を着た女性たちの姿が支配

的であるが、 距離をおいて見るとポルテールの胸像

がはっきりと見える.
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A T R ジ ャーナルNo13(1993春)



2 視覚大脳度質の計算理論

細英上に与えられる2次元画像データの生成過程

(光学過程) をモデル化するには、 様々なレベルで

の記述が可能です。低いレベルでは、可視表面の奧

行きや面の方向、 各場所での反射率や照明光が決ま

れば 、 画 像 データを生成することができます。高い

レベルでは、 個々の物体が3次元空間内にどのよう

に配置され、  個々の3次元像は何で、 それぞれがど

のよ うに動いてぃるかを記述することによって、同

じよ うに画像データを生成することができます。人

間の月国内では、 これらの様々な階層的な記述がいろ

いろな形で使われてぃると考えられます。

このような多くの階層的な表現の関係を統一的に

表すことができなぃか。このよ うな観点から、私達

は視覚対1・波質の計算理論の基本モデルを提案しま
した ( 図 3 ) 。  様々な3次元世界の状態Sから画像

強度を決定する画像生成過程を、 非線形関数Rで表

してあります。  これは3次元物体から2次元画像へ

の写像、 つまり光学に対応します。 こ こ で 、  画像生

成過程Rの逆関数が存在すれば、 3次元世界の状態

Sは一回の計算で正確に求められます。 しかし、 私

達が解こうとしてぃるこの問題は基本的には不良設

定間題であるため、  逆関数であるR - 1は存在しま
せん。 従つて、  ここでは画像生成過程Rの近似的な

逆モデル R # を用います 。 さ らに 、進化 ・成長の過

程で学習により獲得された3次元視覚世界の内部モ

デルは、高次視覚野のような高いレベルにおいて表

現されてぃます。

この基本計算モデルは、 画像生成過程の順方向モ

デル、  近似逆モデルそして3次元視覚世界の内部モ

デルにより構成される繰り返し演算によって、  入力

画像データをよく説明し、 また内部モデルに照らし

て確立の高い、 視覚世界の推定値を安定平衡状態と

して求めます。 まず、 急速限球運動(サッケー ド)の

後で画像データ Iが入力されると、画像生成過程の

近似逆モデルによってSの組い推定値R 算 ( I ) が 計

3次元視覚世界の
推定、再構成、過程

3 次元視覚世界の内部モデル
(送化、成長の過程で
学習により整得)

画像生成過程一 月' 1

〇a養表世界 s 3次元視覚世界

図 3  視覚大脳皮質の計算理論の基本計算モデル

算されます。そして、今度は推定値Sから順方向モ

デルによって、  画像データの推定値R ( S )  が計算

され、  それが実際の画像データと比較されて、  誤差

I - R ( S ) 力'求められます。この誤差は再び近似
逆モデルにより計算されR ま ( I - R ( S ) ) が 入 力
されます。 一方、 3次元視覚世界の内部モデルは、

進化、 成長の過程で得られた学習経験を反日央するよ

う に 、  推定されたSに修正を加えます。

従来このような構成の緩和型の神経回路モデルは

多数の繰り返し演算に長い時間がかかるために、 月l通

の情率展処理モデルとしては不適当であると考えられ

てきました。  しかし、私達が提案しているこのモデ

ルは画像生成過程の近似逆モデルによって粗い近似

解をまず求めてしまぃ、 この解を繰り返しによって

改善していくので、  多数の繰り返しは必要ではあり

ません。また、逆に計算時間が限られているとして

も、ある程度良い推定ができるようになります。

3 陰影から形状を推定する視覚情報統合モデル

視覚大脳皮質の計算理論に基づいて私達が構築し

た、 陰影から形状を推定する視覚情報の統合モデル

について説明します ( 図 4 ) 。
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図 4  要全影から形状を推定する視覚情報統合モデル

この統合モデルでは、 画像データ I を入力とし 、

不連続(画像エッジ)とその向きを示すオリェンテー

シ ョ ン L 、  そして光源方向Sに関する情報をまず推

定します。 続いて、  これら不連続Lと光源方向Sの

2つの情報をもとにして、画像生成過程の順方向モ

デル R 、  その近似逆モデルR 一そして面が滑らかで

あるとぃう拘東条件  (面の向きに関する内部モデル

一 111 U/ 111 N に相当し ます ) に よ り 、 面の向き N を

推定します。

画像生成過程の順方向モデルRは、 面の反111、事特目i

と最初に推定された光源方向Sから構成することが

できます。  また、  面が滑らかであるとぃう拘東条件

は計算された面の向きの空間的な変化量により評価

するこ とがで'きます。但し、不連続Lの情報により、

不連続な部分では滑らかであるとぃう拘東条件が作

用しなぃようにしています。さらに、画像生成過程

の近似逆モデルR 学 としては、  面の向きの方位を国

定して修正するような新しぃ計_開基を用いていま

す。このような3つのモデルにより構成される統合

モデルは、 これらを単系、ltiに繰り返すことによって、

面の向きを少なぃ繰り返しで安定に得ることができ

ます。

続いて、  繰返し計算によ り得られた面の向きNか

ら與行きZを計算します。ここでは、奥行きの微分

値を計算するモテ'ル、 その微分f直と面の向きとの誤

差から與行きを修正する近似モデル及び奥行きが、1骨

らかに変化するとぃう i iu東条件(與行きに関する内

部モデル一 111 V /∂ Zに相当します )によ り推定を

行なぃます。

最後に、  以上の統合モデルを10回程度繰り返す

こ とによって 、  山岳地方の陰影画像から推定された

不連続、光源方向、そして3次元形状を図5に示し

ます。

4 おわ りに

陰'影のついた絵画や写真からでも、 人が見れば3

次元形状が分かるではなぃか一。 多分 こんな こ と

から、陰影からの形状復元(shape  f r o m  shading)

の研究は始まったのでしょ う 。  今までに も多 く の

人々が物理法則の式を頼りに、 様々な仮定条件を用

いるこ とによって 、  この難解な不良設定問題にアプ

ローチしてきました。  しかし、 “ 人 間 は ど の よ う に

して形状を知覚しているか?”  とぃう偉大なぉ手本

は、なかなか全望を明らかにしてくれません。

- 22 -
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図 5  統合モデルによる推定結果

左上が入力である山岳地方の陰影画像、その下が推定された陰影画像の不連続、さらに下が推定された光源方向(矢

印)と求めた3次元形状から復元した画像である。  また、 左下は推定された奥行きで、高いところは明る<、低い

と こ ろは暗 く表してある 。  右は推定された奧行きを3次元的に表示したものである。

相高では、 視覚大月国皮質の計算理論の概要とその

理論に基ついた3次元形状を推定する視覚情報の統

合モデルについて述べました。 私達が提案している

形状推定のモデルは、その構成が和田[6 コ らが提
案している運動制御の計算モデルとほぼ同じであ

り、  ある意味で月l111の機能の根本原理を提えているか

も知れません。 しかし、 今回提案している視覚モデ

ルの妥当性について評価できるだけの情報は、 まだ

科学的にも十分描つているとは言えません。今後は、

更に解明されて行くと思われる様々な心理学・生理

学的知見を参考にしながら、面の向き、 光源の方向、

そして面反射率の3つの相互作用によって、 よ り 適

切にこれらを推定する計算論的なモデルを構築して

行きたぃと考えています。
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研究動向紹介

「那i又り g 仕分け g 初う」 聰覧系の龍力
一 外界を提える手段としての聴覚系の讓能を探る一

ATR人間情報通信研究j l fr
第1研究室

津 崎 実
河 原 英 紀

1 外界への窓

よく知覚とは外界に対する窓であるとぃう言い方

がされます。  これは私たち人間がJ司囲の環境を知る

ために、目 、耳 、鼻 、雷 、皮膚と ぃった限られた ( こ

れだけでも非常にたくさんの情報を伝えてくれます

が )  感覚チャンネルを通じて情報を取り入れてぃる

とぃ う意味です。  「窓」 と ぃ う 喩 え の と お り 、  私た

ちには 「窓枠」の内側にはぃるものしか知ることは

できません。例えば視野のことを思い浮かべてぃた

だければ容易に理解してぃただけると思います。 ど

んなに目のいい人でも視野の外にあるものを見るこ

とはできません。

「窓. i の喩えのもう一つの通切な点は、窓枠の中

には複数の外界の事物が折り重なって存在してぃる

とぃう点です。  人間の知覚の働きのすばらしさはこ

の幾重にも析り重なった入力信号を 「解きほぐし」 、

外界の本来の姿を推定するとぃう点にあります。窓

枠の中の情報から外の世界がどのようになってぃる

かを分析することを情景分析と呼ぶことにしましょ

う o

ただし、この窓の喩えにも不適切な点があります。

それは、 この喩えを用いると視覚的に捕えられる事

物のみが知覚の対象であるかのような印象を与えて

しまうことです。実際は、情景分析には利用可能な

感覚が総合的に用いられます。 但し、 その際に用い

られる手掛かりや方略はそれぞれの感覚チャンネル

の性質、 またはそこに入力される物理エネルギーの

性質に応じて変わってきます。

多様な環境に対応できる人間の優れたコミュ 、一

ケーション能力は、このような情1景分析能力を高度

に利用してぃるものと考えられます。  この観点に立

てば、 これまで感覚チャンネル毎に個別に捕えられ

て きた1確覚 、 視覚 、 動作 と ぃ っ た コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ

ンの媒体の性質や相互の係わりを情景分析とぃう統

一的な観点から明かにしてぃくことは、将来の高度

情報通信システムをより人間に適合したものとする

ための重要な課題となります。

それでは、 具体的な研究内容をご紹介する前に、

まず特微的な聰.覚現象を取り上げて情景分析として
の性質を見てい く こ とにしまし ょ う 。

2 聴覚による情最分析と群化

2 . 1 カ クテルパーティ一間題

パーティ一会場で大勢の人が談笑してぃるような

状況でも私たちは自分の話したぃ相手、 あるぃは自

分が注意を注いでいる相手の声を間き取ることがで

きます。 もちろん間き取りは周囲に騒音のなぃとき

よりも困難にはなりますが、非常に単純な機械処理

系の出力に比べれは驚くべき能力を有してぃると言

えます。例えば一般に音声の特徴を提えて視覚的に

表現する手段としてスぺク ト ログラムと ぃ う ものが

あ り ま す 。 カ ク テルパーティ ーの状況で採録された

音に対してスぺクトログラムを求めても目標となる

音が実際に存在しているか否かの区別さえも困難で

す。 聴覚系は観測されたェネルギーの うち目標とな

る音源から由来するものをひとっの 「 群 れ 」 一一

即 ち 「 図 」 と し て ま と め 、 残 り を 別 の 辞 れ 一一 即

ち 「地 」 と してま とめあげるこ とができるわけです。

この群にまとめる処理 (辞化) に影響を与える要因

として、音源、すなわち話者の位置に対する手掛か

りや、話者の声質の違い、発話速度の違い、会話の

内容の連続i11生、唇の動きのような視覚的刺激の存在

- 24 -

A T R ジ ャーナルNo13(1993春)



などが挙げられてぃます。

ここでぃう聞き取りを詳しく調べると複数の階層

が存在してぃることがわかります。  例えは雑音を背

景として目標となる音の存在が断片的にではあって

も分かるとぃう、検出に相当する階層。目標となる

音か'雑音に対して明らかに 「浮出て 」  聞こえる と ぃ

う 、音脈化 (音の流れの分離 )に相当する階層。目

標となる音が何と言つているか分かるとぃ う 、  認識

に相当する階層などです。 これらの諸階層のそれぞ

れについて 1冷 味 す る こ と に よ り 、  カ ク テ ル バ ー

ティ一問題における人間のすぐれた知覚;機議を明ら

かにすることができます。

2.2瞬間的妨害音と音青負修復現象

カ ク テ ル パ ーティ ーの状況では目標以外の音が背

景雑音としてほi素持続的にあります。これに対して、

雑音が非常に短い間相当の強度をもって出現するよ

うな場合でも聴覚系は巧みに作動します。 会話の最

中に突然 バ タ ンと扉が開まったよ うな ときでも会話

は普通に続けられます。 このl時イ可が起こっているか

にっいて実験室で詳しく調べると面白いことが分か

ります。例えば、雑音によって音声の一部をそっく

り置き換えて提示しても、  雑音で置き換えられた音

声区間が補なわれて間こえるこ とが知られてぃま

す。即ち、音声は雑音によって途切れたようには聞

こえません。

このように雑音で失われた音声の一部が補なわれ

て聞こえる現象を音韻修復現象と呼びます。 雑音に

よって音声が置き換えられた状況に対して聴覚系が

出した答えはある意味では「間違い 」であるとも言

えます。 しかし、 実験的な環境でもなぃ限り雑音に

よってある連続的な信号の一都が置き換えられると

いうことは起こりません。実際の環境では雑音が重

ねられる場合がほとんどですから、このように欠け

てしまった部分を前後の音で埋めてしまうような機

能の存在はむしろ情景分析の目的にかなったものと

考えられます。

音線修復現象が起きている と きは、 聴覚系は連続

して音声を発してぃる音源 (話者) と瞬間的に雑音

を発した音源の少なくとも2つの音源が世の中に存

在するとして情景分析を行つてぃるわけです。 修復

の対象となる音は音声に限られてはいません。 定常

音や周波数スウィープ音などでも構いません。さら

に興味深いことに、この時に要降間的な雑音の位置が

時間的にずれて間こえるとぃう体験を伴う場合が多

くあります。このような時間関係のずれはこの後に

紹介する音1派分凝の現象にっいても共通して観察さ

れるものです。

2 . 3単声ポリフォニ一音楽と新流く券i遠ぅ
バッハやテレマンなどのバロック期の単旋律楽器

による無伴奏楽曲を思い浮かべてくださぃ。演奏に

使用されるのはフルー ト やバ イオ リ ン な どの楽器

で、 奏法上は同時にひとっの音だけしか鳴らしませ

ん。 従つて楽器が奏でているのはひとっの旋律だけ

であるはずです。 しかし高い音と低い音を早いテン

ポで交替させることによってふたっの旋律が同時に

存在する、  あるぃは並行して流れているような印象

を与えることに成功してぃます。  音楽学ではこのよ

う な手法を使つた音楽にた ぃ して 「 単声ポ リ フ ォ

ニー 」 、  または 「 潜在的ポ リ フ ォ ニー」 と ぃ う 名 前

をっけてぃます。

心理学者は単声ポリフォニ一音楽を聞いたときに

生じている知覚現象に対して音脈分凝 ( s t r e a m

s e g r e g a t i o n )とぃう名前を付けています。 音脈分

凝は音楽というような複雑な事態に限つたものでは

ありません。高低ふたっの周波数を持つ純音が交替

するよ うな場合でも生じます。このとき 、ふたっの

周波数の差が拡がるほど、 また交替の速さ力-'速 く な
るほどふたっの音の流れ一一即ち音脈へと 分かれ

て間こえやすくなります。

音脈分凝には2種類のタイプがあると考えられて

います。  ひとっは、 交替して出現するふたっの高さ

の音の系列をひとっの音脈として間くように努力し
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てぃるにもかかわらずふたっに分かれて間こえて し

ま う よ う な 場合 を指 し ます 。  これを原始的分凝

( p r imary  segregat ion )と専門的には呼んでぃま

す。 も う ひ とっはスキーマ的分凝(schema-based
s e g r e g a t i o n )と呼ばれるものです。例えば2つの

施律を一青一音交互に出すと、 最初はゴチャ混ぜに

なった訳の分からなぃものしか間こえません。 しか

し、 -一方の施律の題名を教えてもらうと突然その施

律が浮かび上がって聞こえてきます。 この よ う な と

きがスキーマ的分観が生じてぃるときです。

2.4 用渡数方向と時間方向の辞化

ATR人間情報通信研究所ではこのよ う な人間の

すく'れた情景分析能力を解明するために以下の観,1111

から研究を進めています。 聴覚による情景分析に関

連する現象を見てみると、  音響的エネルギーを外界

の事象に基づいた適切なまとまり  (群) へとぃかに

仕分けるかとぃう辞化の間題が重要な鍵であること

がわかります。  音響的エネルギーはJ1l11渡数方向の拡

がりと時間方向の拡がりを持つてぃます。  人「ll11によ

る巧みな群化の過程を明らかにするためには周渡数

方向と時間方向に対する人間の辞化の特性を調べる

必要があります。周渡数方向の群化にっいて検言 jす

るために、競合する音声が同時に存在するときに周

期性情報を人間がどのように活用するかについて調

べます。時間軸方向の群化について検討するために、

知覚的な補充が生じたときに音声の時間構造がどの

ように修復されるかにっいて調べます。以下それぞ

れの実験とその結果について具体的に説明してぃき

ま し ょ う 。

3 周期性に基づく周波数方向の群化

(競合する母音はどのように分離されるか? )

私たちが日常耳にする音のうち明確なピッチを与

えるような音、すなわち施律楽器の音、人の声の母

音部などは、 基本周波数とその倍音成分によって構

成される複合音と呼ばれる種類の音です。 このよう

な音では各成分が基本開渡数の整数倍の周渡数を持

つとぃう性質を利用することができます。  基本周渡

数とその整数倍の周渡数の成分を見つけ、 それらを

ひとっの辞としてまとめることにより適切な辞化が

達成できるはずです。

このように整数情の関係にある成分を見つけてい

くには原信号に含まれる時間情報を利用する必要が

あります。  生理学的には聰'覚神経細胞が音源の周期

的振動のある特定の時点に同期して発火することが

分かっています。  この知見に基ついた自已相関係数

表示(au t o co r r e l o g r am )を使用して、同時に競合

して存在する flf音の分離に対するモデル化とモデル

の検証のための專惑ul又実験を行いま した。

こ の  J番i期性による情報の利用の仕方には2通りの

方略が考えられます。 ひとっは各チャンネルの出力

の うちあるひ とっの周期性に従う出力を 「選択」  す

ることによって分離を行うとぃ うものです。  も う ひ

とっの方略はある周期性に従う成分を全体の出力か

ら 「 減 算 」 す る こ と に よ っ て 分 離 を 行 う と ぃ う も の

です。 このふたっの方略の有効性の違いはどのよう

なときに顕著に現われるでしょうか?場合に分けて

考えてみましょ う 。

競合して存在する2つの-ift音の周期性の有無を変

化させます。  通常の母音は周期性を持つているのに

妨最
的

:i:'
l-・
非

生 園
目 器

図 1 2 つ
る有
の有

目 標 音
周期的 非周期的

選択
ま たは

減算

減算

選択 分難不能

の母音が競合する場合にそれらを分離す
効な方略と量標母音と妨害母音の周期性
無との組み合わせの関係
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対し、 ささやき声は周期性を持つてぃなぃとぃう音

響的性質を利用します。 片方の母音が目標となる声

でもう片方は妨害する音とみなすと、  図1に示すよ

うな4通りの組み合わせが考えられます。

目標音、妨害音の両者が周期性を持ち、それぞれ

の周期が異なる場合は目標音の周期性を利用して

「選択方略 」を用いても、  または妨害音の周期性を

利用して 「減算方略 」  を用いても分離は達成できま

す。目標音が周期的で妨害音が非周期的であるとき

は「選択方略」が有効と考えられます。逆に目標音

が周期的で妨害音が非周期的である場合は 「減算方

略」力增効となります。両者とも非周期的な場合は

周期性は利用できませんから分離は達成できませ

ん。

聰取実験では受聴者に上に紹介したようなぃろい

ろな聴取条件でどのような母音が間こえたかを答え

てもらぃます。  図2は実験の結果得られた目標音を

正しく認識した正答率にっいて条件別に示したもの

です。その結果人間は 「選択方略 」 、 「減算方略 」の

いずれも有効に利用していることがわかりました。

4 時間軸方向の群化

(音線の長さはどのように修復されるか? )

聰覚情景分析機構の仕事は、 同時に存在する複数

の成分 (部分 ) を適切な音源へと仕分けることばか

りではありません。  先に単声ポリフォニ一音楽につ

いて述べたように、時間的に分散して存在する部分

を集めてひとっの 「群 」 と してま とめるこ と も重要

な仕事のひとっです。 たとえ一人の話し手が話した

音声であっても例えば子音と母音の部分では音響的

な性質は異なります。 それにもかかわらず私たちは

この音声を一続きのものとして知覚することができ

ます。 その一方で句や単語などの切れ目を知ること

もできますし、 話し手がどのような速さで話してい

るかについても知ることができます。  これはひとっ

なが  りの音声として群化したものの中を、更に文節、

単語、モーラ ( 拍 子 )  と ぃ った単位で分節化一一

即ち更に細かく群化していることを示します。  言 い

換えれば、群が階層的な構造をなしてぃるとぃうこ

とになります。

4 . 1 スキーマによる群化

文節、 単語やモーラ とぃった単位は言語学の領域

で定められたものですが、 これらが知覚におぃても

基本的な単位となっているとは限りません。 しかし

情景分析の目的は意味のある事物へと感覚情報を仕

分け る こ と ですか ら 、  例えば文節と ぃ う単位がコ

ミ ュ ニ ケーションをする上で重要な意味を持つてい

るのであれば知覚上もこれに対応した区切り方を体

得していると考えられます。  と ころが、同じ単語と

いう言語学上の単位であっても日本語と英語の間で

はその区切れの音響的特徴はかなり異なります。そ

の意味ではこのような時間軸方向の群化については

スキーマに基づいた分凝の占める比重が高くなって

いると考えれらます。

さて先にE降間的な妨害音によって音声区間の一部

がマスクされたりあるぃは置き換えられたりした場

合に知覚的な修復が行われることを紹介しました。

修復 と ぃ う か ら に は 「 もとどおり 」 に す る と ぃ う こ

と で あ るはずですが 、 こ こ で 「 も と 」 に な る も の と

はいったぃどのようなものなのでしょ うか ?この問

いに答えるひとっのアプローチとして修復された音
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線の長さがどのよ う に知覚されているかについての

聴取実験を行いました。

実験で用いた音声刺激は次のようなものです。 ま

ず基準となる東基激としてアナゥンサーが1話した単語

青声をもとにした合成音声を作成します。 これに加

えて、  この単語の中のある音韻区間をぃろぃろな長

さに引き延ばした合成音声を何種類か用意します。

更にこの延長の対象となった区間の一部を雑音で置

き換えた刺激も用意します。 受聰者に、 長さについ

て加工を加えていなぃ合成音を標準として長さの延

長を施した刺激を上,J較してもらぃ、  2つの刺激の間
に差が感じられるかどうかについての判断を求めて

いきます。 標準となる刺激と上b較する刺激の間の差

が非常に小さいうちは実際には差が存在するのにも

かかわらず人間には同じように聞こえます。 この実

際の差が次第に拡大していくと知覚的にも差が認め

られる点に到達します。 この点に到達したときの物

理的な隔たりのことを弁別間と呼びます。今回の実

験では長さの変化に対する弁別間を求めることにな

るわけです。実験条f牛は次の4通りがあります。(1 )

標準、 上t較両刺激とも雑音置き換えのなぃ条件、(2 )

比較東l1激のみ雑音置き換えのある条件、 (3)標準刺

激のみ雑音置き換えのある条件、  そ して(4 )標準、

.比1較両刺激とも雑音置き換えのある条件です。

図3のBからDに示すような3通りの修復の形態

が予想されました。  まず 、図 3 . B に示すよ うに完

璧にもとの物理的状態を復元するように修復すると

いう形態で、  この場合雑管の置き換えは全く特別な

効果を もた ら さ な ぃ こ と にな り ます 。  次に図 3 . C

に示すように、音制多復は置き換えられた雑音部分

を取り除けて、  雑音によって分断されてしまった端

と端の点をっなぎ合わせようとするために知覚され

る時間長は収縮するとぃう形態が考えられます。 も

しこの形態ならば、  条件(1 )に比べて、 条件( 2 )で

は弁別間は大きく、条件 ( 3 ) では小さく 、条件 ( 4 )

ではほとんど変らなぃ、、 と ぃ う結果が出るはずで

す。最後に図3 .Dに示すように、修復は人間の月商

内に貯えられたスキーマなぃしテンプレー トに従つ

て行われるという形態が考えられます。今回の実験

では標準と して用いた音声資料はその長さが非常に

自然なものを事前の調査によって選択してぃました

から、  もしこの最後の形態ならば、条件(1 )に比べ

て、条件 ( 3 )は変化がなく、条件 ( 2 ) 、  (4 )では共に

同じ程度だけ間値の增大を招くということが予想さ

れます。

実験結果は図4に示すものとなりました。  これは

図 3 ,Dの形態で修復が行われてぃることを支持す

る結果です。 音績修復については従来から文脈情報

が豊富であるほど修復されやすぃことが報告されて

います。 今回の実験結果によって、 音声知覚ではこ

のよ うな文脈情報もし くはスキーマに基づいて、

「 何を」修復すべきかだけでなく、 「何を」 「 ど の よ

う に ( ど の く ら ぃ の長 さで ) 」 修復すべきかについ

ても決定していることが示されました。

5 「 静 か な 」 環 境 と は

ATR人間情報通信研究所には無響室と呼ばれる

実験室があります。この部屋は壁、床、天井などか
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比較剃激に雜普が比較刺激に雜音が
存在しない条件 存在する条件

図 4  雑音の置き換えがある副激の組合せ条件と長
さの弁別關の関係

らの反射音を極力小さ くするような構造になってい

て、 外部との遮音効果も充分に設計されてぃます。

研究所へ見学に来られた方をこの部屋に案内する機

会があるのですが、  無響室に入るのが初めての方の

入つた直後の感想の代表的なものは、 「 何だか変な

感 じ が し ま す ね 」 と ぃ う も の や 、 「 耳 が キーン と 痛

く な っ た よ う な気が し ます 」 と い う も のです 。 こ こ

で興味深いのは誰一人として「静かですね一」 と お っ

しゃらなぃことです。  暗騒音のレベルが静けさを決

めるのだったらこれほど静かな環境は他にはそうな

いはずです。

どうやら私たち人間は全く音がしなぃ環境を静か

だと思つているのではなさそうです。  聰覚による情

景分析が容易に行え、 聴 覚 と ぃ う 「窓」 を通して外

の世界がどのようになってぃるかがよくわかる環境

を 「静かだ 」 と表現してぃるのではなぃでしょ うか。

無響室のような非常に特殊な環境では通常働いてい

る情景分析機構がうまく働かずに、 自分の置かれて

いる環境がどのようなものか分からなくなってぃる

こ と か ら 「 静 か さ 」 を感じられなぃのでしょう。

逆の見方をすれば情景分析能力の程度によって全

く同じ環境であっても静かさが違つてくるとぃ うこ

とになります。その意味では現在の音を入力イン

ターフ ェース と し て用いる開たちを取 り巻 く環境

は私たち人間が感じてぃる以上に「騒々しぃ」 もの

と なっているでし ょ う 。  環境に対する認識のずれの

存在は、人と人、人と機械の間を問わず、円滑なコ

ミ ュ ニ ケーションの女方げとなります。人間の情景分

析能力の探求によってこのようなずれを少なくし、

人間にとって自然なシステムの実現にっなげてぃき

たぃと思つております。
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光ファ イバと  ミ リ波で
パーソナル通信を実明しよう
- そのためのキーテ ク ノ ロ ジーと は 一

1 はじめに

人間の日常生活におぃて、 いつでも、  どこでも、

だれとでも通信をしたぃとぃ う t次求は選けることの

できなぃ、 むしろ本能に近いものです。 ホモサビェ

ン ス が よ う や く 地球 1 _に,・延生したころ、  人類の先
i準1?であるゴリライ,t達は相本の中で成んに自分の1向
をたたぃてその新による原始的な通信をやってぃた

とぃうことです。その原形が人開になると木等の与多リ

をたたぃて知らせるとぃう道 i i-を使う形になってき
たのです。 このような通信では高のfli達する範网内

ではぃつでも、  どこでも 、だれとでも通信ができた

のです。 活動範l?iがはるかに狭い連い常ではこのよ

うに極論できるでしょう。語しは現代に進みますが、

電気による通信はモールス信号のトンツーから始ま

り電 -'11 ( 一 一ケ所に 111 1定された電,活) で完成したかに
みえます。 しかし、  人間は動きながらも会 f をした

いとぃ う古代から延々と続いてきた本能 ?のため、

自動車電話、 携帯電話等いろぃろな通信手段を発明

してきたのです。さらに、  高'声のみでなく、文章や

図面を送つたりすることもできるよ うになってきま

した。そして、現在は移動しながらでも画像の通信

を行える技術的段階にまできてぃるのです。

A T  R光電渡通信研究所では、 こ の よ う な “ い つ

でも 、  どこでも 、  だれとでも画像を見ながら会話の

で き る パ ーソナル通信”  のための基盤技術の研究を

行つています。  たくさんの人達が通信を行いますの

で、  信号を伝送するための伝送路は多くの情報を連

ぶことができるよ うに準備されていなければなりま

せん。 また、映像は一般的には音声に比べると広い

周波数帯域が必要です。 これは現在使用している一

般の電話機が伝える音声の周波数帯域が約4キロへ

ルツに対して 、  テレビで見てぃる映像は約4メカ゛ヘ

ル ツ  (4キロヘルツの1000イff) の1m文'数 ,111-域 が 必
要であることから理解できます。キロヘルツ(KH z )

はヘルツの 1l000イ許です。 その1000イi111が メ ガ ヘ ル ツ

(MI-1z ) 、  この1000常がキガへルツ (GHz )  です。

このようなl1央 f象信 ,-を用いて会,111を行う端木の 11111か

将来的に11tt大にな る こ と が f 11i1、されますので、i多t構
電,l f機等の端本までのf, , 、解は用渡数的に十分広く
してぃかなければなりません。  と こ ろ が 、 現在通信

を含めたぃろぃろな無線系サービスのために用渡数

30GHz以l、の同渡故者fは使用l i的が既に決まって

いるのが現状です。  このため、  新しぃ開渡数帯の開

11l 1が必要となります。 そこで、  これを実現するため

に、端木に信 1;,を送受するための ミ リ渡マイクロセ

ル ゾーン ( 、l-i径が1'1-m前後の無線ソ゛一ンであり 、  移
動通信では無線ソ゛一ンがシステムの基本にな りま

す)  と ミ リ渡信号をこのソ '一ンまで伝送する光ファ

イ バ リン クからなるシステムを提案し、 検,1,jを行つ

てぃます。  ミリ波は30GHzから300GHzの111の 111l.

常に高い用渡数 (波長でぃえば10mmから1mmの

間 ) の こ と を1.います。
システムのイメージを理解して項くため図1を用

いてシステムの基本的な考え方を説明します。 図 1

はある都市における近未来の移動通信の1つの形態

を示してぃます。 携帯電話は1腕時計サイズまで小型

化され、道路におぃても、建物の中でも通信ができ

ます。さらに、携帯機は青声だけでなく、画像、 テ' 一

タ等の広帯域情報も連ぶことができ、  人間活動に非

常に役立つております。 道路に設置されてぃる街路

灯には無線機が設置され、 どの場所でも無線機から

の信号が届くよ うに無線ゾー ン ( 図 中 の ハ ツチ ン グ
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部分)が構成されてぃます。金ての街路灯には光ファ

イ バ ( 図中の点線 ) が地下から接続されてお り 、各

無線機に信号を供給してぃます。 さ ら に 、  ビルの中

でも通信ができるように各階ごとの天并等に無線機

が設置 され 、  無線ゾー ンが透き間な く ビル内をお

おってぃます。 このようなシステムのアナロジーと

しては日常生活で当たりまえになってぃる照明設備

があります。  ビル内は金て照明器具で明るく照らさ

れてぃますし、 外にいくとほとんどの道路には街路

灯があります。  これらすべての器具は電線によって

電気が与えられています。そこで、図1のシステム

で光ファイ バが電線に、無線機が照明器具に、光 /

ミ リ波変換器が電球に、そしてミ リ波が光に相当し

てぃるこ とが容易に想像できるでしょ う 。 このよ う

に A  T Rでは現在の電気と同じように近未来の日常

生活で当然の物となるであろうパーソナル通信を目

指して研究を行つてぃます。

こ こでは、なぜ ミ リ波帯の信号を用いるのか、  ま

た光ファイ バは ど の よ う な メ リ ッ ト を シ ス テ ム に も

たらすのか、  さらにこれらのシステム実現上のキー

テ ク ノ ロ ジーについて紹介します。

2 な ぜ ミ リ 波 か

図1で示したシステムでは膨大な数の携帯機、 し

かも画像等の信号も扱うため、  無線基地局 (百m前

後の無線ゾーンを構成し、  小型化された送受信機、

アンテナ等からなる)  と端末間の無線周波数帯は広

くする必要があります。例えば、極端に簡単化した

例で示すと、  テレビで見てぃる動画像で無線の周波

数を直接周渡数変調 ( F  M )  した場合に必要とさ

れる周波数帶域は約40MHzであり、 もしこの帯域

を 1つの端末に割り当てて1つの無線基地局で100

端末を収容した場合の無線周波数帯域は4GHz ( =

4 0 0 0MHz )となります。ところで、現在の自動車・

携特電話に割り当てられている周波数はN T Tの場

合片方向たかだか15MHzであり、直接周波数変調

の場合1つの動画像も送れません。 より広い周波数

帯域がとれる周波数帯を用いることができれば上記

のような映像情報を多くの端末に供給できますが、

現在では他の周波数帯も各極通信等のために既に割

り当てられており、  使える周波数は非常に限られて

いるのが現状です。 そこでこれを解決できる1つの

方 法 と し て は 、  十 分 な 利 用 が な さ れ て い な ぃ

3 0 G H z以上のミ リ波を用いることです。さらにミ

リ波には広い周波数帯域が得られるとぃう特徴があ

ります。例えば、無線周波数に50GHzを用いた場合、

先の4GHzは比帯域 (帯域幅/無線周波数で定義

されており 、  帯域幅が無線周波数に対してどの程度

の割合であるかを示す指1f票であり、 目安としては小

さ ぃ 方 が 回 路 的 に 実 現 し 易 い )  に し て 8 %、

6 0 G H zにすると 7 %であり、  こ れ らは現状の ミ リ

波回路では実現し得る帯域です。 これ力、近未来の移
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図 2  光ファイバの断面と光キャ リアの伝搬

率

動通信にミ  リ波を用いたぃ  1つの理l i11です。

も う 1つの理由はミ リ渡の伝機する到達距離が短

いこ とです 。  ミ リ渡は大気中の分子(酸素、水無気

等 ) 、 降 水 ( 雨 、 ' i1'等 ) に よ り 減 表す る こ と が 知 ら

れて ぃ ます [ 1]。例えば、無線周渡数を60GHz帯

に選ぶと酸素による呼l1及が量要t者にな り 、  l k m 当 り

約40分の1に減111,11 します。この特徴は逆に無線ソ゛一

ンを構成するときに利用できます。すなわち、収容

する端末数が飛躍的に増大することが考えられるた

め、 同一の無線Jff1波数を繰り返して使用するマイク

口 セ ル ソ ゛一ン (半径が数100メー トル程度の無線

ソー ン、  現在の自動車電語の首都間における無線

ソ'一ン半径は数キロメー トル )  の検討が進められて

いますが、  上記減表特性は信号の混信や平渉を構表減

できるように利用でき、無線周渡数を効率良く用い

たシステムになります。また、無線ソ ゛一ンが小さく

なれば、 無線基地后i と携帯端木の送信電力を低下さ

せ る こ と も で き 、  このためさらに基地J 111 と端末を小

型化で き る メ リ ッ ト も あ り ま す 。

こ の よ う な ミ リ 渡 分 配 ネ ッ ト ヮークが近未来通信

の形態として有望で、あることが理解して項けたかと

思われますが、 それでは次に問題となるのはぃかに

してミリ渡を無線基地局まで、伝送するかです。

3 なぜ光ファイバか

光ファイバは長距離・大容量通信実現のための伝

送媒体として用いられ、  最近ではCATV等の光分

配システムへの応用も盛んであります[2 ]。光ファ

イバの構造は図2に示すように、直径が約1 0 µ m

の コ ア ( 屈 折 率 n 1 )  と直径が約125µ m の ク ラ ッ

ド ( 屈折率 n 2 ) か ら成 り ます 。材料は軽量な石英

系ガラス等です。  も し n 1 が n ') よ り も 大 き く 、  'な
おかつ入射角が特定の条件を満足すれば図のように

光は全反射して光ファイバ中を伝搬します。 このよ

う に 、  光ファイ バの構造は他の線路に比し細径であ

り 、 そのため小型かつ 111ti111です。 したがって、導波

管よりもはるかに設 i if1性に優れ、 信号分配ネ ッ  ト

ワー ク Jf多成には適した伝送1買基体と言えます  (光

CATVで実系「1,を上げっっあります [ 3 ] ) 。

光ファイバの他の大きな特長は低伝送換失と広特

域性です。渡長1 .3,, m ( 光 の キ ャ リ ア は波長で表
されるのが一般的)  で光を 6 k m伝送しても約 1l1 分

にしか減度しなぃ特性が標準的に得られており、  こ

れは設l溢 ,1生に優れた同軸線路の伝送i員失よりもはる

かに低い値です。 このため、  システムの制御を行な

う制御局と無線基地局の間の距離の自l t1度が大きく

なり、数十kmの伝送距離の確保も可能です。波長

1 .3µ mは用渡数約230テラへル ツ  ( テ ラ へルツ

T HzはGHzの1000倍)に相当し、 例 え ば60GHz

は比帯域で約0 .03%であるため 、  光の帯域ではミ

リ波の特域は全く間題となりません。このため、  ミ

リ波を多頭_:化した信号も光ファイバで1云送できるこ

と に な り ま す 。 こ の よ う に 、 光 フ ァ イ バは多数のミ

リ波信号を低械失で所望の場所に伝送してマイクロ

セルソ゛一ンを形成することのできる伝送媒体として

非常に有望です。

4 サブキ ャ リ ア とは何か

それでは次にミリ渡を伝送するための光ファイバ

リ ン ク にっいて紹介します。 その前にこれから何回

も使われるサブキャリアの用語の定義を述べます。

キャリアは変調信号を伝送するための搬送波として

無線通信では使われてぃますが、 光ファイバを伝送

路と して用いる場合キャ リ アは 1 . 3 µ m等の光で
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す。 ミ リ波信号は光キャ  リアを変調するための変調

信号になりますが、  光レシー バーで検出後無線ソ'-
ンに放射され 、今度は ミ リ波がキャ リ ア と なって端

末機に変調信号を供給する こ とにな るため 、サブ

キャ リ ア と言われてぃ ます 。複数の ミ リ波信号 ( マ

イクロ波も含む )  を多重化して光ファイ バで伝送す

る シ ス テ ム の こ と を S C M  (Subcarr ier  Mult i -
plex ing ) と呼ばれてぃるのはこのためです [ 2 ] 。

ま え が き が 長 く な り ま し た が 、  ミ リ 波伝送用光

ファイバリンクの基本構成例を図 3に示します。 当

研究所では他にも極々の構成のリンクを提案してぃ

ますが  [ 4] [ 5 ]、 本手高では最も簡易化した例を示

します。なぉ、 ミリ渡を直接伝送しなぃで低周波を

伝送し、 光レシー バ一側でミリ波に変換する構成も

もちろん考えられますが、  ここでは議論しません。

ダ ウ ン リ ン ク  (制御基地局から無線基地局への リ ン

ク )の基本構成要素は、光キャリアを発生する光源

( L D : L a s e r  D iode )、  光 キ ャ リ ア を ミ リ 渡 で 強

度 変 調 す る 光 外 部 変 調 器  (E〇M : Extema1

〇pt i c a lModu l a t o r )、  光 キ ャ リ ア を 伝 送す る 光

フ ァ イ バ 、 光 キ ャ リ ア か ら 変 調 信 号 ( ミ リ 波 ) を 検

出するための検渡器(PD:Photodetec tor )です。

その他の電気回路としては、 ミ リ波信号合成器、  ミ

リ 波-增幅器、ミ リ波放射器等があります[ 6 ] 。また、
無線基地局から制御基地局へのアッブリンク例も図

3に示してぃますが、  端末からのミ リ渡信号レベル

は一定ではありません。 もし、 これらの受信信号で

直接光を変調すると受信レベルの高い信号が盃んで

しまぃます。 そこで、  受信レベルを一定にするため

従来の無線装置で良く用いられてぃるへテロダイン

方式 [ 7 ]で ミ リ波信号を低周波に周波数変換して

受信レベルを一定にします。  この信号で光の強度変

調を行いますが、 周渡数が低くなったために外都変

調器を用いる必要がなく、 LDの直接変調で低周渡

サブキャ リ アを制御基地局に伝送できる メ リ ッ ト が

あ り ま す [ 8 ] 。

5 ミリ波伝送用光回路技術

図 3で ミ リ波伝送のための重要な光回路は、光

キャ リアを ミ リ波サブキャ リアで強度変調するため

の光外部変調器 ( E O M ) 、 お よびキ ャ リ アか ら ミ

リ波サブキャリアを検出するための光検出器(PD )

です。 当研究所ではこれらの回路に関する研究を

行つていますが、  ここでは特に無線基地局の超簡易

化を図ることのできる光受信回路技術を紹介しま

す。

モノリシック集積回路は半導体基板_上に全ての回

路素子を集積化できるので、 各種装置の簡易化に盛

んに適用されています [ 7 ] 。 マ イ ク ロ波の分野で

はMMIC (Mono l i t h i c  Microwave  Integrated

Circuit) と言われ、  光の分野では0E IC ( 0 p t o-
Electronic Integrated Circuit) と 言 わ れ て ぃ

制御基地局
無線基地局ncoM - 1光ファイバ ( ダ ウン リ ン ク ) -

l 1

e l 1
電Dlv p n 1光ファイバ ( ア ップ リンク ) 1

型一一一一f - f -

東a (
LD m ・ AMP l一 一一 1 (_;1» l

: :

図 3  光 フ ァ イ バ リ  ンクの基本構成

L D : レーザダイオー ド、 P D : フ ォ ト ダ ィ ォー ド、 E 0 M :外部変調器、  L 0 : 局部発振器
M I X ;周波数変換器、  AM P : 增 幅器 、  C O M : 合成器 、  D I V:分書i器

ミリ波信号
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ます。 M M I C では高周波化、 高 集 横 化 等 が 、

0EICでは高速化、 高集積化等の検討がそれぞれ行

われてぃます。 我々はMMICの高周渡化に着目し、

また無線基地局の光受信器の構成要素が光検出器を

除いて金てマイクロ波̃ ミ リ 波 デ バ イ ス で 構 成 さ れ

てぃ る こ と も考慮して 、 MMICの光応答特性の検

言すを進めてぃます。 MM ICのプロセスで製造され

たデバイスが良好な光応答特性を持てば、  MM IC

で光受信器が実現できるのです。 MM IC用デバイ

スにはぃろぃろな種類のダイオー ド、 ト ラ ン ジ ス タ

があ り ますが 、現在は主にH E M T ( H i g h Elec -
tron Mobi l i ty  Transistor)  とHBT ( H e t e r o-
junction Bipo lar  Trans istor)  の光応答特性の

解明、  他の回路との集積化の試作を進めてぃます。

図4にHEMTの光検出器とHEMTの広帯域增幅

器を1枚の半導体基板上に同時に集積化したチップ

バ ターン例を示します [ 9]。 基板の大きさは1.55

x 1 . 7 m m と小さ くすることができました。図には

デバイス と光キャ リ アの結合法もあわせて示しま

す.

6 ミ リ波サプキャリア伝送特性

ここでは図3で示した伝送リンクを用いて画像信

号がどのように伝送されるのかを模式的図面を用い

て示します。 画像信号は図5に示すll央像スぺクトル

を有するNTSC信号 (ベース バ ン  ド帯域幅は約4

MH zであり 、  テレビジ ョ ンで見る信号 と同じ )  で

あ り 、  これをミ リ渡周波数変調器でミ リ波帯に変換

します (図 5のスぺクラム 1 ) 。 こ こで示すサブキャ

リア周波数は25GHz帯です。 こ の ス ぺ ク ト ラ ム で

光キャ リアの強度変調 (振幅変調 ) を行いますが、

使用した変調器は電気光学効果を有するL iN b 0 3

基板_l二に製作した進行波導渡路型変調器です。なお、

導渡路型変調器にっいては文献  [10] に詳し ぃ記

述があります。図のように変調後の光のスぺクトラ

ムには振幅変調のため上測渡帯と下測渡帯のスぺク

ト ラ ム が 得 ら れ ま す 。  これらの成分がMM I C化

HEMT光検出器で検波され25GH z 帯のサブキャ

リア周波数スぺクトラムが得られます。この検波出

力スぺ ク ト ラ ム 2 も 図 5 に示 し ま し たが 、 E〇M入

力からPD出力間には約80 dBのリンク損失 (電気

光変換器、 光 フ ァ イ バ 、  電気光変換器の3つの損失

の和 ) があ り ますので 、減表されて図のよ うにスぺ

ク ト ラムが乱れてぃます。  しかしながら、 FM伝送

路の評価は信号対雑音比 ( S N R  : Signa1-to-
Noise Rat io )  を用いて行なわれてぃますが、  評

価SN Rとして約5 0 d Bの高い値が得られており、

光 フ ァ イ パ 十HEMT光検出器でも良好なFM伝送

路を達成できることが理解できます [11]。

7 むすび

パ ー ソナル通信への適用を目的に “ ミ リ渡 ”  と ' 光

ゲー ト

光ビー ム
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FM変調器

下測波帯1.3mm帯 上測波帶 25GHz帶

搬送波 検波出力スぺクトラム2

外部変調器
光ファイバ

HEMT光検出器

図 5  光ファイバリンクにおける映像信号スべク  トラム(サプキャリァ周波数は25GHz帯を使用

フ ァ イ バ ”  を用いたシステムの紹介、  さらには回路

技術、サブキャリア伝送特性にっいて述べました。

現在は、 5 0GHz帯のサブキャリア伝送特性の評価

を行つておりますが [ 1 2 ] 、 今後はさらに ミ リ波i支

術と光ファ イ バ技術の融合化した領域の技術を 11確立

し、 光ファイバを 用 い た ミ リ 波 パーソナル通信のた

めの基理對支術を発展させてぃきます。

[ 1 ]  進士昌明編 : 無線通信の電波伝搬、 電子情報

通信学会、 1992.

[ 2 ] 末 松 、  他 : 光ファイバ通信入門、  オーム社、

1989.

[ 3 11 松本、 他 : 次、1i1代加入者網になるかCATV、

日 経 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ズ、 pp.64-92,,

1989 .5 .22.

[ 4 ]小川、他 : 無線通信用光ファイ バ リ ン クの検討 、

電 子 情 報 通 信 学 会 秋 手 大 会 、  B -274,,

1gg1.g .

[ 5 ]  D .Po l f k o  et a1 . ,  “Fiber Optic L i nk

Architectura1 Compar ison f o r  Mi11i -
meter Wave Transm i s s i on ,”  Proc .

S P I E ,  vol.1703 Optica1 Technology

f o r  Microwave , Appl icat ions V I ,,

pp.228-239 , A p r . 1 9 9 2 .

[ 6 ]  H.〇gawa  et a1 . ,  “0ptica1/Microwave

Circuit Techno1ogies f o r  Microwave

a n d  Mil l imeter-Wave Fiber Optic

Links , “Proc. ISAP'92,  pp.825-828,,
Sept .1992.

[ 7 ] 宮 内 、  他 : 通信用マイクロ波回路、  電子情報

通信学会、 1981.

[ 8 ]  H . 0 g a w a  et a1 . ,  “Mi11imeter-Wave

Fiber Optic Systems f o r  Persona1

Rad io  Commun i ca t i on ,”  I EEE  Trans .

Microwave  Theory T e c h . ,  vo l .

M T T-40 ,Dec.1992 .

[ 9] 馬場、 他 : H EMT光応用を用いたMM IC光

受 信 器 、  電 子 情 報 通 信 学 会 秋 季 大 会 、

C-73 ,1992.9.

[10] 末田、 他 : 超高速光エ レ ク ト ロ ニ ク ス 、 倍風

館、 1991.

[11] H . 0 g a w a  et  a l . ,  “K a -Band  F M

Video Subcarr ier Transmiss ion Using

Monolithic Integrated H E M T  Photo -
detector,” Four th  〇ptoelectronic Con -
ference Post-Deardline P a p .  Tech.
D i g . , P D-11 , p p . 2 2-23, Ju1.1992.

[12] 小川 、他 : 光ファイバを用いた50GHz帯FM

信号伝送実験、電子情報通信学会春季大会、

1993 .3 .- 35 -



言 ト 幸 長

㈱国際電気通信基礎技術研究所の取締f野目談役 日向方齊氏 が

去る2月16日8時47分、肺炎のため逝去されました。享年

86才、突然の言ト報でした。

日向氏には、 A T Rの準備段階からその設立に多大なご尽力を

いただいたところであります。 設立後も今日まで取締役相談役と

して、関西経済;連合会名誉会長、住友金属工業㈱名誉会長、関

西文化学術研究都市建設推進協議会会長等ご要職にありなが

ら取締役会にも常に出席され、 A T Rの運営、 研究の進捗状況だけでなく、 研究員の生活

環境まで気づかっていただいておりました。

昨年11月の取締役会にもお元気で出席され、 「次回の取締役会の2月24日は私の誕

生日です」 と出席予定を手帳に書き込まれたのが、私どもの最後となりました。

「学研都市は何が何でもやらなければならん」 というのが最後のお言葉と聞き、 改めて

身の引き締まる思いです。

心からご冥福をお祈り中し上げます。
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自動翻訳電話3 ヶ国国際共同実験を実施

去る 1月 2 8日 、  多数

の率lf道関係者が見守るな

かATR自動翻訳電話研

究所は、米国・力一ネギー

メ ロ ン 大 学 、  ド イ ッ ・

シー メ ン ス社及び力一ル

スルーエ大学と共同で、

京 都 ・ ビ ッ ツ バー グ ( 米

国 ) - ミ ュ ン へ ン ( ド イ
ツ ) を 結んで日本語 ・ 英

語・ドイッ語間の自動翻

訳電話による会話実験を

成功裡に実施しました。

国際共同実験の全体構成

今回の国際共同実験の主な目的はこれまでの研究成果を大成して、音声翻訳技術の有用性を実証すること

にありました。  この目的のため共同実験に参加した各研究機関は自国語音声の認識、 自国語から相手言語へ

の翻訳、  自国語音声の合成について 資任を分担し 、 金 f本として自動翻訳電話を実現する形で国際研究協力を

行 い ま し た 。  こ の た め 4 つ の 関 連 研究機関 が 約 1 年 前 か ら C S T A R  (Consortium f o r  Speech

Trans la t ion  Advanced Research) という共同研究を発足させ準備を進めて来ました。

国際共同実験は午後2時よりATR主催の公開実験から開始しました。 まず、 日米間で日本語・英語間の

自動翻訳電話の実験を実施しました。 この実験ではATR側が問い合わせ者、 CMU側が会議事務局という

設定で、 国際会議の参加料の問合わせに関する会話を行いました。 会話は約10分間行われ双方合計18発話

が正しく認識・翻訳され大成功の内に世界初の自動統沢電話による対話を終了しました。引き続き日独間で
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l:1本語・ ドイッ語開の自動議Hi 11t電,話の実験を実胞しま した。 この実験では ;,,f一名-か交f tしてATR側か会,義・1i
務局で、 会 1義の間に行われる 1 li内観光の間合わせに関する会 fiを行いました。  会.11は約15分間行われ双方
合計18発話が音声器ii訳されました。  この中でATR側の1111声.,き.f?が ,1 る場面も見られたが2同 l 1の日声入力
ではうまく動作し、無事会話を終了しました。

最後に米独間での英 :f ・ ドイッ・部jの自動翻i,3t電 u1:の実験を行いました。  このあと質疑応答が行われ
ATR主催の実験は午後3時に終了しました。この後、  日本時間午後8時よりドイッ側日提の、 また日木時

間29日午前0時30分より米国主催の公開実験を行い、 いすれの実験も成「1J11里に実施されました。

今回の国際共同実験に対する内外の関係者およびマスコ ミ各社の反響は極めて大き く 、 実験会場には117

名 : 4 8機関 (内海外8名 : 6機関 )の方が参加され、報適関係者も6 2名 : 2 6 社 ( 内海外 4社 ) が取材に

訪れました。

国内では全国ネッ ト のニュース番組を有する主要テレピ局をはじめ地方テレビ局を含む8局が28日午後

6̃ 7時台のーュース等で、 また新間では全国紙をはじめ地方紙のほぼ全紙が29日の朝:fリで今回の国際共

同実験を大々的に取り上げ、 「21-t世紀に向けた夢の技術の第一歩が踏み出された」 と世l高長論”の自動翻訳電話
の国際共同実験の成功を報じました。

海外では米国のCNNが力一ネギー メロン大学主催のデモをへツ ド ラ イ ン ニ ュースの中で報じ、 ニ ュー

ヨークタイムスがATR主催の公開実験を取材し、  29日の車月干l11面で自動翻訳電話国際共同実験の成功を報

道しました。また、  ドイッでもテレビ、新間等で率li道されるなど、海外のテレビ4社、新聞7社がビッグニュー

スとして報道しました。

マスコミ各社の論調は全般的に好意的で、今回の実験は成功であり自動翻振択電話実現への大きなステップ

として位置づけられるものと評価されました。  この実験を通して国際的研究交流の推進と基礎研究のより一

層の進展の重要性が認識されました。

(注 )テレビ、新間の報道件数は当社が確認した数値です。
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ATR主體ワークシ ョ ツプ等N體 械i理

〇ATR-M ][T デ ィ ス 力 ツ シ ョ ン シ リーズ1993年1月

「学習 と神経回路網に関する ミ ニ ワーク シ ョ ツ プ」

(The  A T R -M I T  Discussion S e r i e s - J a n u a r y 1 9 9 3
Min iworkshop  a t  AT R  o n  Lea rn i ng  a n d  Network'')

(主催 : A T R視聴覚機構研究所 )

目的 :

税覚ならびに税覚情率l是処理モデルに関する、 A T  R か ら M  I Tへの委託研究の一環として企画・実施し

てぃる。i11:界的にこの分野で先導的な研究活動を展開してぃるM I T ・ A  I研究所のPoggio裁授およびそ

の共同研究者の最新の研究成果について-第美授自ら講演していただき、 A T Rの研究者との直接の言f論によ

り 、  相互の研究の展開と今後の方向性を探ることを目的としている。  なぉ、 今回は平成3年度に続き、 第

2回「 1の開確である。

講演内容と件数 :

数理的、 計算論的な観点から学習のll]題に取り組んでぃる教授らの成果について、 近似理論と学習、 神

経回端田、 学習と認識に関する心理・生理学的な知見とモデルとの関係等に関する最新のトピックスを中

心に合計7件。(次のぺージにプログラムを示す。 )

参加者 :

Tomaso  Pogg io教授(MIT AI  Lab. and CenterforBio1ogicalandComputationalLearning)と共同

研究者のDr . Federico G i r o s i を講師として、  3日間で延べ150名程度の参加者があった。 A T R 研究

者を主体に、 大学・研究機関からも関連の研究者(延べ約55名)の参加を得て、 活発な言、f論が行なわれた。

期日  : 平成5年1月19日(火)̃ 1月21日l料、 合計3日間

場所 : A T R視聴覚機構研究所
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The  A T R -M ][T Discussion Ser ies

J a n u a r y  1993

Min iworkshop a t  AT還onLea rn i n g  and  Network

S p e a k e r : P r o f . Tomaso  Poggio ( M I T  A I  Lab. and Center f o r  Bio1ogica1

Dr. Federico Girosi In format ion Processing)

Program:

1/19(Tue) 9:30- G,,ee加gs Keizcfil aeno「ytls、. f e,,cef,f .〇e f,f . , A'n A1/P iろs.J
f f l f,,odz fefZo,z & C fm1- aZ,,osfzZA,1dof3raf〇efフf. A'n aP i あ s.j

9:40 - 10:40 Learn ing ,Approx imat ion  Theory  a n d  Regular izat ion
10:40 - 12:00 Applications and  Neurobio logy

1/20(Wed) Cha11・ Masahi11o S htzau,a(Cog Pyoc. Def)t, A「R AV P L bs.)

9:30 - 11:00 Extending the Regular izat ion Approach
11:00 - 11:30 Relations w i th  other Methods
11:30 - 12:00 Algor i thms

1/21(Thur) (i2aZ,, Ko lz 'ic hl AI Zmu,a ( Vis. Percept DePt, ATft A:1/P L b s.)
9:30 - 11:00 Curse of Dimensionality and  〇ther Mathematica1

Problems

11:00 - 12:00 〇pen Problems a nd  Future
C1osin g R e m a,,fis S lz lger u A1,n ma t s u ( 2 n d Dej)f. AlltMP L bs.)
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_A '「 ]R? _!来!:.幸長 ';一ト; -;1111::- ・を- 開 德

㈱ エ イ 。 テ ィ 。 ア ー ル自動翻訳電話研究所及び㈱エイ。ティ。ア ー ル視聴覚機構研
究所の両社は、プロジェクトの終了時期を迎え、これまで支援して頂いた方々に7年
間の成果を報告するとともに、  その活用の促進をァピ ー ルするため成果報告会を開催

しました。

1
(1)

(2)

(3 )

(4)

(5)

(6)

成果報告会 (主催 :自動、視聴覚 )

日 時 平 成 4 年 1 2 月 1 4 日 ( 月 )  1 3 : 1 0 ̃ 1 7 : 2 5
場 所 東京 経団連会館 経団連ホ ー ル ( 1 4 F )
主催者挨拶 ㈱ エ イ 。 テ ィ 。 ア ー ル自動翻訳電話研究所

㈱ エ イ 。 テ ィ 。 ア ー ル視聴覚機構研究所

代表取締役会長 葉原 耕平
来資挨拶 郵政省 通信政策局 技術政策課長 原田 裕治 氏

基盤技術研究促進センタ ー 理事長 田中誠一郎 氏
講 演 「先端技術分野における基礎研究のあり方」

講師 京都大学 工学部 教授 長尾 真 氏
成果報告 「自動翻訳電話の基礎研究」

㈱エ イ 。 テ ィ 。 ア ール自動翻訳電話研究所
代表取締役社長 樽松 明
デー タ処理研究室長 森元 逞
音声情報処理研究室長 嵯峨山茂樹

2 .  成果報告懇談会
(1) 日 時
(2) 場 所
(3) 主催者挨拶

(4) 来資挨拶

(5) 乾杯音頭

3 .  来客数

言語処理研究室長
「視聴覚機構の人間科学的研究」

㈱ エ イ 。 テ ィ 。 ア ー ル視聴覚機構研究所
代表取締役社長

視覚研究室長
認知機構研究室長

前聴覚研究室長

飯田 仁

淀川

上野
下原
東倉

英司

圭一

勝憲

洋一

(使用機器)  ハ イ ビ ジ ョ ン  ス ラ イ ド  0 H  P テレコ
( 展  示)  紹介パネル 1 0 枚

( 主催 :国際、自動、視聴覚 )

平 成 4 年 1 2 月 1 4 日 ( 月 )  1 7 : 3 0 ̃ 1 9 : 0  0
東京 経団連会館 ダイアモンドル ー ム ( 1 2 F )
㈱.国際電気通信基礎技術研究所

代表取締役社長 日裏  泰弘
郵政省 大臣官房 官房審議官 大井田 清 氏
基盤技術研究促進センタ ー 副理事長 林 乙也 氏
経団連 相談役 花村仁八郎 氏
関経連 名誉会長 相談役

関西文化学研都市建設推進協 会長 日向 方齊 氏

3 5 4 名 様  報告会 3 4 6 名 様
懇談会 3 1 5 名 様

(発送招待状数 1 ,  6 4 5 通 )
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昨年1 1月に第5回A T R研究発表会を開催致しました。 ここ関西文化学術研究都市内
の近隣施設も充実してきました。 ATRの向かいの「けいはんな」の槌音の響く中、前回
を上回る多数の方々のご参加を頂きました。

ご多用中にもかかわらず、 ご参加頂きました皆様には厚くお礼を申し上げるとともに、
以下にその状況をご報告致します。

1 .開催日時 平成 4年 1 1月 1 0 日 ( 火 )  1 0 : 0  0 ̃ 1 7 : 0  0

2 .3 .

参加者数 産、学、官の各関連機関から536名 ( 前回 5 1 0名 )

実施状況

(1) 2研究所のプロジェク ト終了をひかえ、 各研究所のテーマ発表を3会場においてパラ

レルセッションとし、より多くの方に聴講していただけるよう工夫した。各テーマ発表
会場は10  0 ̃ 2 0  0名の参加者を得て盛況であった。

(2) ァンケー トの結果は、総括講演はじめ各会場の印象では「大変良い」及び「良い」が
90%以上と概ね好意的な意見を頂きました。

(3) 接遇対応等 :受付等の接遇対応にっいては前回の改善事項を反映した結果、 特段の意
見もなく本研究所での多数の来客に対する企画、 運営がほぼ定着したと考えます。

4. その他
研究発表会開催は、関連機関への良いP Rとなるので今後も実施することとし、次回開催に
あたっては、 音声翻訳通信研究所の発足による新体制のP Rを含めて開催の検討を行います。

参加者の内訳

区 分 機関数 参加者数

企 業 9 3 3 8 1

大 学 3 5 6 9

官庁。団体 1 3 2 0

0 B 5 6

その他 1 0

合 計 1 4 1 5 3 6

- 42 -

A T R ジ ャ ーナルNo.13(1993春)



ポスタ一 。 セ ッ シ ョ ン の 発 表 テ ー マ(1/2 )

①通信サ ー ビ ス 仕 様 の 獲 得 と ソ フ ト ゥ ェ ア 生 成

②通信サ ー ビス仕様記述支援

③仕様再利用によ るプ ロ グ ラ ム自動生成

④設計プロセスの蓄積と再利用

⑤ シ ス テ ム セ キ ュ リ テ ィ 評 価

⑥臨場感通信会議実験システム

⑦臨場感通信における表示技術

通
信
シ
ス
テ
ム
研
究
所

⑧臨場感通信会議における協調作業支援技術

⑨人物像の認識。生成

⑩ 3次元形状の記述 と再構成

①臨場感通信会議のための知的画像デ ー タベ ー ス検索

① A  T R音声言語翻訳実験システム(ASURA )

②日本語、  英語間の双方向音声言語翻訳通信実験モデル

③音声デ ー タベ ー ス と 自動 ラ べ リ ン グ
自
動
翻
訳一l・'
電

話
研
究
所

④確率モデルを用いた連続音声認識(ATREUS/HMM)

⑤音声規則合成(ATR レ ーTa lk ) .

⑥ニュ ー ラルネットを用いた連続音声認識(ATREUS/NN )

⑦新 し い不特定話者音声認識と  話者適応方式

⑧音声認識のための統計的言語モデル

⑨対話翻訳における文脈処理機構とその応用

⑩対話文解析のための新しい文法

⑪用例ベ ー ス翻訳機能を組み込んだ英日対話文翻訳実験システム

⑫経験的直観に基づく  日英対話文翻訳実験システム

⑬話し言葉の言語デ ー タベ ー ス

⑭統計的文脈情報を利用  した音声認識候補の選択

⑮文脈情報を利用した日英翻訳の高度化
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ポ ス夕 一 ・ セ ッ シ ョ ン の 発 表 テ ー マ(2/2 )

視
聴
覚
機
構
研
究
所

①視覚メカニズム と脳機能の測定

②人間の文字。図形理解機構とその応用

③視覚情報理解モデル

④パ夕 ー ン情報の学習と認識モデル

⑤パ夕一ンの認知 メ カ ニ ズ ム

⑥神経回路モデルによる並列処理メカニズム

⑦聴覚モデルと音声信号処理への応用

⑧音声生成機構のモデル化

⑨識別学習理論による音声認識

人
間
情
報
通
信

①音韻カ テ ゴ リ ー と知覚

②音声生成と知覚の関連を探る

③視点移動イ メ ー ジの融合に よ る 3 次元情報の抽出

④異種情報の統合と生成

①低周回衛星間光通信による広帯域移動体通信システム構想

②移動体衛星通信用ア ク テ ィ ブ ア レ ー ア ン テ ナ

③光衛星間通信装置とその地上評価技術光
電
波
通
信
研
究
所

④光M M I C の ミ  リ 波 パ ー ソナル通信への応用

⑤= ユ ー ラ ル ネ ッ  トによる移動伝搬歪の除去
⑥ニュ ー ラ ル ネ ッ ト イ メ ー ジ ン グ レ ー ダ 一 超高分解能欠陥診断装置 一

⑦GaAs(111)A面加工基板上の光 。 電子素子

⑧光 3 重安定性を有する非線形電気光学素子

⑨超高速光素子に向けた有機非線形材料
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テーマ発表の概要

所 属 発表者

竹本、f 治雄
主任研究員

テーマ 概要

臨場感通信会議において、複数の会議参
加者が協調して1l11張重解決を行うための利
用者イン夕フェ一ス技術のうち、手振り
認識、手振り理解、協調作業支援環境に
ついての系召介

通信システム研究所
知 能 処 理 研 究 室

臨場感通信会議におけ
る協調作業支援l交術

ATR音声言語翻訳実
験システム
( A S U RA )

自動翻訳電語研究所
デ ー タ処理研究室

同
言 語 処 理 研 究 室

視聴覚機構研究所
視 覚 研 究 室

鈴木雅実
主任研究員

永田昌明
研 究 員

山田光總、
主任研9張

入力された日本語音声を認識し、複数候
補の中から音響的 。言語的に最適のもの
を選択し、話し言葉として適切な目標言
言議現に翻訳し、音声で出力する音声翻
訳実験システムにっいての紹介

眼球運動と月l搬能の 眼球運動の新しい言-H測方法とこれを用い
た月l1確能の角新、知見及び医学方面への
応用についての系召介

ニューラルネッ トを用いた音声器宮の筋
骨格系モデルによる発話メカニズム角期
の研究にっいての紹介

ニューラルネットと光ステップ周波数レ
一ダとの融合によって開発された装置で
、半導f本基板や光導波路の内部構造を非
破壊力、つ高分1輪,il113で複l1定する技ti11rにっい
ての紹介

メカニズム

ニューラルネットで探
る発話のメカニズム

人間情報通信研究所
第 三 研 究 室

光電波通信研究所
無 線 第 二 研 究 室

平山 亮
研 究 員

一対重正-u桂
研 究 員

ニューラルネッ トイメ
ージングレーダ

(注)発表者は平成4年1 1月の所属

ポスター・ セ ッ シ ョ ン 盛況な来訪者
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ATR研究報告

A T R研究報告
(平成4年10月̃平成5年3月末における学術論文 ・学会発表等一覧。 但し、 一部前号記載漏れを含む)

A T R通信システム研究所

1 . 大西, 竹村, 岸野:' A Hand Shape Rep 1・esentation

for anlnterac tive Environment',CHI ' 92Conf .

(92. 5 )

2.  岸野:'人工現実感一 コ 、・二'f ーシ・ンへの応用一' ,セミナ一開け
ゆく ” 人工現実感' の世界(92. 7 )

3 . 鉄谷: ' レン子キュラ3Dア1スプレl ',単行本「次世代光テクノ口ン一集

成」 (92. 8 )

4 . 河田, 田倉, 太田:'宣言型通信サ一l1ス仕様記述言語か

らプロセス仕様を生成する手法',人工知能と知識処理研

究会 ( 9 2 . 9 )

5 .  石淵, 竹村 , 岸野:' Rea1-Ti n1e Hand S11ape Recog-

nition Usi 11g Pipe-1inelmage P rocessor' ,R0- ,MAN
92(1nt.Workshop on Robot and Human Communica
tion) (92. 9 )

6. 佐藤, 橋本, 寺島:' A Visua1l,ang uage based on

Constrai n t Satlsfaction on the Entity and Re1

The7t h Knowledge -Based Softwa 1 'e Engineering
Conf .(KBSE- 92)(92. 11 )

7 . 原田, 平川, 竹中:' A Conflict Detection Support

Method for Telecommunicaiion Servlce Descripti

ons電子情報通信学会通信、1フトゥェア小特集号(英文論

文誌B)(92. 1 0 )

8 . 境 野, 鉄谷, 岸野:' A Design of Opti 1l1a1 Filter

ing A Gaze-Controller l3ased on A Relationship
lEEE System, Man&Cybernetieslnternationa1

Conference (92 .10 )

9 . 石淵, 竹村, 岸野:' Rea1-Time Hand Shape Recog-

nition for 1llan -Machinelnterfaces' , 1EEE System
Man&Cybe l -neticslnternationalConference (
92. 1 0 )

10. 境野, 鉄谷, 岸野:' Spect ra1 Analysis of Eye

Movements Affected bylmage -Features ' . S I D Ja -

pan Display' 92 (92 .10 )

11.浜田, 安達, 太田:' 、1フトウ,ア修正支援を目的とした設
計フ1aセスの獲得支援方式',情報処理学会第45回金国大

会(92 . 1 0 )  , ,

12. 望 月, 岸野:;自然言語による3次元画像へのアクセス',,

信学会、言語理解とコミュ二'f ーション研究会(92.10)
13. 河田, 田倉, 太田:'宣言型通信サ一l1ス仕様記述言語か

らSDLへの変換法',情報処理学会第45回(平成4年d

後期)全国大会(92. 1 0 )

14. 柴田, 田倉, 太田:'通信サ一1i1、に対する要求理解に関

する一検討',情報処理学会第45回全国大会(92. 10)

15. 安達, 浜田, 太田:' 、1フトゥェア修正支援を目的とした設

計プaセスの獲得方式',情報処理学会第45回全国大会 (

92.10)

16. 力石, T.Hardjono, 荒木, 太田:'閉域通信における

セキ・1ティ機能の検討',情報処理学会第45回全国大会(
92.10)

17. 鳥 山, 岸野:'階層的な3次元物体形状の高能率符号

化',情報処理学会第45回全国大会(92.10)

18 .大西, 竹村,岸野:'画像計測データからの静的手形状

認識',情報処理学会第45回全国大会(92.10)

19. 大谷, 岸野:'熱画像と可視光画像のステレオ統合による

時系距離獲得法',情報処理学会第45回全国大会(92.

10)

20. 望月, 岸野:'対象物知識を用いた協調作業における

3次元対象物操作',第8回とューマン。インタフェ一ス・シン 111ソウi(9

2. 10)

21. 竹村, 岸野:'Ausability Study of a Cooperative

Work Environment Using Virtua1 111orkspa' , 第 8 回

とューマン・インタフェ一ス・シンポンウi(92.10)

22. 大西, 竹村, 岸野:'手画像を用いた動きを含む手振

り認識' ,第8回とューマン・インタフェース,シン 11111ウ i ( 9 2 . 1 0 )

23.竹村, 岸野:'Cooperative Work Environment Using

Virtua1 111orkshop' , ACM1992Conf. on Computer

Supported Cooperative Work(92.11)

24. 森 井 ,  佐藤 ,鉄谷 ,  岸野:'A Technique of Eye-An -
imation Generated by CG , and Evaluation of

Eye -Cont',VisualCommunications andlmage Pro-
cessing' 92 (92 . 11 )

25.望月, 竹村, 岸野:'0bject 1llanipulation and Lay-

out in a3D VirtualSpace using a Combination

1nte11igent Robots and VisualComrnunications

(92, 1 1 )

26.鉄谷, 岸野, 永嶋 美雄, 伴野:' Ste reoscopic

Display lMethod Emp1oying Eye-Position Tracking

and liDTV LCD' , 1nternationalWorkshop on HDTV

92 (92 .11)

27.岸野, 寺島:'VRと新しいコミュニケー シ 要ンについで , コンピ・
タヮールド' 92 (92.11)

28. 高見, 原田, 太田:'通信サ一l1ス記述仕様の確認支援法

信学会 交換システム研究会(92.11)

29. 田倉:'通信yフトウェアの特徴とモァル化' ,第2回 「通信

1フトゥェア ワー クショツ プ 」 ( 92 .11 )

30. 上田 ・ '論理学排除の勧め',第2回 「通信1'フトウェアワー
クシ,, ツプ」 (92 .11)
31.井上, 高見, 太田:'通信システiのおけるフイーチtインタラクショ
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ンの検出と解消支援法', 1nt. WS.on Feature lnter -
actionsln Te11ecomm l1nication Softwa l - (92.12)

32. T.Hardjono, 太田:' Shadow Databases in Multilev

elDatabase Systems using the llpplicated Arc' ,,

1CPADS' 92Int. Conf. on Para11e 1 and Distri-

buted Systems (92 .12 )

33. 横田, 橋本, 佐藤:'概念アー タモ-rルと従属性制約を用い

た言語による仕様再利用の実験' , 、17lウェア工学研究会

( 92 . 12 )

34. 鉄谷, 1章野:'臨場感通信会議における限鏡無し立体

ァイスプレf ',テシt゙ f ヨン学会技術報告(92.12)

35. 中村, 井上, 高見, 竹中, 太田:' Telecomnunica -

tion Service Design Support Using thc Visua1

Se 1 -vice Desc l - i ' , Gし0BECOM' 92 (92. 1 2 )
36. 荒木, 力石, Thomas Hardjono , 太田:'オプン工クト指向

ァータぺースのセキュ '1ティ設計支援手法',暗号と情報セキュ '1テ1シン
ホ1l11ウi(SC IS93) (93. 1 )

37.T. Ha rdjono, 荒木, 力石:' lmproving the Perfor -

mance of Enciphered B 十 Trees' , 1 EICE Transla -
tions or1 Fundamentals of Electronics,Communi -
cat (93. 1 )

38. 荒木, 力石, T. Hardjono, 太田, 寺島:' An Access

Contro1 Mechanism for Object-0riented Data-
based SysteE1s' , IllICE Transactions Fundamen-
t a l s ( 91i. 1 )

39. 佐藤, 横田, 橋本:'概念モァルと形成モァルによるプ口ク'う

L 台成の一考察' , 知能、1フ1ウIア工学研究会(93. 1 )

40. 佐藤, 橋本:'概念モデルと制を用いたプoタラi作成法に

ついで ,電子情報通信学会 知能、1フトゥ,ア工学研究会
(93. 1 )

41. 河田, 田倉,  太田:'端末の動作記述からプaセス仕様の

自動生成にっいで ,電子情報通信学会 知能ンフトウェア

工学研究会(93. 1 )

42. 田倉,  河田, 太田:'端末動作に普目した通信サ一l1ス仕

様記述とその実行環境についで,交換システi研究会(

92. 1 )

43. 大谷, 北村, 竹村, 岸野:'臨場感通信会議における

3次元観画像の実時間表示',電子情報通信学会・とュー

マン:]1・二ケーション研究会(93. 1 )
44.T. Ha rdjono, 力石, 荒木, 太田:'An Algorithm for

Secure Concu 1' rency Controlin the Re f)1icated

Mult',暗号と情報セキュリティシン111:,ウL(SC IS93 )  (93.1)

45. 力石, Thomas Hardjono , 荒木, 太田:'通信ネッlワーク

の持つセキュリテ1問題の検討', 1993年暗号と情報セキュリティ

シンポンウi・(SC I S93)(93. 1 )
46. lshi i  Hirofumi Mochizuki Kenji Kishino Fumio

: ' A Human Motion1 1nage Synthesiging by Mode1

Based Recognition from Ster' , Imagina ' 93(93.2)

47.大西, 竹村, 岸野:' The ManiDulation of Graphics

Objects by Using Hand Gestures' , lMAGINA' 93 (
93. 2 )

48 .井上,高見, 太田:'通信サーピス仕様におけるサーピス競合

の検出法', 1993年2月交換システム研究会(93.2)

49.T.Hardjono, 太田:' Approaches to Secure Delegat

ion in Distributed Systems' , IPCCC' 93(93.3)

50. 高 見 , 原田,太田:'VisualPrototyping System fo

r Telecommunication Service Specification Us' ,,

IPCCC' 93(93.3)

5 1 .鳥山 ,岸野: ' An efficient coding method for oct

ree representations of 3D objects ' , 1993 Pict

ure Coding Symposium(PCS93)(93. 3)

5 2 .和田 ,鳥山, 田中 ,岸野 , ' Reconstruction of an

Ob ject Shape from Multiple Incomplete Range

Date ' , 1993Picture Coding Symposium(93.3)

53. 田倉 ,河田 , 太田:'端末動作記述によるサーピス定義と

その実行方式', 1993年電子情報通信学会春季大会(9

3. 3)

54.原田, 高見,太田:'機能的な知識渡得によるサーピス競

合検出方法の精度向上' , 1993年信学会春季大会(93

3)

55. 高見, 太田:'状態選移規則による通信サーピス記述性の

評価 ' , 1993年信学春期全国大会(93. 3)

56. 井上, 高見, 太田:'サ一l1ス競合における異常な状態邏

移の検出法', 1993年電子情報通信学会春季全国大会

( 93 . 3 )

57 .中村, 田倉,太田: 'ユーザからの通信-llーピス要求i要得の

ための枠組みについで , 1993年電子情報通信学会

春季大会(93.3)

5 8 .和田 ,高見 ,太田 : ' STR記述によるサ一l1ス仕様からMS

Cへの仕様変換法', 1993年電子情報通信学会春季大

会(93.3 )

59. 力 石, T.Ha l-djino, 荒 木,太田: 'ネッ lワークセキュ '1ティモfル
の検討', 1993年電子情報通信学会春季大会(シンポ'f lL
講演) ( 9 3 . 3 )

60.河田, 田倉,太田:'通信サ一l_ス仕様記述からf口セス仕様

を生成する方法にっいで , 1993年電子情報通信学会

春季大会(93.3)

6 1 .榎木,太田, '状態記述要素の分類と 一一般化の一考

察 ' , 1993年電子情報通信学会春季大会(93.3)

62.T. Hardjono, 力石 ,荒木 ,太田 : ' 0 n  Delegation

Chains in Distributed Systems ' , 1993年電子情報

通信学会春季大会(93.3)

63.上田, 田倉 ,太田 : ' ハードゥェア知識を利用した通信サーピス

仕様の創作手法', 1993年電子情報通信学会春季大会

( 93 .3 )

64.大谷,岸野:'熱画像と可視光画像のステレオ統合による

時系列距離画像獲得法の検討', 1993年電子情報通信

学会春季大会(93.3)
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65. 森井, 鉄谷, 岸野:'視線検出装置と連動した限のリア

ルタイ1、C(1ア二;ション', 1993年電子情報通信学会春季大会
(93. 3)

66.鉄谷,岸野:'視点追従形立体表示装置の大画面化の

検討' , 1993年電子情報通信学会春季大会(93.3)

67. 境野, 岸野:' 3次元1111i面像向き r1 イヤーフシーム自動生成法

に関する一検討',電子情報通信学会春季大会(93.3)

68.和田, 鳥山, 田中,岸野:'複数レン ンアータ間の変換値算

出法の検討 Est i ' , 1993年電子情報通信学会春季大

会(93.3 )

6 9 . 梶原 , 北村 , 大谷 , 岸野 : ' 3次元顔面像表示におけ

る皮商表面変形法の検討', 1993年電子情報通信学会

春季大会(93.3)

70. 佐藤:'関数プ11ク'i ミング による通信1フ1ウェア開発の一考察

電子情報通信学会全国大会(93. 3)

71 .西本, 望月,岸野: '発想支援 ンステiに関する一考察',,

情報処理学会 16回(平成5年前期)全国大会(911. 3 )

72. 大谷, 岸野: '熱画像と可視光画像のステレオ統合による

時系列距離画像の獲得',情報処理学会第46回全国大

会(93. 3)

73. 大谷, 岸野:'熱画像と可視光画像のステ1vオ統合による

時系列距離画像入力法の検討', :1ン t ュ ータピ :,ヨン研究会(
( 9 3 . 3 )

74 .中付,  田倉, 太田: '通信 1iL- t゛ス要求理解のための必要
情報とその収集方法についで ,電子情報通信学会

交換システf、研究会(93. 3)

75. 和 田 . 高 見, 太田:'信号1一ケン1、 設計支授手法 一サーe
ス仕様から 1liSCへの変換手法 一 ' , 交換シm ・情報 ,lツ
トヮーク合同研究会(93.3)

76.上田, 田倉 , 太田:' ハー ド,1・f知識に着目したューザ要求
の正当性の検証方式', 交換システ!、研究会(l)3. 3)

7 7 .原田 ,高見 , 太田:'状態選移表生成の精度向上手法

- 一機械的知識獲得による複数端末状態の' , 交換シ7

テf・研究会(93.3)

78. 高見:'通信17トウェア工学のモァル化一開発支援技術の目

的一 (f1;'ションぺ一1 l ) ' ,第1回通信 1フlウェア工学時限研究專

門委員会(l1)3 . 3 )

79. 田倉:'通信 yフl,:,,ア工学のモfル化一通信、1フト ,1rアの階層

開発と開発支授技術の目的一',第1回通信、fフトゥェア工

学時限研究専門委員会(l)3. 3)

80.岸野:'  「次世代画像通信」 4- 1 新しいマンマシンインタフェ

ス',テレe l11 言ン学会誌(93. 3)

A T R自動翻訳電話研究所

1 .  古期, Y. Lepage:' Transfer Driven Machine Trans-

1ation)',French Embassy Bulletin on Computer

Science Research in Japan(92. 9)

2 . 鷹見:'音声認識におけるHMMとその精度向上のため

の手法',平成4年9月音声研究会(92. 9)

3.  Alain Biem, 衫山:'A Hybrid Stochastic Connec-
tionist Approach to Automatic Speech Recogni-

tion' , 1st African Conference on Research in

Computer Science(92.10)

4. D. Rainton, 嵯造我山:' Optima1 Error Criterion

for H和観 11lini 1num 1llisclassification Training' , 1C

SLP' 92(1nt.Conf.on Spoken Language Processing)

(92. 10)

5 . 永井, 北,  森元, 嵯峨山, 樽松:' llardware lmple-

mentation of Realtime1000-word HMM-LR Conti -
nuous Speech Recognition',lCSLP' 92(1at. Conf.

on Spokenしanguage Processing)(92.10)

6 . 加藤, 津崎, 匂坂:' Acceptability and Discrimi -
nation Threshold for Distortion of Segmenta1

Duralion in Japanesel'1ords' , 1CSl,P' 92(1nt.Conf.
on Spokenしang uage Processing)(92.10)

7 . W.N.Ca1np be11:'Prosodic Encoding of English

Speech' , 1CSLP' 92(1nt. Conf. on Spoken Language

Processlng )(92, 10)

8 . 保坂, 竹沢, 浦谷:' Analy z ing Poslposition Drops

in Spo1len Japanese',1CSLP' 92(lnt.Conf.on Spo-
llen Language P l・ocessing)(92.10)

9 . 岩橋, 匂坂:' Speech Segment Network Al1proach

for an Opti fRalSynthesis Unit Set' , lCSl,P' 92(

1nt. Conf. on Spoken Language Processing)(92.1
0)

10. 藤原, 小森, 杉山:' A Phoneme Labe11ing Work-
bench using Hh船1and Spectrogram Reading Know-
1edge' , 1CSLP' 92(1nt. Conf. on Spoken Language

Processing)(l112.10)

1i. i:1-j坂, 海木, 岩橋, 三村, N.W.Ca lapbe11:' ATR o

Talk Speech Synthesis System',1CSLP' 92(1nt.

Conf. on Spoken Language Processing)(92. 10)

12. 111, N. Campbe11, C. 111.Wightman:'Automatic Predic-
tion of Phrase-Boundary Durations for Synthe-
sised English Speech', 1CSLP' 92(Int. Conf. on

Spoken Language Processing)(92.10)

13. 服部, 嵯蛾山:'Vector Field Smoothing Principle

For S1)eaker Adal1 tation' , ICSLP' 92(Int.Conf. on

Spoken Language Processing)(92.10)

14. 小森, D. Rainton:'Minimum Error Classification

Training for HMM-based Keyword Sppotting',ICSL

P' 92(Int. Conf. on Spoken Language Processing)
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(92.10)

15. 大倉, 杉山, 嵯蛾山:'Speaker Adaptation based

on Vector Field Smoothing with Continuous 1llix -
ture Density HMMs ',lCSLP' 92(1nt. Conf.on Spo-
ken Language Processing)(92.10)

16. 海木, 旬坂:' Pause Characte 1 - istics and 1,oca1
Phrase -Dependency Structure in Japanese' , 1CSL

P' 92(1nt. Conf . on Spoken Language Processing)

(92. 10)

17. 永田:' Using Pragmatics to Rule Out Recogn ition

Errors in Cooperative Task-0riented Dia1ogues

1CSLP' 92(I n t. Conf . on Sl1oken Language Pro-
cessing)(92.10)

18. 森元, 竹沢, 永田, 谷戸, 嵯峨山, 轉松:' Enhance -
1aent of ATR' s Spoken Lang uage T ranslation Sys-
tem:SL-TRANS2',lCSLP' 92(l n t. Conf . on Spoken

Language Processing)(92, 10)

19. 北, 森元, 大倉:'Conlinuously Spoken Sentence

Recognition by HMM-LR',1CSしP' 92(lnt. Conf. on
Spokenl,anguage Processing)(92. 1 0)

20. 森元:' Continuous Speec11 Recognition llslng

Combination of Syntactic Constraints and De-
pendency Relationship',1CSu) ' l112(1nt. Conf. on
Spokenしanguage l rocessing)(92. 10)

21. 概沢, 加藤, 11,山: ' A Fuzzy Pa 1・ tition Mode1(FPM)

NeuralNetwor1l Architecture for Speaker - lnde -
pendenlContiMous Speec 11l Recognilion ' , lCSLP' 9

2(Int.Conf. on Spolm Language Processing)(92

10)

22. 山口, 嵯1l我山, 北,  F.K.Soong:' Continuous Mix -
tu l - e Hb観l-LR Using the A 本Algorithm for Contin-
uous Speech Recognition ' , lCSl,P' 92(1ni. Conf.

on Spoken Language Process ing)(92.10)

23. 永井, 鷹見, 嵯出我山:' The SSS-LR ・ Continuous

Speech Recognition System:Integrating SSS-de -
rived A11ophone Models and a Phoneme -Contexe-
Dependent LR Pa rsor ,1CSLP' 92(lnt.Conf.on Spo-
ken Language Processi 11g)(92. 10)

24. 大倉, 杉山 ・' Noisy Speec11 11ecognition lf ith

Codebook Mapping and SegmentalApproaches' , IE

EE Workshop on lnteractive Voice Techno1ogy

for Telecommunications Applications(92.10)

25. 隅田, 室波田:' Example-Based N1.P Techni l1ues-A
Case Study of Machine Translation-',Statisti -
ca11y-Based NしP Techni llaes”(92.10)

26. 匂坂, 海木, 岩橋, 三村:'ATR レ ーTalk音声合成シス

テム',音声入出力機器の現状とl;・ーマン・インターフェイスの課題
(92.10)

27. 岡田:'用例主導型機械翻訳における並列検索手法',

情報処理学会第45回全国大会(92. 10)

28. 鈴木:'対話翻訳における領域知識による補完手法の

検討',情報処理学会第45回全国大会(92.10)

29. 田代, 711(田:'単一化に基づく構文解析における制約

の選択的適用',情報処理学会第45回全国大会(92.10)

30. 山本 ( 早稲田大 ) , 村上 ,嵯蛾山 ,  :'隠れマルコフモテル

による言語モァル自動獲得の検討',情報処理学会第45

回全国大会(92.10)

31. 村上, 嵯蛾山:'H,b無fを用いた形態素解析',情報処理
学会第45回全国大会(92.10)

32. 高橋 ( T I S ) , 松尾 ( T I S ) , 驚 ( T I S ) , 田代 , 永田

: ' ルーアを含む素性構造単一化における構造共有手法

情報処理学会第45回全国大会(92.10)

33. 保 坂 , 竹沢 , 浦谷 : ' 対話アータべ一スを使つた無助詞名詞

旬の分析',人工知能学会第3回言語、音声理解と対

話処理研究会(92.10)

34.村上,衫山 ,渡辺 (北海道大) : ' Hlallを用いた未知
複数信号クラスタリンク問題の検討',電子情報通信学会

音声研究会(92.10)

35. 宮 沢 , 大 倉 , 嵯 蛾 山 : ' 全音素工ル -1ァイックHMMによる教
師なし話者適応',電子情報通信学会音声研究会(92.

10)

36. H.Singer, 嵯峨山:'行列パーザとその11b船暗声認識へ

の応用',電子情報通信学会音声研究会(92. 10)

37. 樽松:'自動翻訳電話のための音声処理と言語処理',,

電子情報通信学会誌(92.10)

38. l l1.Singer, 相 川 ( 視 聴覚 ) : ' Time-Fre(luency Mask-

ing Characteristics Applied to Continuous

Speech Recognition with Continuous Mixture Ht像l

s',日本音響学会平成4年度秋季研究発表会(92.10)

39. D.Rainton ,嵯由我山:'Sentence Leve1 Mini la1um

Error Tralning of Phoneme HMbls' ,  日本音響学会

平成4年度秋季者野究発表会(92.10)

40. 岩橋, 句坂:'音声素片ネットヮーク最適化法によるDI PHON

E素片セッ lの構成',日本音響学会平成4年度秋季研

究発表会(92.10)

41.永井,鷹見,北 ,嵯蛾山: '遂次状態分割法(S S S ) と

LRパーザを統合したSSS-LR連続音声認識手法の文音声
による評価',日本音響学会平成4年度秋季研究発表

会(9 2. 10)

42. 山本 (早稲田大 ) ,村上 ,嵯峨山 : ' HMMを言語モァル

に用いた連続音声認識の検討',日本音響学会平成4

年度秋季研究発表会(92.10)

43.N.Campbe11:'LabeIi .ng an English Speech Data-
base for Prosody英語音声アータぺ一スの韻葎ラぺル',日本

音響学会平成4年度秋季研究発表会(92.10)

4 4 .藤原,小森,杉山: '音素ラべリンタヮークべンチ',日本音響学
会平成4年度秋季研究発表会(92.10)

45.鷹見,永井,嵯蛾山:'遂次状態分割法(SSS)とLRパー
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変動に対する許容度推定 一モーラ位置、 母音種類、 アク

セントの影響 一',日本音響学会平成4年度秋季研究発

表会(92.10)

62. f議見, 小坂,焼識山:'話者方向を加えた遂次分割法

(SSS)による話者共通隠れマルコフ網の生成',日本音響

学会平成4年度秋季研究発表会(92.10)

63. 村上, l磋蛾山:'単語のTrigramを用いた連続音声認

識の1アルゴ '1fム', 日本音響学会平成4年度秋季研究発
表会(92.10)

64. 小坂,鷹見,曜由我山:'話者混合SSSによる不特定話

者普声認識',日本音響学会平成4年度秋季研究発表

会(9 2. 10)

65 .大倉,杉山,嵯蛾山:'混合連続分布Ha船i移動べクトル場
平滑化話者適応方式の文節認識性能の評価',日本音

響学会平成4年度秋季研究発表会(92.10)

66. 山口, 永 井 , 鷹 見 , 大 倉 , 小坂,他 1 6名 : ' ATREUS:A

TRにおける連続普声認識諸方式の比較',日本音響学

会平成4年度秋季研究発表会(92.10)

67. 宮沢, 嵯1町造山:' 全音素エル:17lツクHMMを用いた教師な

し話者適応方式',日本音響学会平成4年度秋季研究

発表会(92. 10)

68. 本ノ山 , 村 上,渡辺 (北海道大) : '話者特徴に基づく

音声セク'11 ンテーションとク フスタリング',日本音響学会平成4年

度秋季研究発表会(92.10)

69. 加藤,  杉山:'ニユーラル1、ットリークを用いた不特定話者の特

徴抽出にっいで,  日本普響学会平成4年度秋季研究

発表会(92.t0)920092

70. 永田:'制約に基づく文法の応用一単一化文法に基づ

く構文解析の実装技術一',「制約に基づく文法」講

演会(92.10)

71 .加藤,杉山:'Fuzzy Partition Models and Their

Incre lmentalTra ining for Continuous Speech Re-
cognit ion', The Journalof the AcousticalSo-

ciety of Japan(92.11)

72 .鷹見,  甲要 (豊橋技科 ) ,嵯峨山 : ' A Pairwise

Discriminant Approach Using Artificia1 Net -

works for Continuous Speech Recognition' , The

Journa1 of the AcoustivalSociety of Japan(92

11)

73. D.Rainton ,嵯町定山: ' 1llinimum Error Classifica-

tion Training of 目全船s-lmplementation Details

and ExperimentalResults', The Journa1of the

AcoustivalSociety of Japan(92.11)

74.W.N. Campbel1:' Speech Timing in Japanese and

llnglish',国際シン ,111ソウム「日本語音声の研究と日本語
教育」(92.11)

75. 伝 : ' 知 能 = { 計 算+制御1 x 信己述+処理} 一知能
の設計理論から見た自然言語処理一 電子情報通信学

会 ・、1フトウェア科学会共催',電子情報通信学会「自然言
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語処理における基本的間題」 ンンホ:ンウ1.(92.11)
76. 友清:'親のない子の日曜日(L ' orphe11n en dlman-

che)機械翻訳における主語の省略補完のついて(Le

calculdu referent du su b jet non exprime en

traduction aatomati (1ue',日仏工業技術(92.11)

77. 栗並, 杉山:' An Optimizat1on of Speaker Mapping

Neura1 l11etwork Using MinimalClassificat1on

Erro r Cri terion',日本音響学会英文論文誌(92.11)

78. 小坂, 嵯峨山:' An Algorithm for Auto1natic HMM

Structure Generation in Speech Recognition ' ,,

Speech Sclence and Tecl11no1ogy-92(92.12)920043

79. 片岸, li.Si nger, 相川, 嵯蛾山:' しinear Filtering

of a Feature Vecior Sequence for Speech Recog -
nition' , Speech Science and Techno1ogy-92 (92.
12)

80. 嵯峨山, 加藤, 杉山, 大倉, 鷹見, 永并, 11.Singer

福沢, 山ロ , 樽松, 村上, 他1名:' ATREUS:Con-
tinuous Speech Recognition Syste lms at ATRln-
terpreting Telephony Resea rch Laboratories' ,,

Speech Science and Techno1ogy-92(92. 12)

81. H.Singer , l嵯建我山:' Suprasegmen talDuration Con-

tro1 with Matrix Parsing in Contlnuous Speech

Recogn ition ' , Speech Sci ence and Technology-92
(92.12)

82. 宮沢, 嵯蛾山:' Speaker -normalized HilM-1ikeli -
hood fo r Selecting a Reference Speaker in

Speaker-Adaptive Speech Recognition ' ,  Speech

Science and Techno1ogy -92(92.12)
83. 鷹見, 永井, 嵯由找山:'Speal{er Adaptation of t11e

SSS(Successive State Sp11tting)-Based Hidden

1lla rkov Network for Contin uous Speech Recogni -
iion ' , Speech Science and Tecl1no1ogy-92(92.12)

84. 村上, 嵯峨山:' An Efficient Algorithm for lllslng

the Word Trigram 1lfodel for Continuous Speech

Recognition ' , Speech Science and Techno1ogy-92
(92. 12)

85. P.Bagshaw:'An Investigation of Acoustic Events

Related to SententialStress and PiLch Move -

ments, in English',Speech Sc lence and Tech -
no1ogy-92(92.12)

86. W.N.Campbe11 , 旬坂:' Auto lmatic Annotation of

Speech Corpora ' , Speech Science snd Techno1ogy
92(92.12)

87. E.Wi11ems , 小坂, 鷹見, 嵯由我山:' A Dynamic Ap -
proach to Speaker Adaptation of Hidden 1llarkov

Networks for Speech Recognition',電子情報通信

学会音声研究会(92. 12)

88. 福沢, 加藤,杉山 : ' FP1ll-LRを用いた不特定話者連続

音声認識の実現',電子情報通信学会音声研究会(92.

12)

89. H.Lucke:'AMethod forlnferencing Stochastic

Context- free (1ra 1nmars Uslng the Theory of Baye

sian CausalTrees',電子情報通信学会音声研究会

(92. 12)

90.匂坂, 浦 谷 : ' ATR音声・言語アータぺース',日本音響学会

誌(92.12)

91. 小林(早1l11書l田大) ,板橋(筑波大) ,速水(電子総
研),竹沢:'目本音響学会研究用連続音声データベース',,

日本音響学会誌(92. 12)

92. 永 井 , 山口, 鷹 見 , 大 倉 , 小 坂 , 福 沢, 加藤,H. s i
nger,村上,杉山:'ATRにおける連続音声認識システム

ATREUS'の諸方式と性能',音声研究会(電子情報通

信学会)(93. 1)

93. 1.Donescu . 加藤,杉山: '二・ーラルネットワークを用いた不
特定話者の特徴抽出と音声認識による評価',音声研

究会(電子情報通信学会)(93. 1)

94. 藤原, 11 .山:'l置t?iと ェキスパ一lシステAの手法を用いた音素
ラぺ 1 ンタワークぺンチ',音声研究会(電子情報通信学会)(9
3. 1)

95.岩橋:'文献紹介「K.Lari and S. J.Young:The Esti -
mation of Stochastic Context-Free Grammars

ljsing thelnside-0utside Algorithm」',情報処理
学会誌(93. 1)

96.林(NTT), 石崎(NTT) ,古瀬,木下(東芝) : '第14

回計算言語学国際会議(COL ING -92)報告',情報処理
学会自然言語処理研究会(93. 1)

97. 鈑 田 , 永 田 , 小暮(NTT ) ,橋田(電総研) ,長尾(、1

二一コンピュータ):'COL I NG' 92Nantes参カl]報告' ,人工知能

学会誌(93. 1)

98. 山口, 燒峨山:'二・ーラルネットヮークによる学習可能な探索
手法を用いた連続音声認識',電子情報通信学会 音

声研究会(93. 1)

9 9 .速水(電子総研) ,板橋(筑波大) ,小林(早稲田

大),竹沢:'Design and Creation of Speech and

Text Corpora of Dia1ogue(音声とテキストによる対話

コーパスの設計と構築)',電子情報通信学会英文論文誌

(93. 1)

100.永田,森元・ ' A Unification -Based Japanese
Parser for Speech- to-Speech Translation' , 電 子
情報通信学会英文論文誌(D)Vo1.E76-D No.1(93.1)

101.飯田,山岡:' Perdlcting the Next Utterance Ling

uistic Expressions Using Contextua11nformatio

n ',電子情報通信学会英文論文誌(D)Vo1.E75-D No
1(93. 1)

102.飯田:'Prospects for Advanced Spoken Dialogue
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Process i ng' ,  電子情報通信学会英文論文誌(D)「音

声対話処理」特集号(93. 1)

103 .北,森元,嵯峨山; ' LR Pa rslng with a Category

Reachability Test Applied to Speech Recogni-

t ion',電子情報通信学会英文論文誌(音声対話処理

小特集号)(93. 1)

104. フi11、井,嵯蛾山, 北 , 菜5・1也(早稲田大):'Three
Different I R Parsing Algorithms fo 1・ Phoneme -

Context-1)el)endentll賽無l-based Continuous Speech
Recogni t ion ',電子情報通信学会論文誌「音声対話

処理」特集号(93. 1)

105.村上, 山本 , 嵯出找山:' Ergodic l11b11Mによる確率つき

ネットヮーク文法の獲得の可能性についで ,言語・音声理

解と対話処理研究会(93. 2)

106.竹沢:' コネクシ iニスl・モァ1しを使った言語処理' , 言 語 ・ 音 声

理解と対話処理研究会(93. 2)

107.隅田:'用例を使つた言語処理' ,人工知能学会研究所

(93 .2 )

108.Cl l ristian Boitet:' C l-ucia1ol1en problems in 1lia-

chi ne Translatlon,11 1nterpretation' , First Sy1n

l1os iun1 on Natu ra 1 l,anguage P l -ocessing ia Thail
and(93. 3)

109.Ch l・ istian Boitet:' Evolution of the thcory and

mel hodlogy of 111T at G renoble sincc32yea l -s ' ,,
Semino r on Natura1l,a nguage Processing&A 1'a -

bization(93.3)

110.竹沢,森元,谷戸,金合木,11lla11t山 , 轉松 : ' AT暗声
言語翻訳実験システムASURA',情報処理学会第46回全国

大会(93.3)

111 .隅田,土井,飯田, 山端:'用例に基づいて英語前置

詞句の係り先決定を行う英日翻訳システi,' ,情報処理学

会第46回全国大会(93.3)

112.岡田:'名詞句「N1のN2] の翻訳正解率とシャfンの

情報最 ' ,情報処理学会第46回全国大会(93. 3)

1 1 3 .大井,隅田,飯田, 極口, 北 野:'用例主導型機械翻
訳の超並列連想faセ,サ1X 1l12による高速化',情報処

理学会第46回全国大会(93.3)

114.浦谷,菜3井, 田代, 田窪 ,定延 ,成田 : '話し言葉の

日英翻訳シ1、テiの評価法' ,情報処理学会第46回全国大

会(93 .3 )

115.鈴木,菊井, 1llark Se-igman , Ha rbert Tropf , 森

元, 樽松:'日独音声言語翻訳実験システム',情報処理学

会第46回全国大会(93. 3)

116.土井, 隅田, 飯田:'用例に基づいて英語前置詞の訳

し分けを行う英日翻訳システ1 ',情報処理学会平成5年

度春季全国大会(93.3)

117.鈴木, 関: ' ATR音声言語翻訳実験システムASl11RAにおけ

る日英変換処理の現状と課題',電子情報通信学会[

言語理解とコミュニケーション] 研究会(93.3)

118.加藤, 津崎, 匂坂:'単語内音額長変動に対する許容

度',電子情報通信学会音声研究会(93. 3)

119.W. 11. Canpbe11:' Detectlng prosodic boundaries

in a speech signa1.額律境界の自動検出',日本音

響学会平成5年度春期研究発表会(93. 3)

120.三村, 岩橋, 匂坂:'単位接続歪みが合成音明瞭度に

与える影響にっいで , 日本音響学会平成5年度春期

研究発表会(93.3)

121.片岸,藤原,杉山:'標準音声学習連続分布1i整紐lの電

語音1fi認識への適応',日本音響学会平成5年度春期

研究発表会(93.3 )

122.福沢,  杉山:'二ユーラルネットヮークを利用した予備選択によ

る大語菓単語音声認識',日本普響学会平成5年度春

季研究発表会(93.3)

123.魔見,宮沢, 永 并 , 嵯a段山:'話者適応型SSS 一しR連続
音声認識方式における標準話者予備選択の効果',日

本音響学会平成5年度春季研究発表会(93. 3)

124.本ノ山,  村上:' 男女性音声特徴に基づく音声セク ? -ション
とクラスタリン11' ,  日本音響学会平成5年度春季研究発表

会 ( 9 3 . 3 )

125. 大倉 ,  杉山, 嵯出lt山:'連続分 11l1llMM移動ぺクトル場話者

通応方式の一検討',日本音響学会平成5年度春季研

究発表会(93 .3 )

126.嵯蛾山,藤見, 永并, H.Singer, 竹 沢 , 谷 戸 , 鈴 木

森元, 搏松:'自動翻訳電話実験システLASURAの概要

日本音響学会平成5年度審季研究発表会(93.3)

127.小坂,Ed1号,ard Wille組s,隠見:'複数の話者適応法に

基づく動的話者適応',日本音響学会平成5年度春季

研究発表会(93. 3)

128.磯谷,嵯題美山, 票津:'付属語のN -gram,自立語のN-
g ramを用いた書声認識' ,  日本青響学会平成5年度春

季研究発表会(93.3)

129.岩橋,  匂坂:'空間多重分割型数ぶ段化法による英語音

声のセタjント継続時間制御モデル',日本音響学会平成5

年度春季研究発表会(93.3)

130.加藤, 津崎, 匂坂:'単語内音額長変動に対する許容

度推定 一特殊モーラの影響',日本音響学会平成5年度

春季研究発表会(93.3)

131.藤原,  杉山:'llN無fとスぺクトaタi1 ' j -f 1ング知識に基づく不
特定話者音素セ'「fンテーションの連続音声における評価',,
日本音響学会平成5年度春季研究発表会(93.3)

132.宮沢, 嵯蛾山:'全音素エル1fティ 1クHh船1を用いた教師な

し話者適応における初期モ7ルの検討', 日本音響学会

平成5年度春季研究発表会(93. 3)

133.嵯蛾山:'最近の音声認識技術と自動翻訳電話',システi

制御情報学会 研究例会(93.3)20235

134. '11:11坂:'音声合成の現状と展望' ,システム制御情報学会
研究例会(93.3)

一 52 -

A T R ジ ャーナルNo13(1993春)



A T R視聴覚機構研究所

1 .  内海 (札幌医大 ) ,  山田, 村上(札幌医大 ) ,  藤井

(札幌医大)本郷,  深津 (礼幌医大 ) ,  中野(札幌

医 大 ) ,  尾田 ( 北 大 ) ,  高畑 (札幌医大 ) : '  Eye

and Head Coordination System Disturbance in

Patients wit h Alzheimer ' ase' , 1992AnnualMeei -
ing for Neuro Science(92.10)

2 .  小原, 相川, 河原:' '1lord Recogn ition Using Audi-
tory Model F l,ont - end lnco l'porating Spatio-
ten1pora1 Mask i n g ' , 1992年ア;'1カ音響学会秋季大会(9
2. 10)

3 .  E.V -Bateson , D. 0stery:' Rigid Boby Reconstruc-
tion of JawMotion in Speech' ,ASJ Face 1lleeting

1992(92. 10)

4 . A.Bie1n, 片桐:' 1ntegrating Feature Extract i on

in the . Classification Process:Lifter Desing

Mnimum Classification erro1' ' , ASJ Fa11Meeting

(92. 10)

5 . 加藤, 津出寄, 匂坂: ' Acceptab11ity and Discrimi -
l1ation Th l・eshold for Distoriion of Segmanta1

Dn i rl Japanese Wo 1 'ds ' , ICS1,1) ' 92(1 n t. Conf. on

Spoken Language Processlng)(92.10)

6 . E.V-Bateson, 平山, 本多, 川人:' The Articula-

tory Dy namics of lt l1nning Speech:Gestures from
Phonemes? ' , lCSLP' 92(1nt. Conf . on Spoken Lang

uage P rocessing)(92.10)

7 . 平山, E.V-Bateson , 川人 , 本多:'NeuralNetwork

Modeling of Speech 1l1otor Cont l'o1', ICSLP' 92(1nt

Con f . on Spoken Language Processing)(92. 10)

8 . 津崎:'llffects of Typicality andlnterstimulus

1nterva1 on the Discri m ination och Stimule:

Within-subject Comparisor' , lCSI P' 92(1nt. Conf.

on Spoken Language Processing)(92.10

9 .  吉松, 山田:' FractalDimensio f1 Analysis of Bi -
nocular Miniatu 1 -e llye Movement Drift Coms of
Alzheimer Patlents ' , lEEE14th E 1llBS Conference

(02.10)

10. 山田:' The Effect of Aging on Eye and Head Co-

ordination' , IEEE14th EMBS Conference(92.10)

11. 山田, 魚森, 本郷:' Deve1opment of a 1llultiple-

Vlewer, BinocuIar Eye Movement Analyzer', Japan

Display92(92.10)

12. 魚森, 山田, 吉松, 村上(札幌医科大) ,  藤井 (札

幌医科大 ) ,  深津 (札幌医科大 ) ,  高畑(札幌医科

大 ) ,  渡辺(札幌医科大) : '  Characieristics of

Gazing Eye Movement for Different Depth Targe-

ts i n Pawith Alzheimer ' s Dlsease' , Society for

Neuroscience22th AnnualMeeting(92.10)

13. 本郷, 山田:'視覚探索中の視覚情報処理と限球運動

の分析' , TV学会視聴覚技術/画像処理/コンl1 ュータピソgン

合同研究会(92.10)

14. 相 川 , 河 原 , 東 倉 : ' Dynamic Cepstra1 Parameter

1ncorporating Time-Frequency Masking andltsa-

tion to Speech Recognition' , The124th Meeting

of the AcousticalSociety of America(92.10)

15. E. V-Bateson , D.J.0stry:'Rigid Body Reconst-
ruction of Jaw Motion in Speech',The 124th

Meeting of the AcousticalSociety ofAnerica(9

2.10)

16. 本郷, 山田:'注視点マスキン11法による視覚探索能力の

解析',第8回tユーマン・インタフェ一スシン;l1ンウi・(92.10)

17. 山田:'頭部・眼球協調運動の年齢による変化の分析

第8回ヒューマン・インタフ・ースシン ,11111ウム(92.10)
18, 山田 ,藤井 (札幌医大 ) , 本郷 ,村上 (札幌医大 )

中野 ( 札幌医大 ) , 魚 森 , 内 海 ( 札 幌医大 ) , 吉

松 , 宮沢 ( 札幌医大 ) , 上野 ,深津 (札幌医大 ) ,,

高畑(札幌医大):'Analys is of the Head and Eye

Coordination in Patients with Alzheimer' Dis-

ease' ,電子情報通信学会英文論文誌D - ]I(92. 10)
19. 五十嵐川人: ' 2層確率場モァルを用いた特徴点から
のェ ッ :/修復',電子情報通信学会二ユーロ-1ンピューティン1f (NC)
研究会(92.10)

20. 杉本, 室田:' 2次元投影像の組合せによる3次元物

体認識',目本応用数理学会平成4年度年会(92. 10)

2 1 .栗田 ,本多 , 垣田:' ロ唇形状を生成する生理学的モァ
ル',日本音響学会平成4年度秋季研究発表会(92. 10)

22. 小森, 片桐:' ス;l1ッティンク'のためのGPD学習法',日本音

響学会平成4年度秋季研究発表会(92. 10)

23.H.Singer, 相 川 : ' Time-Fre(1uency Masking Chara -
cteristics Applied to Continuous Speech Recog-

nition with Continuous Mixturel1,出l' s ' ,  目本音
響学会平成4年度秋季研究発表会 講演論文集Vol.

1(92.10)

24. 片岸 (自動 ) , 嵯蛾山 (自動 ) , 相川 : ' 音声特徴パーフ

j ータ時系列の線形フィルタリングを用いたH,出暗声認識',,
日本音響学会平成4年度秋季研究発表会 講演論文

集Vo1. 1(92. 10)

25.相川,河原,東倉:'時間周波数マスキン 1y特性に基づく

動的スぺクトル特徴',目本音響学会平成4年度秋季研究

発表会 識演論文集Vo1.1(92. 10)

26. 小原(人間情報),相川:'時間・周波数マスキンク特性

を考慮した聴覚フ1ルタによる音声認識',日本音響学会

平成4年度秋季研究発表会 講演論文集Vo1.1(92.1

0)

27. 長石:' 自由手書き文字の効果的収集法の提案と文書

内における変動分析', ヒ・ーマンインタフェ一ス研究論文集(92.
10)

28. 山田:'頭部・眼球協調運動の年齢による変化の分析
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' , ヒューマンインタフェ一ス研究論文集(92. 10)

29. 本郷, 山田:'注視点マスキンタ法による視覚探索能力の

解析',ヒューマンインタ7エース研究論文集(92.10)

30. 山田, 魚森, 本郷: ' 1llultiple Viewe l・ Binocular

Eye 1l1ovement Analyzer for3D Hi-Vision',11DTV

Workshop(92.11)

31. 早 川 ,  西田 ( N T T ) ,  川人: '1:,11情報を用いた陰影
からの3次元形状推定', TV学会視聴覚技術研究会(9

2.11)

32. B. H. Juang , 片桐:' Discri 1n i f1ative Training ' , The

Journa1 of the AcousticalSociety of Japan(E)

(92. 11)

33. 吉松, 山田:'FractalDimension Analysis of Bi -
nocu lar Miaiature Eye Moveme11 ts Drift Cot with
Contro11ed Visua1leed back' , V田th TMINlnte 1 -
nationalSymposi um(92. 11)

34. 工 藤 ( 名 大 ) , 魚 森 ,  山田, 大西(名大 ) 11ノ江 (

名大) : ' り1,オクルーソ 3ンの知覚で生じる注視位l題iの移動

第7回生体・生理工学シン11 ンr'1 1 (92. 11)

35. 魚 森 ,  山田:'奥行き方向への視線移動時の限球運動

特性の加齢効果,第7回生体 ・ 生理工学シン111111L (1)2

11)

36. 早川, 川人, 事;11 :'陰影による形状知覚の階層的計算

モテル',電子情報通信学会論文誌(92. 11)

37. 八木 ( 阪 大 ) , 部薬 (松下電器 ) ,  志沢, 谷内田 (

阪 大 ) : '国際会議' 11CCV ' l112' 報告' ,電子t青部1通信学
会パクーン認識・理解研究会(92.11)

38. A.Duchon, 片桐:' A 1llinimun1-distrotion segmenia -

tion/LVQ hybrid algo r ithm fo r speech recogni-

t ioa',日本音響学会英文誌(92.11)

39. 長石:'視覚の誘導場理論を用いた文字認識の提案 一

A Proposa1of Character Recogniting the Theory

of Field of lnduction on the Retina',11ターン認識

理解研究会(PllU)(92.11)

40. 小原 (人間 ) ,  相川, 河原(人間):'時間周波数マス

キンク特性を考慮した聴覚フlルタによるスぺクトル特徴抽出

1992年12月音響学会 聴覚研究会資料l1-92-59 ( 9
2. 12)

41 .相川, 河原 ( 人 間 ) ,  東倉(人間):'連続型Hb無lを

用いた動的ケ 11'ストラムによる音声認識',音声研究会SP9

2-103(92.12)

42. E. 1llcder1noti, 片桐:' Prototype-Based l1lCE/GPD
Training for Continuous Speech Recognition' , 神

経回路学会第3回全国大会(92.12)

43. 五十嵐 川人(人間 ) : '工ツ端報を用いた画像修復

2層確率場モデルの応用一',神経回路学会第3回全国

大会(JNNS' 92) (92. 12)

44. 魚森, 山田, 本郷:' Hi-Vision立体画像鑑賞時の多

人数注視点分析',第23回1992年画像工学-1ンファレンス(9
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システi工学部会研究会(93.2)

60. 高島:'温度差つき通伝的アル 1fリ1ム',第11回シ1、テ11工学部

会研究会(93 . 2 )

61. 志沢:' ステレオ視におけるlランス 、アレンシーにっいで,電子情
報通信学会 パターン認識と理解研究会(93.2)

62. 片桐:'パタン認識への新しい接近',北陸先端科学技術
大学院大学i1ミ ( 9 3 . 2 )

63. 小原 (人間 ) ,相川 ,河原 (人間 ) : '時間周波数マス

キン1「特性を考慮した我爲 P一フfルクの不特定話者音声認識

における効果', 1993年3月音響学会春季全国大会(

93 . 3 )

64.尾田:'図形概念形成時の文脈依存性に及ぼす文脈長

の影響' , 1993年電子情報通信学会春季大会(93. 3)

65. 吉松, 山田: ' 水平両限固視徴動ドリ7ト成分の7ラクタル次

元解析における他成分の混入可能性', 1993年電子情

報通信学会春季大会(93. 3)

66. 高畠: '温度付き適伝的アルfリ「iにおける交差の効果',,

1993年電子情報通信学会春率大会(93.3)920157

67. 本郷, 山田:'注視点マスキン11による文字情報獲得過程

の分析', 11)93年電子情報通信学会春季大会(93. 3)

68. 高1器:'温度差つき選伝的アルコリl1ムの収東',電子情報通

信学会情報理論研究会(93.3 )

69. 五十嵐:' 2層確率場モデルを用いた組合わせ最適化問

題の解法一-平均場近似 一 ',電子情報通信学会二ユーロコピ
ーテl ノグ研究会(93. 3)

7 0 . 栗田 ( 金沢工大 ) , 本多 , 河野 ( 東京医大 ) , 垣田

(金沢工大) :口醫形状変化と母音の知覚,日本音

響学会書期大会(03.3)

71. 相 川 , 河 原 ( 人 間 ) , 東倉(人間):'カ'ウス型平滑化

窓を用いた動的ケプスト11、による音声認識' ,日本音響学

会平成5年度春李研究発表会(93. 3)

72. 平井, 本多: ' F0変化と喉頭軟骨の回転に関するMR1

画像の分析' .日本音響学会平成5年度春華研究発表
会(93. 3)

73. 党 ,  ( 人 間 ) , 本 多 , 鈴 木 ( 静 大 ) : 'MRl画像によ

る算腔および副制空の計測',日本音響学会平成5年

度春季研究発表会(93. 3)

74. 山田:限球運動を用いた視覚情報処理機構の分析',,

テレピ学会 視聴覚研究会(93.3)

75. 尾田:'顔画像アータ検索時の検索特性についで ,とューマ

ンインタ7エース研究論文集(93. 3)

A T R人間情報通信研究所

1 . 矢野,伊藤(NHK) ,黒住(NHK) : ' 9.視聴覚技術(テレl1

ンョン年報)',テレl1ンョン学会誌92年7月号(92.7)

2 . 矢野, 済山(NHK) '立体画像の与える心理効果',電

子情報通信学会誌8月号(92. 8)

3 .  矢野, 三橋(NHK) '両限融合立体視の奥行き運動知

覚と時間周波数特性', 1992年電子情報通信学会秋季

大会(92.9)

4 . 東倉:'ATR人間情報通信研究所の設立' ,  JNNS二ユースレタ

- (92.10)
5 . 五味,川人 : ' 小脳における運動学習適応系モァル

̃計算論と生理学̃',応用物理Vol.61.No.10(92.

10)

6 . 矢野:'両限融合可能な視差の範囲一視標の大きさと

空間周波数の変化に対する検討一 ' ,電子情報通信学

会論文誌D- II (92. 10)
7 . 加 藤 , 津 崎 , 匂坂(自動):'単語内音韻長変動に対

する許容度推定 ̃モーラ位置、母音種類、アクセントの

影響̃',日本音響学会平成4年度秋季研究発表会(9
2.10)

8 . A.Lea:'A 11lode1of Concurrent VowelSeg regation

Using an Im1l lea1entation of the Subtraction

Strategy ' ,  日本音響学会平成4年度秋季研究発表

会(92.10)

9.小原,相川:'時間・周波数マスキンク特性を考慮した聴

覚フィルタによる音声認識',目本音響学会平成4年度秋

季研究発表会(92. 10)

10. 党 , 本 多 ( 視 確覚 ) , 鈴 木 ( 静 岡大 ) ; ' 連 続 音声に

おける軟口蓋の動きと等価開口面積率の推定',日本

音響学会平成4年度秋季研究発表会(92.10)

11. 田中 ,津崎 ,加藤 : 'モーラ構造を模したク '1 ツク音系列に
おける空虚時間の弁別',日本音響学会平成4年度秋

季研究発表会(92. 10)

12.相川,河原,東倉:'時間周波数マスキン11 特性に基づく

動的スぺクトル',日本音響学会平成4年度秋季研究発表

会(92.10)

13. 川戸:'複数画像からの3次元情報の抽出̃2回逆投

影法̃',情報処理学会第45回全国大会(92.10)
14.足立:'トライオン神経回路網が生成する音楽のスべクトル分

析',情報処理学会第45回全国大会(92. 10)

15. 加 藤 , 津 崎, 句坂 (自動 ) : ' Acceptability and

Discrimination Threshold for Distortion of

SegmentalDuration in Japanese 111ords ',ICSLP

92(Int.Conf.on Spoken Language Processing)(92

10)

1 6 . 津崎 (視聴覚 ) : ' Effects of Typicality and

lnterstimulus Interval on the Discri H1 ination

of Speech Stimuli: 111 ithin-subject comparison
lnternationa1 Conference on Spoken Language
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Processing(92. 10)

17. 和田, 川人:'最小化原理に基づいた腕の軌道生成:''

最小化原理に基づいた腕の軌道生成', FANシン ;11'M(9

2.10)

18.M. Dornay, 字 野 ,  川人, 鈴木:' Different Contro1

Strategies for Movement and Posture ' , Society

for Neuroscience (92.10)

19. 矢野:'両限融合視における奥行き運動知覚:'両眼融

合視における奥行き運動知覚',TV学会視聴覚技術/

画像処理・コンピュータピ -f ヨン合同研究会(92. 10)
20.五味, 小池, 川人: ' Measure111ent of the Stiffness

During Mu l t i - jo i 益 t Arn1 Movements ' , 14th Annua1

Inte l-nationalConference of ihelEEE EMBS(l112.

10)

2 1 .小原 ,相川 ,  河原:'Wo l -d Recognitioa usiag Aud i -
tory Mode1 Front -end lnco l -porating Spatio-
telnpo ra1 1llas11 ing ' , 1992年111リ力書響学会秋季大会

(92. 10)

22.A. Lea:'A 1l1ode1of Concurrent VowelSeg 1・egation

Usi ng anlml)1ementation of the Subtraction

St rategy ' , Aco ustlca1 Society of America F 1i l1

Meeting(92.10)

23. 相川, 河原, 東倉:'Dyna n11c Cepstral Paraa1e ter

lnco rporating Tia1e - F 1'e l1 uency 1llasking andlts

Application io Speech Recogn ition ' , 1lleeling of

the AcoustlcalSociety of Ame l' ica(92.10)

24. 東倉 : ' Discri ln i f1ative Training for Speech

Recognitio益',T11e Journa1of the Acoustica1

Society of Japan(E)Vo1 . 13, No. 6(92.11)

25. 川人, 五味:'T11e Cerebe11um and Vl11R/0KR しear-

ning Models' , TrenOs in Neurosciences Vo1.15.No

11(92.11)

26. 本郷(NTT), 乾(京大) ,  川人:'明るさ知覚の計算

理論と神経回路モfル ̃充i規過程のマルコフ確率場モ -rル
̃',電子情報通信学会論文誌J75-D IINo.11(92. 11)

27. 川戸 : ' 3D Shape Recove r y by Octrec Voti f1g

Techn1(1ue , SP I EConf . onlnte11igent Robots aad
VisualCom1nunications(92.11)

28. 設榮 ( 電総研 ) ,  河野 (電総研 ) ,  五味, 川人 : ''

l, inea r Reg 1・essio11 Analysis of Relationship

Between Si a1ple Spike Activity of Pu 1'kinje

Ce11s' , T1l11Nlnt.Symp.:Role of the Ce rebe11um

and BasalGanglia in続(92. 11)

29. 足立:'トライオン回路網及びその生成する音楽のスぺク1ル

分析',室關工業大学 情報工学科セミナー (92. 11)

30. 小-1也, 本多, 平山, 五味, l1. V-Baleson , 川人: ' 筋
電を用いた人腕の7オリー ドタイナミク1、モデル',第7回生体・生

理工学シンホ1M(92.11 )

31. 平 山 ,  E. V-Bateson, 本多, 小?也, 川人:' Physio -

1ogica11y Based Speech Synthesis' , NIPS' 92(lEEE

Conf.on NeuralInformation Processing Systems)

(92.11)

32.字野, 福村 ( 東大 ) ,  鈴木 ( 東大 ) , 川人 : ' 1nte -

gration of Visualand Somatosensorylnforma-
tion for Preshaping handln grasping alovements
N I PS' 92(IEEE Conf.on NeuralInformation Pro-

cessing Systems)(92.11)

33. 五味, 川人:'Adaptive Feedback Contro1 Models

of the Vestibu1ocerebe11u 1n and Spinocerebe11u 1n

Bio1ogica1 Cybernetics Vo1. 68.No.2(92.12)

34 . 川人 五味:' A ComputationalMode1of Four Re-
gions of the Cerebellum based on Feedback-

error Learning' , Bio1ogicalCybernetics Vo1.68.

No.2(92.12)

35. 足立:'トライオン回路網及びそれが生成する音楽のスぺクl

ル分析 ' , 神経回路学会第3回全国大会(92. 12)

36. 赤 松 ,  佐々木(NTT), 深町(NTT), 末松(NTT):''

Target1 1nage Extraction fo r Face Recognition

Using the Sub-Space Classification 1llethod' , IAP

RWorkshop on Machi ae Vision Al1plications(92.l2)

37. 田中 ,津崎 ,  加藤:'モーラ構造を模したク 1ック音系列の

知覚にっいで ,聴覚・音楽音響研究会(92.12)

38. 安藤:' 3次元構造情報の動的複元と統合', パターン認識

と知覚モァル(P&P)研究分科会(92. 12)

39 .川人: ' 脳の計算理論', NTT NeuralNetwo rk Forum' 9

2(92.12)

40. 相川 (視聴覚 ) ,  河原, 東倉:'連続型11b船1を用いた

動的ケfストラムによる音声認識',音声研究会(92.12)

41. 川人:' ATR人間情報通信研究所第3研究室:'ATR人

間情報通信研究所第3研究室' , Newsletter Re -

search on HFSP in Japan(93. 1)

42. 字 野, 川西 ( 東大 ) ,  管田 ( 東 大 ) ,  鈴木(東大)

:'多関節腕の繰り返し制御と逆タイナミクスモァルの学習',,

電子情報通信学会論文誌 平成5年1月号(93. 1)

43.川人:'運動系チュートリアル:' 運動系チ・ートリアル',重点領域
研究 「11l11の高次機能」冬のワークショ ,プ(93. 1)

44. 矢野:'立体画像の視覚心理特性に関する考察',画像

処理技術実利用化研究会。 第15回見せる技術研究クル

一フ1会議(93. 1)

45. 河原:'神経回路学会第3回全国大会を終えで, JNNS

News Letter(93, 2)

46. 川人:'視覚パターンの知覚、認知過程及び視覚大脳皮質

の計算理論',ATR先端テク jロ1ーシリーズ視聴覚情報科学(9

3. 3)

47. 川人:'運動制御への応用',ATR先端テクj a ンーシリーズ二・ーラ
ルネットワーク応用(93. 3)

48. E. V-Bateson, 平山, 和田, 川人:' Computationa1

Modeling of Speech Production:Concept Meets
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Phenomenon',ASJ/lE I CE Joint Technical Meeting

( 93 . 3 )

4 9 .党 , 本多,鈴木(静岡大) : '算腔形状の計測と録腔

音響特性の分析',I應覚研究会(93. 3)

5 0 . 加藤 ,津崎 , 勾坂:'単語内音書員長変動に対する許容

度',電子情報通信学会音声研究会(93. 3)

5 1 . 党 , 本多 ,鈴木 (静岡大 ) : ' 1llR1画像による算腔お

よび副算腔の計測',日本音響学会平成5年度春季研

究発表会(93.3)

52. 相 川 ( 視 聴 覚 ) , 河 原 , 東 倉 : ' 1fウス型平滑化窓を用

いた動的ケプストフムによる音声認識', 日本音響学会平成

5年度春季研究発表会(93.3)

53.津崎 ,加藤 ,田中 : '修復された音韻長の知覚につい

て 一弁別闘による検討一',目本音響学会平成5年

度春季研究発表会(93.3)

54.小原,相川(視聴覚),河原:'時間周波数マスキン1「 特

性を考慮した生爲半フイルタの不特定話者音声認識におけ

る効果,日本音響学会平成5年度春季研究発表会(9

3 . 3 )

5 5 .加藤 ,津崎, 匂坂(自動):'単語内音額長変動に対

する許容度推定 一特殊モーラの影響一 ' ,日本音響学

会平成5年度春華研究発表会(93. 3)

56. 山田:'日本人が発話し ,た英語/r//1//w/音の評価
アfリ力人、日本人による同定テスl - ' ,日本音響学会

平成5年度春率研究発表会(93.3)

57. 山 田 , 東 倉 , S - E. Lively(インァイアナ), D- B. Pisoni(インァ

ィアナ), 山田(阪大): '英語/r//1/音の聴取訓練',日

本音響学会平成5年度春季研究発表会(93.3)

58. A.Lea , 津崎, Summer「ield. Q( 1llRG-1 . H):' 1l1onau ral

Segregation of Competing Voices:Perceptual Ex -

periments ',日本音響学会平成5年度春季研究発表

会(93.3 )

5 9 .田中 ,津崎 ,加藤 : 'モーラ構造を模したクリック系列の知

覚:'モーラ構造を模したク '1 ツク系列の知覚,日本音響学
会平成5年度春季研究発表会(93.3)

6 0 . 五味 ,設楽 ,河野,川人:'逆タイ十ミクス表現によるサル小

服善傍片葉力レキンェ細理1l1発火パターンの再構成',電子情報通

信学会 NC研究会(93. 3)

6 1 . 小川 ,西并 ,字野,鈴木:'工ネルf一効率を最適にする

多足歩行1lターンの研究',電子情報通信学会・MEとバ ・lオサ

イバネティクス研究会(93.3)

62 .和田, 小池,川人:'最小化原理に基づいた書字運動

モデル',電子情報通信学会二ユーロコンピューティン1y 研究会(93.

3)

63. 小池, 川人:'神経回路モァルを用いた表面筋電信号か

らの人腕の軌道生成',電子情報通信学会二ユーロコンピューテ

ィン1「研究会(93 . 3 )

6 4 .光山 ,西井 ,宇野,鈴木:'筋スティフネス調節機構を持つ

た上腕の運動制御モァル ',電子情報通信学会二ユーロコンピュ

ーティン1「研究会(93. 3)

65. 川人 五味:'Feedback-error-1earning as a
Supervised Motor Learning Scheme' , lEEEInt.Work

shop on Neuro-Fuzzy ControlInvited Paper(93.3)

66. 川人:'7イー ドバ゛yク誤差学習型制御とその応用:'フ1一 ド11ツ

ク誤差学習型制御とその応用',最近の制御理論とそ

の応用シンホ?fウ i,(93. 3)

67. 川人, 五味:'Feedback-Error-Learning Mode1of
Cerebe11ar Motor Contro1 ' ,  第8回東京都神経研

国際シン ,11シウム(93. 11)
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A T R光電波通信研究所

1 .  藤1額, 野原, 上原, 中條:' Broadband Mobile Sat-
e11ite Communication System by LE0-SATs and

OpticalISLs' , Gl,0BECOM' 92(92/12)

2 . S.Giugni, 川島, 佐野(関西学院), 藤原(九工大

):Llight Power Dependencc of E l ectro-0ptica1

Transmission inlnGaAs/A IGaAs 1llultiple Quantum

We11s , Journa1of App11ed Physics (92. 1 2 )

3 . D. Love11, 武部, 山本, 稲井, 小林, 渡辺:' Estima

tion of t11e Surface State l[)ensity of N - type(11
1)A GaAs Grown Usir1 g Molecular Beam Epitaxy' ,,

Japanese Journa1of Applied Physics

4 . 中條:'移動体衛星通信用アクテ17アレーアンテナ' ,平成4年度

電気関係学会束海支部連合大会シンポシウi (92 .10 )

5 .  有本, 澤田(通信放送), 廣本(通信総研), 有賀

(通信総研)',静止衛星の光学追跡における画像処

理',第36回字商科学技術連合講演会(92.12)

6 .  金田:' Rayleigh Fadi f1g伝送:iテルにおけるForward -
Only Conte 1 - p 1・opagation Netwo1-k適応等化器の評
価 ' ,  第7回7-l 11タ1l信号処理 1,ンポン l l f , ( 92 . 11 )
7 . 古演:'光衡星間通信技術の動向(字商から個人まで

の通信i、ットr1一クを目さして) ' ,  特別セミナー「情報通

信の新しい研究開発の動向にっいて」 (92. 10 )

8 . 細 田 ,  川島, 渡辺, 藤原(九工大) ヮ二工・シ,タルク局在
型S -SEEDにおける準安定状態選移',電子情報通信学
会 光・量子エレクトロニクス研究会(92.10)

9 . 北沢(茨城大 ) ,  D. Polifko , 小川:' Simp11fled A

nalysls of Coplanar Waveguide for1, iNb030ptic

a1 1l1odulator by VariationalMethod' ,電子情報通

信学会英文論文誌(92.11)

10. 村口(NTT), 松村(字都富大), 山本(NTT), 竹内

金子(NEC) 191)2年ヨ一一l・マイク 重波会議出席報告',,
電子情報通信学会 マfク f波研究会(Nl11)11月の研究会

( 92 .11 )

11. P. Davis:'光カオスとその応用',視聴覚情報研究会(A

V IRG)11月例会(92. 1 1 )

12. 古濱:'情報化社会と電渡利用',「高度情報Network

Service」誌(92.12)

13. 村上, 中條,  藤顧:'スロッ l結合円偏波マイク oストリップアンテナ

の端子間相互結合特性',電子情報通信学会 ァンテナ伝

播研究会(92 .12 )

14. 小川:' 光7ア イ11ミ 1波伝送技術' , ミ 1波デパイス・材料・システL

調査専門委員会(92.12)

15. 稲井, 山本 , 藤井, 武部, 小林 ElectricalChara

cterization of Late l 'a l P - N Junctions G 1・own on(

111)A GaAs Nonplanar Subst 1・ates by Molecular B

eam Epitaxy ' ,  Japanese JournaI of Applied Phys

ics Vo1.32No.1part1 ( 93 .02 )

16. 中條, 藤1額, 新井 (横浜国大 ) ,  後藤 (東工大 ) : '

円環パッチを用いた2層構造コン7tーマルアレーアンテ-1の試作',,

1993年電子情報通信学会春季全国大会(93.03)

17. 上原(東芝),藤瀬:'多段ファソイ推論に於ける条件命

題の抽出と各段の機能にっいで , 1993年電子情報通

信学会春季全国大会(93.03)

18. 大鐘:'セルーフ基地局のアンテナ指向性制御による周波数利

用効率の改善', 1993年電子情報通信学会春季全国大

会( 9 3. 03)920159

19. 馬場, 上綱 ,末松 , 小川:' HEMT光検出器の雑音特性

1993年電子情報通信学会春季全国大会(93.03)

20.村上,中條,藤瀬:'スロット結合形マイクロストリップアンテナにお

ける給電線路インピータンスの影響', 1993年電子情報通信

学会春季全国大会(93.03)

21.竹内 ,中條 ,藤願 : 'ス口・ 1 ト結合マイクロストリ゛1 1fアンテナの背面

放射特性Back1obe of a S1ot-Coupled Microstri

p Antenna ' , 1993年電子情報通信学会春季全国大会

(93.03)

22.金田:'Forward-0nly Counterpropagalionネットヮークを
用いたァイ :/タル伝送路等化システムの評価', 1993年電子情

報通信学会春季全国大会(93.03)

23.高橋,中條,千業,藤1額:'移動体衛星通信用D11Fアン

テナにおけるA/D変換器の必要E'ット長に関する実験

的考察', 1993年電子情報通信学会春季全国大会(93

0 3 )

2 4 .有本 ,藤顧 , 小 池 ( 東 芝 ) , 石灰(llOYA):'衛星間通

信用高精度光アンテナの開発', 1993年電子情報通信学会

春季全国大会(93.03)

25. 平塚, 小川:'方向性結合器を用いたトランスパーサルフイ ルタの

特性', 1993年電子情報通信学会春季全国大会(93.0

3 )

2 6 .藤井 (通信総研 ) ,飯塚 ( ト aン ト大 ) ,大鐘 ,下田平

:'高分解能ステップ周波数レーザレータ', 1993年電子情報通信

学会春季全国大会(93. 0 3 )

27. 末 松 , 馬 場, 上網,小川: ' MM I C HBT光検波器の周波

数応答特性' , 1993年電子情報通信学会春季全国大会

(93. 0 3 )

28. 上細 ,馬場 ,小川 : ' MMICプロセスを用いたモノシリックイ1-1事1f1
圧型光・マイクn波周波数アップコンパータ', 1993年電子情報通

信学会春季全国大会(93.03)

29. 山 田 , 中 條 , 千 葉 , 藤 願 : ' 7 ア fバ出射光をイ .1-/に用い
た光制御アレーアンテナ実験系の検討, 1993年電子情報通

信学会春季全国大会(93.03)

3 0 .有本 ,木村 (郵政省) ,川 1額 (郵政省) : '日本付近

を対象とする移動体衡星通信システムの検討', 1993年電

子情報通信学会春季全国大会(93.03)

3 1 . 有本 ,藤瀬 ,井上 (三菱電機 ) , 周回衛星搭載用光

通信捕捉追尾系の試作' ,電子情報通信学会宇宙・航

行エレクトロニクス研究会(93.01)

32. 小川, H.Thomas:'光フ7イパを用いた50GHzH帯FM信号伝
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送実験', 1993年電子情報通信学会春季全国大会 (93

03 )

33.稲井,斉藤(NK11 ) ,山賀(NHK) ,藤本(NHK) ,渡辺

: ' (1aAs(111)Aパタン基板上の横方向p -n接合からの電
流注入発光( II ) ' , 1993年春季第40回応用物理学関

係連合講演会(93.03)

34.稲井, 斉藤(NKH) , 山賀(NHK),藤本(NHK),藤井

渡辺:' GaAs(111)Aパタン基板上の横方向p -n按合の
電流注入発光およびCLによる評価' ; 1993年春季第

40回応用物理学関係連合講演会(93. 0 3 )

35.大田原,津久井:'アセン類の3次元分極率(r)の計算

日本化学会第65回春季年会(93. 0 3 )

3 6 .武部 ,藤井 , 山本, 小林(NHK),渡辺:'HFtH202i112

0混合液の選択工ツチンク'特性 I .エッチンク'プ97アイル' , 1993年

春季第40回応用物理学関係連合識演会(93. 0 3 )

3 7 . 武部 ,藤井 ,山本 , 小林(N11K),渡辺:'11F1H202iH2

0混合液のCaAs選択工 ,チンク'特性 1I .異方性の制御',,

1993年春季第40回応用物理学関係連合講演会(93.0

3 )

38.武部,藤:月:,山本,藤田,渡辺:'GaAs(111)A基板上

の(110)関数側壁を有する三角形 '1 y力lクーンへのMBE
成長' , 1993年春事第40回応用物理学関係連合講演

会( 9 3. 0 3 )

39.武部,藤并,山本,藤田,渡辺:'GaAs (111 )Aパターン基

板上GaAsMBE成長-(001)パターン基板との比較一 ' , 19

1)3年春華第40回応用物理学関係連合識演会(93.03)

40. 篠 田 , 山本 ,稲井 ,渡辺 : ' GaAs (111)A面におけるドー

パントの低拡散性', 1993年春季第40回応用物理学関係

連合講演会(93. 0 3 )

41. 堀 ( 通 信 総 研 ) , 飯 車 ( 通 信 総 研 ) , 大 滝 , 中 條 : ''

球面および平面走査近l旁界測定法より得られる波源

分布の比事交' , 1993年電子情報通信学会春季全国大会

(93. 0 3 )

42. 堀 ( 通 信 総 研 ) , 飯 草 ( 通 信 総 研 ) , 大 滝, 中 條 : ''

導波路型ミリ波光変調器のオンウ,11評価方法の提案', 19
l113年電子情報通信学会春季全国大会(93.03)

43. 山 本 , 稲 并 , 武部,藤井,篠田,渡辺: ' ( 1 1 l ) A面 l l a

Asの成長表面ホモa ンーと表面ストイキt fトリー', 1993年春季

第40回応用物理学関係連合講演会(93. 0 3 )

44. 山本 ,機田 ,武部 ,渡辺 : ' ( 1 1 1 ) A面GaAs上へのSeドー

プGaAsの 1llBE成長',]993年春季第40回応用物理学

関係連合講演会(93. 0 3 )

45.山本, 稲 井 , 武部,渡辺:'(111)A面GaAs段差基板を

用いたサプパンドp-n接合の提案と作製', 1993年春季第

40回応用物理学関係連合講演会(93.03)

4 6 .細田 ,富永, 渡 辺,藤原(九州工大):'ポテンシ・ル関数
法によるS-SEED系の大域的安定性の解析', 1993年春

季第40回応用物理学関係連合講演会(93.03)

47.山本,稲井,渡辺:'(111)A面GaAs上へのウルツ鉱型A1

AsのMBE成長', 1993年春季第40回応用物理学関係連

合講演会(93. 0 3 )

48. 稲 井 , 山本 ,藤井, 武部,渡辺:'(111)A 1 lターン基板上

の横方向p-n接合からの発光現象', 1993年春季第40
回応用物理学関係連合講演会(93.03)

49.富永,細田,渡辺,藤原(九州工大):'ワ二工シュタルク型

SEEDを用いた光変調の解析', 1993年春季第40回応用

物理学関係連合講演会(93. 0 3 )

50.篠田,山本,渡辺:'基板/成長層界面残留カ一11ンの面

方位依存性', 1993年春季第40回応用物理学関係連合

講演会(93 .03 )

5 1 . 稲井 ,山本 ,藤井 , 武部,渡辺:'(111)A基板上のA1

GaAs/GaAs'、テ n構造p-n接合', 1993年春季第40回応

用物理学関係連合講演会(93. 0 3 )

52.津久井,大田原:'長鎖アルキル基およびドナー・アクセプ ターを も

つアセン類の合成と物性',日本化学学会第65春季年会

(93 .03 )
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ATR音声潮組言研完所山練A社長、前島賞 't受賞
去 る 3 月 9 日 、  ㈱エ イ 。 テ ィ  。 ア ール音声翻訳通信研究所の山崎泰弘社長は(財)通信
協会の長田会長から前島賞を受賞されま  した。
前島賞は通信事業の進歩発展に著しく貢献した個人に贈られるものです。
山崎社長はデ ィ ジ タ ル フ ァ ク シ ミ リ の R  E A D方式の基本原理の考案、およびG3、
G 4 フ ァ クシ ミ リ通信の国際標準化に寄与した功績が認められたものです。

受 宣 者 系 召 一f t- (平成4年1 0月̃  外部団体からの受賞)
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〇情報処理学会
第4 5回全国大会奨励賞
受 賞 者  ATR人間情報通信研究所

客 員 研 究 員  足立  整 治
受賞対象 「 ト ライオン神経回路網が生成する

音楽のスぺクトル分析」
受 賞 日  平成5年3月2 4日

〇科学技術庁
第 5 2回注日発明
受 賞 者  ATR自動翻訳電話研究所

研 究 員 北 研 二
研 究 員 川端  豪
研 究 員 斉 藤  博 昭

受賞対象 「連続音声認識装置」
(出願公開番号特開平2 -113297号)

受 賞 日  平成5年4月1 2日
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A T Rの動向

メa系重テ一一 タ ぺ一 _ス 、  手 ク ニ カ ノレ
レ -1l° ー  ト ? ?._果取ノ売 11こ つ し、一て

/研究用デー タベー ス

A T Rでは、  音声認識、 青声合成および青声知覚等の研究に用いる、 大語彙の高品質な研究用日本語

音声デー タ ベー スを構築しており、単語音声デ一夕( 8 , 500語/話者)  2 0 話者 、文章音声デー タ
(10, 000語,'話者)  2話者にっいて、全国の多くの大学、企業の研究所等に販売を行って、 ご利用を頂
いてお り ます 。更に 、単語 ・ 文章首声デー タ(751語及び孤立文章音声150文章) 1 5 ̃ 2 0 話 者 を

1セットに格納した多数話者音声デー タベー ス、また自然言語処理等の研究を目的として、模擬対話実

験を基に構築した対話デー タベー スを整備しており、 ご利用頂くべく販売しています。
以下に、 音声デー タベー スおよび対話データベー スの内容にっいてご案内いたします。

研究用日本語音声データベー ス

( セ ッ ト A )  「単一話普〕

N0 話 者 内 容 種 類 標準規格 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

M 入 U

「、/1 ]E-I ア
F X]11、、:「
F S 0

F X  S

F -YM
M? -K
M M W

M M S

M ]、:「 M
M X M

F F S

F Y 「v]1
F M S

F I KM

F 入 F

F で X

M ア '「

M 「 M

M S H l

(男性アナウンサー )

(要3性-1- レ ー タ)
(女性ナし一 タ)
(女性ア'ウンサー )
(女性アナウンサー )

(女性アナウンサー )

(男性1- レ ー タ)

(-99性ア1トウンサー )
(男性アナウンサー )

l:111i性 1 ナウンサー )

(男性アナウンサー )

(女性アナ,tンサー )

(女性1t ー タ)

(女性アナウンサー )

(女性ア1・ウンサー )

(女性ア1・,ンサー)
(女性ア ・1ウンサー )

(男性ア 1-ウンサー )

(男性アナゥンサー )

(男性アナウンサー )

単語音声テータ

( 8, 500語)

サンプリング周波数

12kHz 1回発声の11

まfli

20kHz 1回発声

・unixシステムの

tarコマンドで格納

話者毎に販売

します。

・1プロ fク512パイト

20プロックl1 プロック化

・MT記録密度

12, 500ftpi

150Mアータ力一トリ 1 ン

サンフ'リン11周波数

12kHz又は

20kHzの、

どちらかを

ご指定下さい

( セ ッ ト B )  [単一話者

51
(男= 連 続 : ラベル付 基本周波数・言語書員律情報付

文節:

文章音声データ
503文(10, 000語)
サンプリング周波数
12llHz 連続発声のる
ま f l1l20111tlz連続発声
および文節区切発声

/ / / /

52 M・一 X
(男性ナレ ー ク)

連 続 : ラベル付
文節:
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M :H ( )
(男性ナ レ ー タ)

連続:  ラベル付
文節:

連 続 : ラベル付 基本周波数
文節:ラベル付

連続:ラベル付
文節 : ラベル付

連続 : ラベル付
文節 : ラベル付

連 続 : ラベル付 基本周波数
文節 : ラベル付

連続:ラベル付
文節:

連 続 : ラベル付
文節:ラベル付

連 続 : ラベル付 基本周波数
文節:

53

Ma -r
(男性ナレ ー タ)

文章音声データ
503文(10, 000語)

サンプリング周波数
12kHz 連続発声のる
ま1.:lま20kl iz連続発声
および文節区切発声

/ / / /

54

M M W
(男性アナウンサー )

M S ][i
(男性アナウンサー )

55

56

F K 「、J
(女性 1、 l, ー タ)

F :K S
(女性ナレ ー タ)

57

58

F で K 1
(女性アナf, ンサー )59

F YM
(女性十 レ ー タ )60

( セ ッ ト C )  〔多数話者j

N 0.

話 者 内 容 標準規格 備 考

C 1 -M 0 1

C 1 - F 0 1

C 2 w M 0 1

C 2 - F 0 1

C 3 -M 0 1

C 3 - F 0 1

男ili20i i11 i

女t生20言1l1者

多数話者データ

最重要語(520)

多数話者データ
バランスリスト(216)十
数字A(15) + 連続発声A50

多数話者デー タ
連続発声B(50) +
連続発声C(50)

男t生20話者

女性20話青

・unixシステi,の
tar :1マンド11 格納

話者ク'ループ毎に
販売します。

1llj性20話者

女i生20話者
・17ロック512パイト
20ブロックでプロック化

サンフPリンダ居1波数
20kl i zC4 -M 0 1

C 4 - F 0 1

男性20言3者

女性20言l1者

多数話者データ

文節発声A(50)
・MT記録密度
12, 500ftpi
150Mデータカー トリッン

C 5 -M 0 1

C 5 - F 0 1

男性20話者

女性20語者

男性20語者

女性20話者

多数話者データ

文節発声B(50)

C 6 -M 0 1

C 6 - F 0 1

多数話者データ

文節発声C(50)

( セ ッ ト D ) 「テキスト音声〕

話 者

男 性

女 性

内 容 ・ 種 類 標準規格 備 考

テキスト音声デ一夕1 1小論文約300文章
(ラぺル・韻律情報・言語情報付)

セットC同様
準備中
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( セ ッ ト E )  〔英語音声デ一夕〕

話 者

男性1

男性2

女性1

女性2

内 容 ・ 種 類 標準規格 備 考

5, 000 高頻度単語の孤立発話音声
200短文の連続発話と単語区切り発話

26無線電話用アルファベ ッ ト
104数字
26アルファベ ッ ト

・unixシステi,の

tarコマンドで格納
・1プロ;ク512バイト

20プロックでプロック化
準備中

( セ ッ ト F )  〔文章音声データ〕

話 者 内 容 ・ 種 類 標準規格 備 考

M 0 1
M 0 2
M 0 3
F 0 1
F 0 2
F 0 3

・unixシステムの

tarコマンドで格納
・17a ツク51211イト
20プロックでブロック化

1 , 122文
文節区切り発声のみ

文節境界ラベル付

準備中

研究用対話テキス ト データべー ス

対話の内容

国際会議の中込に関する参加者と事務局の対話。

旅行に関する旅行会社と客との対話。

対話のメディア

対話が行われるメディアは電話またはキーボー ド。
使用言語

対話は日本語話者同士、 または、 日本語話者と英語話者との間で行 つています。

後者の対話は、 通訳を介して行っています。

事前分析

対話デ一夕には以下に示す事前分析を加えています。

〇英語対訳の付与

〇各種言語単位(単語、文節、文など)への分割

〇単語の各種属性の付与

〇単語間の係り受け関係の付与

〇日英対応関係の付与

デー タベー スの種類
デ一夕は会話単位(対話の開始から終了までが1単位)に収容されており、セット

1̃4に分けて提供いたします。

セット

1
2
3
4

タスク メ デ ィ ア 標準規格

国際会議

国際会議

旅 行

旅 行

電 話

キーボー ド

電 話

キーポー ド

・unixシステムの

tarコマンドで格納

・12, 500ftpi
150Mデータカー トリッン

〔参考文献〕 江原輝将ほか: A T R対話データベースの内容、 A T Rテクニカルレポー ト
T R - I - 0 1 8 6 、  1 9 9 0 年 1 0 月

各データベースの販売に関するお間い合わせは下記までお願いたします。
〇619-02 京都府相楽郡精華町光台2丁目2番地
(株1国際電気通信基礎技術研究所 企画部開発室

〔 a  ( 0 7 7 4 9 ) 5  1 1 9 2 〕
担当 田原 Fax 5 1 1 7 9

- 63 -



〇テクニカルレポー トの公開

A T Rグループでは、 社内研究資料と してテクニカルレポー トを作成しておりますが、 下記のレポー トに

っきましては、有料にて公開しておりますのでご紹介します。( *は英文レポー トを示す)

なお、 レポ ー トに関するご質問、 ならびにご希望がございましたら下記の各研究所窓ロへお間い合わせ下さい。

ATR自動翻訳電話研究所 電619-02 京部府相楽郡精華町光台 「EL07749-5-1311

l、10 タ イ ト ル No タ イ ト ル

1 -01
I -02
I -03

I -05
I -06
l -07
I -08
1 -09

I -10

1 -11

1 -12

1 -13

1 - 14

I -15

1 -16
I -17

l -18

1 -19

1 -22

自動翻訳電話の基礎研究(本)
通訳を介した電話会話の特徴分析
多層音書長ラベルをもっ日本語音声デー タべ一
ス

連続音声認識
時間遅れ神経回路網による青韻認識( ま )
通訳を介した電話会話収集デー タ
日本語品詞の分類
簡易検索言語を持つ音声デー タベー ス管理シ
ステム

Resea 1・ch Activities of Speech P l -ocessing
1)epa 1 ' tment
対話型操作環境をヮー クベンチごとに設定で
きるメニューシステムの作成
音声信号処理の基礎操作を提供する機能モジ
ュール群の作成
Voi (、e Conve 1 -sion bv Analysis -Synthesis
,hle t11od
Generalizing U 11 i f ication in Semantic
Networks toward Natu l'al Language Under -
standing
A Descri 1)tion of English Dia1ogues by
Struct u ralCo l' 1 'espondence Spocification
1 anguage:SCSし
電話対話と端末間対話の比較( ,l )
自然言語対話理解ワー ク シ ョ ツ プ講演要録
(1987.12.27 -28)( 'l )
Hidden lMa 1・kov Mode1を用いた日本語有声破
裂音の識別
音声データベー ス構築のための視察による音
書量ラべ リング
Resea rch Activities of ll1e NaturalLa n -
guage Understanding Department and the
Knowiedge and Data Base Departmant
Quality ConL ro1of Speech by 1l1odifying
For 1nant F l・e(1uencies and Bandwidths
種々の発声様式における額1f事パラメ ータの性
質にっいて
種々の発生様式における日本語音声の額律の
特徴とその制御について( ま )

日本語発話行為夕イプの解析(I ) (本)
研究用日本語音声デー タベー ス利用解説書
言語データベース用格、 係り受け意味体系
日本語孤立発声単語における母音無声化の分
析と予測

音声・言語イン夕フェ一スの予備検討

1 - 32

1 - 33

1 -34

1 -35

1 -36
I -38

1 - 1119
1 -41

1 -42
l 43

1-44

素性構造とその単一化アルゴリズムに関する
検言 f
A Phoneme lattice Parsing for Continuous
Speech Recogni t ion
Modularity and Scaling in Large Phonmeic
NeuralNetvlorks
会話テキス トの機械通訳のための翻訳単位の
表現と計算(・)
言語データベー ス統合管理システム(春 )
動詞敬語の相互承接にっいて一句構造文法理
論を用いた構文論的説明一
解析用辞書開発作業に関する一考察
The For f表a l i zation of a Knowledge Base
for English
目標指向型対話における次発話の予測
言語データベー ス作成のための日英対訳対応
付け
Record of Six Work Sessions on Concepts ,
1llethods, and Tools fro1ll Existing Running
Rea1 -Size MT Systems
タイプ付き素性構造に対する操作:動機およ
び諸定義(・)
キーボー ド会話収録システムにっいて
H idden Markov 1l1odelを用いた英単語認識
英語音声データベースの作成
句構造文法にもとづく目本語文の解析
H M M青書置認識におけるモデル継続時間長の
制御手法(・)
日本語音讓継続長における文発声固有の性質
にっいて(客 )
ニューラルネットによる英文単語列予測モデ
ルの検討(本)

複合合成単位を用いる規則音声合成における
単位選択尺度にっいて(率)

Pragmatic Extensions to Unification-
Based Formalis lms.
Typed Features Structures:the Language
and itslmplementation
合成用目本語音声データベースの概要
HMM音音貴認識に基づくヮー ドスポッティン
グ(・)
Fast Back -propagation Learning 1llethods
fo r NeuralNetworks in Speech

Speech Research at ATR Interpreting
Telephony Research Laboratories
対話文翻訳における英文生成システムの検討

i -45

I -46
1 -47
I -48
1 -49
1 -50

1 -51

l -52

I -53

l -54

1 -55

I -56
I -57

l -58

l -61

1 -62

1 -23

I -24

1 -25

I -26
1 -28
1 -29
I -30

l -31
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N0.

タ イ ト ル No タ イ ト ル

I -63

I -64

I -65

1 -66
I -67
l -68
I -69

I -70

ニューラルネッ トヮー クの音声情報処理への
応用
解析過程の制御を考慮した句構造文法解析機
構の検討
Research Activities of the Speech Pro-
cessing Department
Modified Mlta11l
対話翻訳のための階層型プラ ン認識モデル
目標指向型対話におけるドメイン知識の調査
Tools for FundamentalFre(1uency Model -
1ing
Research Activities of the NaturalLan-
guage Understanding Department and the
Knowledge and Data Base Department for
1988
RETIF:A Rewriting System for Typed Fea-
ture Structures
スぺクト口グラム ・ リーディング知識を用い
た音額セグメンテーション・- r :.キスパー トシ
ステム

The ATMS ManualVersion1.1ATMS説明書
1.1
Politeness Strategies in A1nerican Eng -
1ish Telepho 11e Dia1ogues 米語電話会話に
おけるていねいさの表現

研究用A T R音声デー タベースの作成
研究用A T R日本語音声データベースの作成
(別冊I連続音声テキスト )

I -86

I -115

1 -118

研究用A T R日本語音声データベースの作成
(別冊 ]I不特定話者音声テキスト)
Research Activities of the Speech Pro-
cessing Department
Research Activities of the NaturalLan-
guage Understa 表ding Department and the
Knowledge and Data Base Department for
Feb.1989̃0ct.1989
研究用日本語音声アータべース利用解説書 (連続
音声データ編)
Overview of ATR Basic Research into
Telephonelnterpretation(ATRにおける自動
翻訳電話の概要)
ATR対話アータべースの内容
ニューラルネットヮークによる音声認識の研究
̃発表論文集̃
Research Activities of the Speech Pro-
cessing Department
Research Activities of the NaturalLan-
guage Understanding Department and the
Knowledge and Database Department for
Nov
Research Activities of the Speech Pro-
cessing Department, January through
December, 1991
Research Activities for the NaturalLan-
guage Understanding Depart fnent and the
Data Processing Department for Apr.1991
̃Mar.1992

1 -166

1 -184

1 -186
1 -210

1 - 230

1 -231

1 -261

1 -281

I -71

1 -72

I -74

l -75

1 -76
l -86

A T R視聴覚機構研究所 ,〇619-02 京都府相楽郡精華町光台 TEL07749-5-1411

N0.

タ イ ト ル No 夕 イ ト ル

A-01

A-03

A -05
A -06

A -12

A-14

A-16

A-17
A-20
A -21
A-22
A -23

A -24

A-27

音声認識のための重み付きケプス トラム距離
尺度(・)
時空間的なマスキングパター ンから見た聴覚
系内における音声スぺク トル表現(本 )
スぺクトログラムリ ーデ ィ ン グ

音声知覚におけるスぺクトルターゲッ ト予測
モデルの評価(本 )

Prope 1・ ties of visualmemo 1・ y for b1ock
patterns(ネ)
逆転ランダム ・ ド ッ ト ・シネマ トグラムの移
動限界(・)
S T A X  S R  A P r oの周波数特性
一人工耳及びダミ ーヘ ッドによる測定一
コネクショニストモデルと認知心理学
テクスチャ 一識別の心理学的研究の展望(1l )

誘発電位による両眼視機構の研究
音の鋭さと振幅包絡
時空間フィルタを用いた運動視知覚モデルの
検討

0n the Approximate Realization of Contin -
uous Mappings by NeuralNetworks
色度ランダムドットパ夕一ンにおける運動弁
別と領域分離(率)

A -28
A-29
A-30

A -31
A -34
A-37

A-38

A -45

A-46

A-47

A -50
A --56

誘発電位記録解析システム
VM S版 S  A Sの使い方
リスプマシン上の音声処理ユーテ ィ リ テ ィ
- SP I RE , synthesizer, PEF入門一
認知地図形成過程のモデル化に関する一考察
聴覚実験用へ ッドフォンアンプシステム
ATR NeuralNetwork Research on Speech
P rocessing(')
パター ンの良さ判断に対するシンメトロピー
尺度の有効性
Alliant, Convex,Ncubeのアーキテクチャとパ
フォ ーマンス
A CompuationalCochlear Nonlinear Prepro-
cessing Modelwith Adaptive Q Circuits(本)
視覚・認知機構研究における並列処理計算機
N C U B Eの利用にっいて
音の高さの知覚一「音響心理と聴知覚」 よ り 一
'lrajectoty Formation of Arm Movement by
Cascade NeuralNetwork ModelBased on
Minimum Tor(1ue-change Criterion(本)
Objective Functions for Improve Pattern
CIassification with Back-propagation
Networks(B P ネ ッ ト ヮークにおける誤差測

A -60
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A -63

A -69
A-71

A -72
A-73
A-75

A -76
A -77

A -81
A -82
A -83
A-86

A-94

A -95
A -96

A-98
A-99

A -101
A -102
A -103
A- 105

A -106

A -108

A -109

A -11i

A -112

A -113

A -114

A-115
A-116
A-117

A -120

A-122

度の改良)(°)

D F Tと聴覚スぺクトログラムを用いたHM
M音声認識(率 )

神経回路モ7'ル による画像の情報処理にっいて
ニューラルネッ ト ヮー クを用いた手書き文字
認識
CGを用いた心理実験に基づく空間認知モデル
CGを用いた心理実験に基づく方向評定モデル
D F Tと聴覚スぺクトログラムを用いたHM
M音声認識(PART2)(本)
可変残響室の残響時間測定
スケルトンを用いた階層的形状記述およびニ
ューラルネットによる階層的形状識別
U N I X版一S A Sの使い方
聴覚実験用へ ッドホンの歪率の測定
3次元知覚における手がかり間の相互作用
Optimization and Learning in Neu ralNet -
works fo l' Formation and Contro1of Co-
ordinated Movement(本 )
Extraction of the Nonlinear G1obai Coo r -
dinate Syste1n of a Manifold by a Five
Laye red Hour -Giass Netwo 1・k( x )
音声録音系の諸特性
A glottalwaveform modelfor high (1ua1 -
ity speecl l synthesis(1l )
UN IX上の音声研究用ツール( 率 )
Acoustic and Physio1ogicalCharacteris-
tics of TraditionalSinging in Japan(本 )
視覚認知用語集
陰影による形状知覚と単限立体視モデル
多重解像度による点パターンの構造化モデル
ComputationalTl leory and NeuralNetwork
Models of Interaction Between VisualCor
ticalAreas(本)
運動視と両眼立体視の相互関係̃運動視、 立
体視の成立と両限入力画像の時間関係̃(本 )
神経回路モデルを用いた重なったパター ンの
分離

Static Analysis of Posture and Move1nent ,
Using a17-1Mscle Mode1of the Monkey ' s
Arm(宗)
帯域制限ランダムドットに誘導される正方向
の運動残効
MathematicalConnections between t he
p robability , Fuzzy set , Possibility and
Dempster -Shafer t heories(・)
Simplifying Discontinuity Detection with
an Eye on Recognition Ed Gamble( ま )
Neural -Network Controlfor a C1osed-Loop
System using Feedback -Error -Learning( ま )
Recur rent I VQ for Phoneme Recognition(春)
視聴覚特殊実験室の音響特性
i nvestigation of headphones suitable for
psychophysicalexperiments( 本 )
Acousticalanalysis of whispered vowels
in different notes(音程を変えて発話した
囁き声の音響分析)(本 )

A ComputationalModelof Four Regions of
the Cerebellum Based on Feedback -Error-

A-124

A -125

A-128

A-129

A-130

A -131

A -133

A -131

A-135

A-136
A -137
A -140

A -144

A -147

A-148
A -149

A-150

A-153

A -154

A-155

A -156
A -157

A -160

A -162

A-163

Learning(本)
文字構造抽出の研究一手書き文字品質の人間
の主観評価に準じた品質決定要因による客観
的定量評価一

E(1uilibrium Point Contro1of a Monkey
Arm Simulator by a Fast Learning Arti f i-
calNeuralNetwork(本 )
Feedforward NeuralNetwork 1liodeling of
Target-Accuracy Trade-o f f ( ま )
Enhanced Discontinvity Detection from
Postulated Discontinvities Ed Ga1nble(客 )
GPD Training of Dynamic Programming -
Based Speech Recognize rs ( ま )
Auditory Front -end in DTW Word Recognit -
ion Under Noisy, Reverberant and Multi-
Speaker Conditions(? )
Stability Const raints for the E(1u i l i b r i -
um -Point Hypothesis(1l )
Applicability of O riented Filters to Ed-
ge Detection of Motion Analysis(率)
Recognition of Manipulated Objects by
Motor Lea 1・ning with Modular Architecture
Networks(本)
UN  I X上の書声研究用ツール
Speech Tools ManualPages
Spatioemporalprope l' ties of motion per-
ception for random -check contrast modula
tions(')
Vi 1・ t ua l T l -ajectory and Stiffness E11ipse
During Multi - Joint Arm Movement Predict -
ed by Neura11nverse Model(,1 )
Rhythm Type and Articulatory Dynamics in
English, French, and Japanese ( ま )
画像の不連続を利用した陰影からの形状推定
Error Tolerant 1llethod forlnvariance
Based Feature Correspondence (')
Unsupervised Learning of Receptive Field
Families on Reguiar Frids (本 )
Point Configuration Invariants under
Simulaneous Projective and Permutation
Transfo 1 -mations
Direct Estimation of 1llultiple Disparitie
for Transparent Multiple Surfaces in
Binocular Stereo
ウェ一プレット表現を用いた演算子形式による多重
方向検出̃重ね合わせの原理に基づく多重方
向同時検出演算子̃
Discriminative Feature Extraction
Recognition by Combinations of Paraper -
spectivel fnages
特徴点対応に基づいた運動立体視における
トランスぺアレンシー

Dynamic Cepstru lm Pa rameter Incorporating
Time-Fre(1uency Masking and Its Appli -
cation to Speech Recognition
温度差つき遺伝的アル:fリ;(ムの収東

一 66 -

A T R ジ ャーナルNo13(1993春)



A T R通信システム研究所 6,619-02 京都府相楽部精華町光台 TEL07749-5-1211

No タ イ ト ル

概念図作成支援システム試作
出版業におけるレイァウトに関する専門知識
の調査
通信ソフトゥェアの仕様記述法にっいて
暗号研究の現状
セキュリティ研究の現状

Symbolics用日本語入力フ口ントェン ド ・ キ
一ボー ドェ ミ ュレ一夕一 「 J O K E R 」
要求理解プログラムの類似サービス検索部の
一部についてのA R Tによる実現
J O KERシステム  Symboli cs 側 ソ フ ト ゥ
ェア解説書

Symbolics用 日本語ター ミナル・エミュレ
ー タ

No

C-52

C-58
C-65

C-66
C-67
C-69

C-70

C-73
C-74

夕 イ ト ル

C-14
C-16

C-17
C-18
C-22
C-27

C-48

C-50

C-51

Symbolics用 d v i ファイル  プレビュアー
システム .

PV -WAVE拡張プロシジャーマニュアル
通信ソフトゥェアの非手続的手法と解析手法
の研究
通信ソフトゥェアの自動作成実験
C Gによる枝ぶり生成法
Software Design and its Automation Fina1
Report( ま )
視点及び視線検出のための特徴点実時間抽出
処理と高精度化の検討
STR(State  Transition Rule)記述仕様書
State T1-ansition Rule(STR)Description(春)

A T R光電波通信研究所 6J619-02 京都府相楽郡精華町光台 TEL07749-5-1511

No タ イ ト ル No 夕 イ ト ル

0-02

0-04

0-07

0-10
0-11

0-13

014

0-15

0-18

0-21

0-22
0-26

027

光衛星間通信に適用可能な光デバイス、通信
方式に関する調査報告書
衛星間通信に際して地球大気分子による吸収
の計算
S i選択ドープG a A s / A I G a A  s量子
井戸構造の発光応答
有機高分子の非線形光学効果に関する調査
選択ドープ量子井戸のサプバンド構造とサブ
バンド間吸収の解析
Electronic structures of GaAs/A IAs super
lattices(客 )
トランスポリァセチレン・ソリトン付近の振
動モー ドの研究( ま )
非線形動力学の立場から見た神経回路網とそ
の情報処理機能
リミットサイクルを詰め込んだ、非対称な結
合行列を持つ、 神経回路網の記憶想起特性
G a A s / A I G a A s および I  n G a A s
/ A I G a A s量子井戸構造におけるサプバ
ンド間遷移
S I M Sによる化合物半導体中の不純物分析
G a A s ( 1 1 1 ) M B E 成 長 と S  i ドー ピ
ング

高濃度S i ドープG a A sのラマン散乱と量

子井戸サプバン ド間吸収の外部光制御
G a A s表面・界面の制御
ス口 ツ ト結合マイクロストリップアンテナ
Superresolution of Multipath DeIay Pro-
f i les Measured by PN Correlation Method
and Its Application to Indoor
Propagation Analyses (本)
BER Performance of Anti -Multipath Modula
tion Scheme PSK-VP and its Opti ll1um Phase
-Waveform(春 )
1n-Room Transmission BER Performance of
Anti -Multipath Modulation PSK -VP(ネ )
偏光変調/コヒー レント検波方式に関する実
験的検討
光空間制御アレーアンテナの励振分布と放射
特性
MM I Cの超小型化・高機能化技術の研究
Mode11ing of S1ot Coupled , Circular
Microstrip Patch Antenna Elements
MM I C回路構成法の研究
球面走査アンテナ近傍界測定におけるアライ
メント誤差の影響

41nφ大型球面走査アンテナ近傍界測定システ
ムの開発とその評価

0-29
0-35
0-37

0-38

0-39

0-40

0-41

0-43
0-45

0-47
0-48

0- 49

A T R人間情報通信研究所 〇619-02 京都府相楽郡精華町光台 T11L07749-5-1011

No

H-01

タ イ ト ル I No 夕 イ ト ル

A NeuralNetwork Modelfor Arm Trajectory
Formation Using Forwa 1 ' d and Inverse
Dynam ics Models(本)
Supervised Learning for Coordinative
Motor Cont l'o1(:l )

H-03 A New Information Criterion Combined
with Cross-Validation Method to Estimate
Generalization Capability( 本 )

H -02
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A T Rの向かぃに4月に  「けぃはんな」(文化学術研究交流施設)がオープンしま  した。 「 け ぃはんな」 には

研究施設は勿論、 ホテル ・銀行 ・郎使局などがf lf設され、小学校の開校も行われ、光台もようやく町らしく

なってきました。

本号はプロジェク ト終 「 を迎えたA T  R自動話1照1,、研究1「f、 A T  R視聰覚研究所および、 新ブロジェ ク ト の

A T R普声翻訳通信研究所の話題を中心にご系 J介させて頂きました。  次号では、 海外からの研究員の浦1在記

を予定してぃます。 今後ともご愛読の程11fしくぉ原真い中し上げます。

株式会社

国際電気通信基礎技術研究所

〒619-02

京都府相楽郡精華町光台2T目2番地

企画部

( 0 7 7 4 9 ) 5 1 1 1 1 ( 大 代 表 )

600円(税込 , 送料別)




